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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　真実とは、空模様によく似ている。

　木こ漏もれ日に似た柔やわらかな光を心に注ぐときもあれば、悲ひ嘆たんの雨を降らせるときも。

　暗い色の雲のように、憂うれいをもたらすこともある。

　人を幸福にしたり、あるいは不幸にしたりと、様々だ。

　自由気ままに空の景色を操あやつることはできない。どれほど望んでも、雨がやまないときもある。それと同じで、真実もやっぱり好き勝手には変えられない。
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　今にも雪をまき散らしそうな白い冬空の午後。

　陽よう都との帰き鼓こ廷ていを目指し、葉を落とした裸はだかの木々が立ち並ぶ山道を、私は胡こ汀ていとともに突つき進んでいた。

　といっても、徒歩じゃない。胡汀が召しよう喚かんした大だい蛇じやに乗っている状態だ。

「緋ひ宮みや、少し休むか？　いやびこ神の地から通つう門もんを抜ぬけて蒸む槻きに戻もどってきたはいいが、そこからこの緒お和わ境きようまで止まらずに来ている」

「平気、まだ疲つかれてないよ」

　私は後ろに乗っている胡汀に顔を向け、微笑ほほえんだ。

　緋宮──天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいで、このフシギ異世界の蒸槻国を陰かげながら霊れい的てきに守護する存在。どんな運命の悪戯いたずらなのか、日本の女子高生だった私、天あま野の知ち夏かがその『緋宮』に目されてしまった。

　そして胡汀は、緋宮を守る護ご剣けん士しの一人であり、命の恩人であり……私の好きな人だ。

　私は白い空を見上げ、溜ため息いきを飲み込んだ。

　緋宮の任について以来、波は瀾らん万ばん丈じようの日々を過ごしている気がする。

『まれびと』として皆みなに拒きよ絶ぜつされるところからスタートし、色々な騒そう動どうを乗り越こえてやっと信しん頼らいを勝ち得たと思った矢先──。

「新しい緋宮、かあ……」

　事情があって蒸槻を離はなれているあいだに、事態は予想もしなかった方向に転がってしまった。

　蒸槻の外にある『のさら』の地まで迎むかえに来てくれた沼ぬま神がみのぬまごえ様と椰や真まちゃんの話によると今、陽都では「新たな護ご女じよが立つ」っていう噂うわさが広がっているらしい。

　現緋宮の私が蒸槻を裏切り、滸こ楽らくに下ったんだとも。

　そこで、ぬまごえ様たちの協力のもと、神様専用の移動手段である『通門』と、国境を越えるための『神しん門もん』を渡わたり、慌あわてて蒸槻に戻ってきた。

　ぬまごえ様の土地に到とう着ちやくしてからは、こうして大蛇での移動に切り替かえたんだ。

「椰真ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな？　のさらで会ったとき、ちょっと弱っているみたいだったね」

「ぬまごえが神気をわけてくれるだろうから、案じることはない。快復すれば、またおまえのそばにふらりと現れるはずだ」

「うん」

　慰なぐさめてくれるつもりなのか、胡汀は優やさしい声でそう言った。

　いつもなら嬉うれしくなって胸が高鳴るのに、今日は心が沈しずんだままだ。のさらの土地神、いやびこ様から聞いた話が頭にこびりついている。

　花はな神がみ──遠い昔に秘せられたという陽ひ女め神がみの名前。蒸む槻きから離れたのさらの地で、今も荒あら神がみとして出現し、大地を穢けがしている。

「……どうして、帰き鼓こ廷ていの人たちは教えてくれなかったんだろう」

「なにをだ？」

「陽女神の名前や、のさらのこと。九く支しさんとか上位の祇ぎ官かんなら、知ってておかしくないはずなのに」

「国にとっての禁きん忌きゆえ、伏ふせていたか。いや、それとも……どうだろうな、まことに知らなかったのでは？　蒸槻の神々は、降格させた陽女神が再び返り咲ざくことのないよう、名を奪うばったのだろう？　神の陰いん湿しつな謀はかりごとを、人が知る由よしもない」

　胡こ汀ていも確信が持てないような口ぶりだった。

「でも胡汀……陽女神は蒸槻の地を取り上げられてる。なのに祖神は『陽女神』って皆、信じているんだよ？　なんか矛む盾じゆんしてない？」

　ちらりと振ふり向くと、胡汀は利口そうに首を傾かしげた。

「神世をまとめた『おりがみ』に、どう書かれているのか忘れたのか？」

「あ──」

　そうだった、前に胡汀からも神話を聞いたっけ。ここに降り立った花神が天馬から落ちてしまい……という内容。そのなかに、降格に関するくだりはなかった。

　でも本当は、花神は蒸槻の土地を神々に奪われ、津つ杙ぐいという場所まで逃げてきたんだという。真実とは違ちがう神話が蒸槻に残っている。

　大おお犬いぬが陽女神を穢したことだけは事実のようだけれど、もっと深い事情がありそうだ。

「それに実際、この地にあるのは陽女神の力で間ま違ちがいないだろう。神々が、陽女神から根こそぎ奪った巨きよ大だいな力」

　説明され、穀物神の儀ぎを思い出した。おんな神は衣ころもを脱ぬぎ、おとこ神は衣をまとい。力の移行を表した図式。確かに、蒸槻を守護する力の源は、陽女神か。

「そう考えると、なんだか……蒸槻って奪い合いから生まれた地みたいだ」

「蒸槻に限らず、奪だつ略りやくのおこらぬ無傷の地などない」

　胡汀の声は急に冷ややかになった。私は視線を正面に戻し、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　花神が降格の憂うき目にあい、荒神へと変わっていた事実を、胡汀も──胡汀のなかにいる星ほし神がみも知らずにいたんだろうか。

　花神は、滸こ楽らくの行く場所に出しゆつ没ぼつするのかな。だとすると、星神も帰鼓廷の人々も、事情を知らずにいて不思議はないのかも。

「そう……花神。いつくし女神。俺もずっと思い出せずにいた。あれほど焦こがれ、憎にくんだ女神の名なのに」

　悔くやしそうな声を耳にし、喉のどの奥に鉛なまりをつめこまれた気分になった。

　星神は、憎むのに疲れ果て、眠ねむりについていたんだよね。そりゃあ思い出したくないはずだ。

　胡こ汀ていが陽ひ女め神がみに固こ執しゆうする姿を見るのは切ない。

　なのに、名前を忘れられていたってことも、同じくらい切なく感じてしまう。

　複雑な気持ちを持て余し、もう一度冬空を見上げる。

「じゃあ、名前を覚えていたのは遠とお凪なぎさんだけってことになるのかな……痛っ、こ、胡汀？　私の髪かみを引っ張った？」

「いや」

「……私の髪を摑つかんでいるその手はナニ？」

「幻まぼろし」

「……わあ…」

　こんなに堂々と噓うそをつかれると、それでいいかなって血迷いそうになる。

　渋しぶ々しぶ胡汀の仕打ちを許し、前を向いた。

　すっかり馴な染じんだマイカー大蛇は、会話のあいだもずりずりと一いつ生しよう懸けん命めい雪の地を進んでいる。低い位置にある枝が頭にぶつかりそうになり、上体を少し傾かたむけたとき、また髪を引っ張られた。でも、さっきの嫌いやがらせとは違う、小さな感かん触しよくだった。

「あんな傲ごう慢まんな冷たい男の、どこがいい？」

「……え？」

「白しら雨さめまで惑まどわされていたじゃないか」

「あんな男って、遠凪さんのこと？……そうだ胡汀！　遠凪さんって本当に滸こ楽らくの子孫？　違うよね、そうじゃなくて──」

「大おお阿あ呆ほ鳥どり。おまえ、なんてやつだ」

「え？」

「なにも教えてやらない」

「ええっ!?」

「何度そんな男の名ばかり呼べば気がすむのか」

　不ふ愉ゆ快かいそうな声に驚おどろき、振り向く。

　銀と藍あいがまじった瞳ひとみ。よく見たいのに、すぐにぷいと背そむけられてしまう。

「胡汀？」

「……」

「ねえ胡汀」

「……」

「胡……」

　繰くり返し呼ぶうちに、なぜか恥はずかしくなってきた。

　告白をしているわけじゃない。ただ名前を呼んでいるだけなのに、どうしてだろう。

　──息がとまって死ぬ瞬しゆん間かんまで、胡こ汀ていの名前を呼べたらいいな。

　そんな考えが脳のう裏りをよぎり、心しん拍ぱく数すうが異常に上がった。私は慌てて視線を正面に戻もどした。

「……寄りかかっていい。陽よう都とまではもう少しかかる」

　棘とげの抜ぬけ落ちた柔やわらかい声で胡汀が言った。

「だ、大丈夫」

　激しくなった鼓こ動どうをごまかすため、周囲にうろうろと目を向ける。

「……？　この辺、人が通った跡あとがある？」

　基本的に蒸む槻きは、道が整備されているわけじゃない。でも人がよく行き来するところには、自然と道が生まれるものだ。

　ただここらは集落からもちょっと離れているので、そんなに人が歩き回るとは思えない。

「確かに。複数の者が何度も通った形けい跡せきがあるな。……少し様子を見てくるから、こいつのそばを離れるな」

　そう告げると、胡汀は身軽に大だい蛇じやから飛び降りて、さっと向こうの木こ陰かげへ駆かけていった。

　周囲に異変がないか、確かく認にんしに行ったんだろう。

　私は大人しく待つことにした。ほんわりとあたたかい大蛇の胴どうにしがみつき、小さな息を落とす。

　寒々しい雪景色。でも、滸こ楽らくが暮らしていた津つ杙ぐいの地に比べると木々も豊かで、命の輝かがやきがはっきりと見える。

「白雨さんや遠凪さんは無事だよね？」

　本当は皆みなを捜さがし出してから蒸槻に戻ってきたかった。

　ところが、ぬまごえ様は「緋ひ剣けんたちの捜そう索さくに時間を割さく猶ゆう予よはない」と強く訴うつたえてきた。

　いやびこ様が代わりに捜すと請うけ負ってくれ、後ろ髪がみをひかれる思いでのさらを離はなれたんだ。

「朝あさ火ひさんや伊い織おりも、きっと無事……」

　ゆっくりと身を起こし、虚こ空くうに皆の姿を描えがいていたとき、胡汀が足早にこっちへと戻ってきた。

「向こう側に、剣けん士したちがいた。道沿いを行軍している」

　私は息を吞のんだ。意味もなく剣士たちが冬の雪山をうろつくはずがない。

「収しゆう穫かく期きならば、各地から運びこまれる貢みつぎ物ものを守るために陽都周辺の護まもりを厚くするのもわかるが──冬期では考えにくい。この辺りからは十分警けい戒かいして歩いたほうがいいだろう」

　胡汀は木陰で大蛇を止まらせ、提案した。大蛇を土へ還かえし、木々の奥に鋭するどい視線を投げる。

「もしかして剣士たちは、山さん賊ぞく対策とかじゃなくて、私を捕とらえようとしてる？」

　胡汀は難しい顔をしたまま頷うなずいた。

「羽織の色は回かい絽ろ廷ていの剣士のものだった。……日にち没ぼつが近い。どこかで闇やみの訪おとずれを待ち、剣士らをやり過ごしてから動いたほうがよさそうだ。さあ、行くぞ」

「うん」

　胡こ汀ていに手を引かれ、剣士たちのいる方向から離れる。

　この一帯はもう地面に雪が積もり、真っ白に染まっている。

　吐はく息も、色をつけたようにはっきりと白い。お世話になった『のさら』の地よりも気温が低いようだった。そう思ったとき、笑え顔がおの由ゆ良らさんたちが頭に浮かび、寂さみしさが募つのる。

　記き憶おくのなかにいる由良さんたちの姿は、きらきらとしたあたたかな淡あわい光に包まれていた。

　胡汀は雪の地に足あし跡あとが残るのをすごく気にしながら、慎しん重ちように木々の奥へと進んだ。時々、術を使って、地面にくっきり残ってしまった足跡を吹ふき消す。

「ここらで闇を待つ」

　背せ丈たけほどもある断層の陰かげで足を止め、胡汀はそう言った。

　すぐそばにごろりと転がっている岩の上の雪を片かた腕うででさっと払はらい、私を座らせてくれる。

　私は、膨ふくれ上がる不安をごまかすために小さく足をぶらつかせた。

　これから、どうなるんだろう？

「まずは帰き鼓こ廷ていの者と連れん絡らくを取らねばならないが……」

　胡汀は躊躇ためらいを含ふくんだ声で言った。

「碁ご子こちゃんに手紙の配達を頼たのもうかな？　九く支しさんに送りたい」

「……いや、それは待て。様子を確かめてからのほうがいい」

　帰鼓廷が回かい絽ろ廷ていの支配下に置かれていることを心配しているんだろうか。

　でも回絽廷嫌ぎらいな帰鼓廷の皆がそう簡単に屈くつ服ぷくするとは思えないんだけどなあ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、九支さんならきっとなんとかして抜け穴あなを作ってくれる」

　胡汀はそれに答えず、私の目の前に立って顔を覗のぞき込むように軽く身を屈かがめ、岩の縁ふちに片手を置いた。

　どきっとする。前よりもっと、きれいな瞳だ。瞳どう孔こうは深い藍あい色いろで、そのまわりにわずかに銀の色がにじんでいる。

　獰どう猛もうな美しい獣けものがなにをするわけでもなくただじっと大人しくしている、といった雰ふん囲い気き。この瞳の色と同じくらい、胡汀の心は複雑だ。星ほし神がみっていう太古の異国神が彼のなかに住み着いている。いつか、二つの魂たましいは完全にひとつに溶とけ合うことができるんだろうか。

「──緋ひ宮みや？」

　不思議そうに呼ばれ、熱心に見つめすぎたと気づいた。直後、強い動どう揺ように襲おそわれる。見み惚とれてどうするんだ、私。

「顔色が悪い。あまり思い詰つめるな」

「……由良さんたちに、別れる前に挨あい拶さつしておきたかったなあって思ってたんだ。色々とよくしてもらったのに、お礼できなかった」

　また会えるよね、という言葉を、気軽に口にすることができない。

　なんだか自分の今後が、ぼんやりとした不ふ透とう明めいな闇に包まれているように思えて仕方なかった。

　本当に、この先どうなってしまうんだろう。

「不安か？」

　遠えん慮りよなしに言い当てられてしまった。それが、ちょっとおかしい。

　胡こ汀ていって、結構はっきりした物言いをする人なんだよね。静かな印象なのに、実際は武ぶ闘とう派はな朝火さんや伊織と気が合う。

　微笑ほほえみかけて、頰ほおが強こわ張ばった。朝火さん、伊織。皆は今、どこにいるの。こんなふうにばらばらに離れてしまうなんて、想像もしてなかった。

「……新しい緋宮が現れたって、本当なのかな？」

「緋宮はここにいるだろう」

　迷いのない口調で即そく答とうされ、急に鼻の奥が熱くなった。

「うん……ありがとう。私、不安だったみたい」

　正直に本音を告げると、胡汀はそれを褒ほめるように表情を和やわらげた。

　自分の心から、鉛なまりの塊かたまりがひとつ取り除かれた気がした。

「何度も緋宮の任務ってつらいなって思ったし、自分が陽ひ女め神がみの血族ってことにもやっぱり違い和わ感かんがあったんだ。でもいつのまにか自分の一部になってた。今、胡汀がその……私を受け入れてくれて、すごく安心した。一いつ緒しよにいてくれるから、不安があっても、もう平気」
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　阿あ呆ほ鳥どりのくせに悩なやむな、と言われるかもしれない。そう思ったのに、胡こ汀ていはぱちんと瞬まばたきをして、どこか戸と惑まどったように私を見つめ返した。

「胡汀？　わ、私変なこと言った？」

「本当に安らかなのか？」

　問われた意味を、少し考える。

「ええと……胡汀のなかにいる星神様は、今の私じゃなくて『陽ひ女め神がみ』を慕したっているだけなのに安心してどうするんだ、って意味？」

　胡汀の意識も、私に対して恋れん愛あい感情を持っているわけじゃない。

　一いつ瞬しゆん落ち込みかけるも、力ずくで気持ちを立て直す。

　胡汀や星神様が私を特別な人間だと思っていなくたって、いい。

「それでも私は、胡汀に認めてもらえただけで嬉うれしいんだもの。……あ、もしかしてこれって、刷り込み現象とか。飼い主様に対する絶対服従、みたいな」

　胡汀は急にしかめっ面つらをした。陽女神の末まつ裔えいを苦しめたいと目もく論ろんでいる『星神』としては、私が悩むのをやめてふっきれた態度を取るのは面おも白しろくないのかもしれない。

「──俺はおまえを恋こい慕っているわけではない」

　うん、と私は頷いた。わかっていることだけど、断言されるとさすがに胸が痛い。

「こう拒こばまれても、おまえは俺とともにいて安らかだと？」

「うまく言えないんだけれど……、好かれることが安心感に繫つながるとは限らないんだと思う」

　そりゃあ、好きじゃないって突つき放されるのは、すごく悲しい。

　でも今、胸に広がるこの歯がゆい苦しみも、好きな人が与あたえてくれるものだ。

　苦痛が増すにつれ、どれだけ胡汀を好きかってことを自覚する。

　恋こいってすごいなあ。両思いじゃなくても幸せだなんて。

「あの、たぶん、胡汀が全然私を好きじゃなくても、こうして隣となりにいてくれたり話をしてくれることが嬉しいみたい。それが安心感に繫がっていてですね……」

　説明しているうちに気き恥はずかしさが募り、語ご尾びが弱くなってきた。

　まるで告白しているみたいじゃないか。

　もうとっくに告白済みだけれども、最初は勢いでという感じだったし二度目はヤケ気味にだったはず。こうして静かに伝えるのは初めてだ。

「ご、ごめんなさい。気にしなくていいから！」

　こんなタイミングで我に返ってしまった。顔が熱い、目を合わせられない！

「大丈夫、投げやりになったりしないよ。ちゃんと帰き鼓こ廷ていの様子を確かめて、それから白雨さんたちを捜さがしたいし。朝火さんともしっかり話をしたい」

　私は横を向き、無理やり話を変えた。昼時じゃなくて夕方時で助かった。周囲は既すでに薄うす闇やみの色に染まりつつある。多少赤面していても、きっとわからないだろう。

　一いつ拍ぱくのあと、胡こ汀ていは急に私を引き寄せ、頭を抱かかえ込んだ。岩からずり落ちそうになるのを防ぐため、とっさに胡汀の胸にしがみつく。

　毛皮を用いた胡汀の外がい套とうは夕刻の風を孕はらみ、冷えきっていた。頰に触ふれた瞬しゆん間かん、その冷たさにぶるりと身が震ふるえる。

　胡汀がちらりと私を見下ろし、不ふ機き嫌げんそうな、感情的な表情を浮うかべた。

「馬ば鹿か。なんだその目。勝手に胸を高鳴らせるな」

「そ、そう言われても！」

　これってどういう意地悪！

　好きな相手にぎゅっとされてときめかない人間なんていないでしょう!?

「甘やかしているわけではない、風が冷たくなってきた。ここで寝ね込こまれては目もあてられぬから」

　そんな憎にくまれ口を叩たたきながら、なんですか、この優やさしい手つき。

　言葉が行動を裏切ってる？　その逆？

「貧相鳥が。変な顔をするな」

「ひどいっ。だ、だったら抱だきかかえて頭を撫なでるとかしないでください！」

「おまえの頭が手て頃ごろな位置にある」

「……そういう問題!?」

「声が大きい。少しは状じよう況きようを考えろ。やつらに見つかりたいのか？」

　マジ暴君様。動どう揺ようして変顔になるのを楽しむつもりなんですか！

　自分の精神状態を守るために押しのけてやりたいけれど、そうしたらますますこの人、暴言を降らせるに違ちがいない。

　それに万が一……私の行こう為いが、胡汀を傷つけてしまったらと思うと、やっぱり身動きできない。

　とはいえこの、愛いとしむような手つきは色々と私の心に誤解を生むんですよ！

　これだけはとめなければ！　と誓ちかって胡汀の指を摑つかむと、確実にむかっとされた。

　なんで私に動きを阻そ止しされたのか、これっぽっちもわかっていない小こ憎にくらしい顔つきだ。

　彼は鬱うつ陶とうしげに溜ため息いきをつくと、今度は自分の羽織を脱ぬいで私の肩かたにかけてくれた。

　胡汀はまだ体調が万ばん全ぜんじゃないはずだ。私よりも身体からだを大事にしないと。

　そう気づいて、慌あわてて羽織を返そうとしたとき。

　唐とう突とつに背筋がぞくっとした。

「なに……？」

　胡汀も異変を察したようで、鋭するどい視線を周辺に注いだ。

　水に墨すみを数すう滴てき垂らしたような、冷え冷えとした薄闇。時々、ぱさっと枝から雪が落ちる音が届く。それ以外は、とても静かだ。

　ふと、向こうの木々のあいだをなにか黒い影かげが横切った気がした。

「緋ひ宮みやも感じたか？」

「うん。なんだろう……人じゃないよね？　まさか穢けがれ主ぬし？」

「妖あやかしかもしれぬが」

　胡こ汀ていはすばやく私を岩からおろし、手を取った。視線は木立の奥に向けられたままだ。

　ここに置き去りにせず、ごく当然というように私を連れて調べに行こうとしてくれている。

　それが、嬉しくてたまらなかった。

　好きじゃなくても、「危険から守ってやろう」っていう胡汀の気持ちが見える。少なくともその分は、そばにいてもいいって許されているんだ。

「……見失ったか？」

　胡汀とともに、密ひそやかな足取りで黒い影の通ったほうへ近づく。けれど、その一帯に不ふ審しんなものは見当たらない。

「空気がなんだか、ざわざわしてるような……」

「ああ。淀よどんだ気の残ざん滓しが確かにある。なにかがいたのは間ま違ちがいない」

「淀んだ気ってことは、やっぱり人じゃなくて妖の類たぐいなんだよね」

「都の周辺に悪あしきモノが現れるとは、奇き妙みようなことだ」

「それ、私の……『緋宮』の不在と関係しているのかもしれないよ」

　穢主や悪あつ鬼きを退けるため、至急、新緋宮を立てなくてはいけなかったのかも。

　以前、九く支しさんが口にしていた。緋宮っていう存在は、帰き鼓こ廷ていの飾かざり物じゃない。国を守護する女め神がみの末裔なんだって。守られるばかりの無力な女神に、用はない。

　唇くちびるを嚙かみ締しめる私に、胡汀が真しん剣けんな目を向けた。

「誰だれがなんと言おうと、おまえが帰鼓廷の主あるじだ。それに、歴の終わりには必ず代だい替がわりの種が現れる。おまえ、見つけていないだろう？　夢見もしてないはずだ」

「あ、そうか！　緋宮が代を譲ゆずるときは、神花も別のものになるんだっけ」

　緋宮が咲さかせる神花は、その任期中の国花ともなる。

　これはただの花じゃなくて、加護の失われる楽らく奪ばい月つきの大地を守る役割を持っている。

　それに夢見……緋宮には過去や未来の一部を覗のぞき見る力が備わっている。とくに、次代の護ご女じよを選ぶとき、夢のなかで相手の姿を見いだすのだとか。

「大体、『私』を目覚めさせたのはおまえだ。なら、私の女神はおまえだけだろうが。他ほかの女など知るものか」

　胡汀は辺りを警けい戒かいしながら、さらりとそう告げた。

　疑いのない声こわ音ねに、自然と頰ほおが熱くなる。聞きようによっては、ものすごく直接的な口説き文句なんだけど……、バレないようにひっそりと喜んでおこう。

「……やっぱり、胡こ汀ていが一緒にいてくれて、よかった」

「だから、勘かん違ちがいするな。おまえを慕っているのではないぞ」

　胡汀は少し振ふり向き、顔をしかめて、馬鹿、と口を動かした。

　わかっているけれど、少しだけ特別扱あつかいされたみたいで胸がじんわりしてしまう。

　するすると幕が降りてくるように、夜は急速に忍しのび寄ってきた。

　雪雲が割れ、つかの間、澄んだ空が覗のぞく。月と星が華はな々ばなしく共演する冬の夜。

　蒸む槻きの空に輝かがやく星は、本当に美しい。
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　陽よう都との正門や各方位の通過口にはしっかりと見張り兵が立っている。

　そこで、頃ころ合あいを見て、以前夕ゆう秘ひ関かん門もんへ向かうときに利用した西南の城門へと向かう。

　夕秘関門は、旅神が国を行き来するための『神門』が立つ場所だ。蒸槻に複数設けられている関所のなかで重要な位置を占しめている。

　楽らく奪ばい月つきに、国を去ろうとする神々を引き止めようと、緋ひ剣けんたちと一いつ緒しよに向かった場所でもあった。痛みを伴ともなう記き憶おくに少し心を奪われながら、胡汀を見み遣やる。こっちの城門に行くことを提案したのは胡汀だ。

　もしかしてそこの兵に知り合いがいて、賄わい賂ろでもつかませるんだろうか。

　そう思っていたんだけど、違った。ちょうど門へと向かうところだった『あきなし』──商人たちの列に紛まぎれ込むという作戦みたい。

　胡汀ってば滅めつ多たに見せない朗ほがらかな笑え顔がおと話術で、あきなしの奥さんを完かん璧ぺきに味方につけ、彼らが着用している衣ころもと似た羽織まで入手。悪い人だ！

　でも門兵に顔のチェックもされるんだし、これだけでは到とう底ていごまかせないはずだ。そう戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのに、不ふ審しんがられることもなくなぜかあっさり成功してしまった。

　門を越こえ十分距きよ離りを取った場所まで来てから、胡汀の袖そでを引っ張った。

「どうして門兵に呼び止められなかったんだろう？　さっきの兵士って楽奪い月に通ったときにもいたよね？　私たちの顔を覚えていなかったのかな」

「ああ、そんなことを気にしていたのか。俺が術を使ったんだ」

　胡汀は笑みを浮かべたまま、私の耳に口を近づけて種明かしした。荷車をひくあきなしたちに会話が聞こえないよう、小さな声で。

　人の暮らす区画に到とう着ちやくするまでは、念のために彼らと同行させてもらう。

「もしかして……門兵に暗示をかけたってこと？」

「そうだ」

　胡汀さんってばいつの間に。

「……」

「……こら。悪党を見るような目はやめないか」

「胡こ汀ていって色々な術を知っているよね」

　邪じや悪あくな黒い鳥や大だい蛇じやの召しよう喚かん術の他、便利な催さい眠みん系もお手の物なのか。

「私も術をたくさん覚えたいなあ……」

　そうしたらもっと、胡汀みたいに役に立てる。

「学ぶのは案外大変だぞ」

　私の呟つぶやきを拾い、胡汀は喉のどの奥で小さく笑った。積極的に会話を繫つなげてくれる。これって、和なごやかに談だん笑しようしているあきなしの人たちから、怪あやしまれないようにするためだろう。

「うまく使いこなすには、何年もかかる。俺も学びたての頃ころは苦労をした。……師となる者がまた、一ひと癖くせも二ふた癖くせもあり……」

　当時を思い出したのか、胡汀はちょっと苦々しい表情を浮うかべた。

「師って──」

「おまえも会っただろう？　楽らく奪ばい月つきの蛇へび族の長おさ」

「あ……、うん」

　そうだ、確かに楽奪い月、蛇一族の長は、胡汀に術を授さずけたっていうようなことを言っていた。妖よう艶えんで口が悪く、でも本当は自分の一族の行く末を心から案じていた。

　彼はいつか、この世に戻もどってきてくれるんだろうか？

「蛇一族が最も得意とするのは幻げん惑わくの術だからな」

「……それで胡汀も、さっきみたいに人を惑まどわせちゃう術が使えるんだ？」

　長さん仕込みかあ。だとすると、召喚よりも幻惑術のほうが得意なのかな。

　私は不思議な思いで胡汀を見上げた。誰にでも過去があって当然なんだけれど、隣となりを歩く胡汀にも、私の知らない少年時代がある。

「どういうきっかけで長さんに術を学ぶことになったの？」

　深く考える前に聞いてしまい、すぐさま後こう悔かいした。

　胡汀の過去は、軽はずみに聞いていいものじゃなかった。

　幼い頃に、お母さんが川流しの犠ぎ牲せいになっている。そのあたりの悲しい事情と関係しているかもしれない。

「だいそれたきっかけなどない。母を失ったのちに山で偶ぐう然ぜん出会った。あいつはあの頃から、怪しいやつだったな。俺を惑わせ、取り憑つこうとしたんだぞ。だが抵てい抗こうした俺を面おも白しろがり、自由にしてくれた。長の術は、俺がこれから一人で生きていくのに役に立つと思った。それで、教えを乞こうたまでのこと」

　胡汀は静かな口調で答えた。

「そ、そうなんだ」

　それ以上はとても聞けず、視線をうろうろさせていると、苦笑された。

「おまえは本当に、心が顔に出やすい」

　私は笠かさがわりの衣を急いで深くかぶり直した。

　先ほどからちらちら粉雪が舞まっている。胡こ汀ていが羽織を手に入れてくれたのは、ただ顔を隠かくす目的だけじゃなくて雪を遮さえぎるためでもあったんじゃないか。

　こういう優やさしさが、好きだ。

　じわりと、心がぬくもった。

　胡汀が、つん、と私の衣を引っ張り、ずらす。びっくりして見上げると、予想しなかった穏おだやかな微び笑しようがあった。毎日見ていたくなるようなあたたかい瞳ひとみだ。

　あんまり好きになるのが悔くやしくて、意固地な仕草で再び衣をかぶり直す。

　胡汀が戸と惑まどう気配を感じたけれど、私はもう顔を向けなかった。

　一いつ瞬しゆんだけ、彼の望む陽ひ女め神がみを真似まねすれば恋れん愛あい的な意味で好きになってくれるかもしれないという、歪ゆがんだ考えが頭に浮かぶ。でも、それは惨みじめなことだった。いつか綻ほころびが出る。

　ひっそりと落ち込むうちに、人の密集する区画に到着する。あきなしたちとはここで別れ、また二人だけで道を進む。

　この時点で既すでにあたりは夜の風ふ情ぜい。ちらちらと、整備された路みちの向こうに明かりが見えた。

　帰き鼓こ廷ていに急ごうとする胡汀をとめ、私は休きゆう憩けいを訴うつたえた。

　ふと仰あおいだ胡汀の横顔が、寒さのせいだけとは思えないほど血の気がなかったからだ。

　まだ身体からだの具合が整っていないのに、術を使わせてしまった。

　そういう面で役に立てない自分が本当、恨うらめしい。

「もう少し行けば、前に来たことのある雪ゆき尾おの区だよね。そこの亭ていでちょっと休みたい。ごめんね、足が疲つかれちゃって」

　胡汀は、真意を探さぐるように私をじっと見つめた。やせ我が慢まんをする人だ。胡汀の身を心配しているってバレたら、意地でも休まずに先を急ごうとするだろう。

「……そうだな。雪尾の区には多様な身分の者が集まる。善ぜん処どころにでも寄って、休息がてら状じよう況きようを窺うかがうか」

　胡汀が賛成してくれたことに内心ほっとし、雪尾の区へ向かう。

　ここはいわば、蒸む槻き国の繁はん華か街がい。以前見たときと同様、相変わらず人出が多い。

　蒸槻国特有の、至るところに大小の橋。傘かさのような屋根を持つ亭や、様々な高たか床ゆか式の建物群が並んでいて、見み応ごたえがある。

　この異世界は基本古風だけれど、都の内部はきちんと整備され、建築物も洒しや脱だつな印象だ。橋の前後には大たい抵てい灯とう籠ろうが置かれていて、夜道も安心。

　今、渡わたっているのは、華はなやかな雰ふん囲い気きを持った青い欄らん干かんの橋の上。灯籠の明かりも橋とお揃そろいの青だ。こんなときでなければ、楽しい気持ちでそぞろ歩きしただろう。

「ねえ胡こ汀てい、前よりも微び妙みように活気がないようだけど……遅おそい時間だからかな」

「夜よ更ふけとはまだ言えぬ刻のはず。緋ひ宮みや、そばを離はなれるな。やはり大気に強い淀よどみがある」

「帰き鼓こ廷ていのなかなのに？」

　胡汀が私の身を引き寄せ、しかめっ面つらを作った。

　どうも細かな点がいくつも引っかかる。陽都に入ってから妙に空気が生なま温ぬるい感じがするし。

「歯がゆいことだ。身が万ばん全ぜんではないせいか、それとも都の界に乱れがあるせいなのか、一帯の気をうまく読めぬ。はっきりと気の淀みの原因がわかれば、次になにをすべきかわかろうに」

　悔しそうな言葉に、私は一いつ旦たん足をとめた。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか、もしかしてここまで来るのもかなり無理をしていたのかもしれない。

「ねえ胡汀、宿を取ったほうが……」

「いや、案じる必要はない。不調が長く続いていたせいだろう。しかし、肝かん心じんなときに動けぬおのれなど、なんの意味が……」

　まるでそれが重い罪だっていうほどの深刻な表情に、少し驚おどろく。引き締しまった滑なめらかな頰ほおに憂うれいが見える。

　胡汀が抱かかえる不安が、なんとなく予想できた。

　不ふ穏おんな空気を確かに感じるのに、はっきりと正体を摑つかめない──その事実に、焦じれったい以上の恐おそろしさを覚えているんだ。きっとそれも、過去に繫がっている。力がなかった頃の自分……たとえば、お母さんを救えなかったときとかの。同じ苦しみを味わうことのないよう、いつでも強くいなくちゃダメだったんじゃ？

　胡汀も伊織と同じで、人に頼たよる方法を知らない。なんでも自分だけで解決しようとしてる。

「私、胡汀が助けてくれたから、今も無事でいられるよ」

　胡汀はふと私に視線を落とした。

「そばにい続けてくれたことが、私にとって一番の意味だよ。だから、肝心じゃないときなんて、なかった。だっていつもが肝心だもん」

　胡汀は全身の緊きん張ちようを解くと、困ったような顔をして私に手を伸のばした。どこに触ふれようか迷っている指先だ。

　悩なやんだ末、というように、私の肩かたに落ちた小さな雪のかけらをぎこちなく払はらってくれる。

　触さわりたい相手は私じゃなくて陽ひ女め神がみなんだろう。

　そう考えてまた胸が締め付けられたけれど、無理やり笑え顔がおを作った。

「向こう側に、善処がありそうだよ。行こう！」

　私は衣ころもの裾すそを翻ひるがえし、先に橋を渡り終えた。胡汀がついてくる気配を感じながら、足あし下もとに目をやる。

　薄うすく敷しかれた雪は、行き交かう人々に踏ふみ荒あらされ、泥どろとごちゃまぜになって汚きたなくなっていた。唐とう突とつに、緋宮の就任式の出来事が蘇よみがえった。道を、泥で汚よごされていた。痛つう烈れつな拒きよ絶ぜつの証あかし。

　あの頃は緋宮になるのが、本当にいやでいやでたまらなかったっけ。

　遠い昔の出来事じゃないのに、いつの間にか、こうして思い出しても身体を切り刻まれるような痛みをもたらさなくなっている。まだ懐なつかしむまでにはいかないけれど。

　私たちはしばらくのあいだ無言で歩き、コの字型の善処に入った。

　中央の空間に、正方形の小さな屋根付き縁えん台だいをいくつか並べている店だ。平民寄りの善処は、こんなふうに外で食事をとる形式が多い。芸を披ひ露ろうしに曲師たちがよく訪おとずれるためだ。

　縁台のひとつに腰こしを下ろして使用人に色々と注文してから、大事なことに気がついた。

「胡こ汀てい、あの……私、持ち合わせがないんですが」

「案ずるな。俺もだ」

「……え!?　無銭飲食……っ!?」

「人聞きの悪い。……あとで必ず払いにくる」

　数秒、見つめ合った。先に逸そらしたのは胡汀だ。

　胡汀ってば、店の人に暗示をかけてごまかそうとしてる!?……貨か幣へいの代わりになるもの、持ってないかな。いやびこ様から渡された羽は衣ごろもを売り飛ばすのはまずいか。あの不思議な羽衣、かなり長さがあるのに小さく折り畳たたむことができたので、今は懐ふところの隙すき間まに入れている。

　装そう飾しよく品の類たぐいは全部のさらの由良さんに渡したし。困った。

　食事代として使えそうなものがない。

「あ、思い出した！　胡汀、ひとつだけ腕うで輪わを持っているよね？」

　以前、私の腕うでから抜ぬいたものだ。帰き鼓こ廷てい製の飾かざり物なら最上級品、ここの代金も余よ裕ゆうで払える。

　ほっとする私とは裏腹に、胡汀は怒おこった顔をした。

「……おまえって、かわいくない」

「こ、胡汀？」

「……なんでもない」

　胡汀は眉み間けんに皺しわを寄せ、私を一いつ瞬しゆん睨にらんだ。その後、後ろめたさを十分に感じている表情で帯の隙間から乱暴に腕輪を取り、私に突つき出す。

　それは本当に、私が身につけていた腕輪だった。当時はなんとも思っていなかったのに……どうしてか、特別に輝かがやいているように見えた。

「……あの、胡汀。善処の人に、これを担保っていうか一時的に預かってもらって、あとで倍額払はらいますってお願いするとかはダメかな？」

「さあ」

　ああっ、不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえついてる！　完全に拗すねている様子だ。

「そうだ、おまえ。俺が前に渡した耳みみ飾かざりは？　一度もつけているところを見ていない」

「え？　あれは、その、もったいなくてつけられない……」

「馬ば鹿か」

　さらに不機嫌さを見せる胡こ汀ていにどきまぎしたとき、隣となりの縁台に座っている客人の会話がふいに耳に飛び込んできた。

「──都の界が、なぜ崩くずれる危機にあると？」

「帰き鼓こ廷ていの護ご女じよ様が、なんでも滸こ楽らくの王と密通したそうな」

　胡汀の視線が客人たちに向かう。彼らは顔を突き合わせ、熱心に話をしている。

「まことかねえ？　護女様は陽ひ女め神がみの血筋だろうよ、なのに憎にくき滸楽の者などと情をかわすとは思えぬが……」

「滸楽の王は人への変へん化げを得意とするのだろ？　女を惑まどわすほど美しいという話ではないか。たとえ初めは仇きゆう敵てきと拒こばんでいようともな、そこはそれ、一度通ってしまえば心もころっとな、変わる」

　胡汀がちらりと凍こごえた視線を私に向けたけれど、すぐに逸らした。

　陽女神の意識が、滸楽の王である遠とお凪なぎさんに強く惹ひかれているのは事実だ。でも私は、どこまでも胡汀が好きなのに、かなり疑われている気がする。

「しかし、回かい絽ろ廷ていの男王がこうもあからさまに帰鼓廷に干かん渉しようするなど、かつてないこと。どうもな、護女様の捕ほ縛ばく命令が発されているらしいぞ」

「まさか……」

「まさかもなにも。護女様の行方ゆくえが知れず、界が弱まっているだろう。それで回絽廷は、厳げん戒かいの姿勢で都を封ふう鎖さするつもりではないか。日に日に通りを歩く兵の数が増えている」

「大変な世になった。こうも無ぶ粋すいな兵どもにあたりをうろつかれては気が落ち着かぬ」

「回絽廷と帰鼓廷の不仲は、国を分ぶん裂れつさせると同じよ。元々回絽廷は帰鼓廷を牛ぎゆう耳じりたくて仕方がなかっただろうになあ。わざわざつけいる隙すきを与あたえるなど、護女様も浅せん慮りよな真似まねをなさる」

「新しん暦れきのお方は先代と異なり、たおやかな娘むすめと聞くが……さて実際はどういった方であらせられるか。なにせ秘されし聖女、貴人らとてそうそう拝顔叶かなわぬ。一度目にしてみたいものだが」

「知っているか？　新暦のお方は、まれびと女神というぞ」

　そのまれびとな護女が隣にいるわけですが。

　胡汀が遠くを見ながらも微び妙みような顔をしている。

　それにしても──帰鼓廷と回絽廷の対立が、雪尾の地区にまで広まっているなんて。想像以上に深刻な状じよう況きようだ。

　帰鼓廷内の様子も知りたいし、緋ひ剣けんの皆みなや滸楽たちの安否も気にかかる。もっと正確な情報を得るためには、やっぱりぎりぎりまで帰鼓廷に近づく必要がある。

　これからどうするかを胡汀に相談すべく、口を開いたときだ。

「やあ、お待たせを」

　善ぜん処どころの使用人が膳ぜんを掲かかげてせかせかとやってきた。

　酒しゆ杯はいや椀わんを載のせたその膳を何気なく見下ろし、私は目を疑った。

「!?」

　膳の椀にはこんもりと、獣けものの類いの目玉が盛られている。山菜の包みからはみ出しているのは鼠ねずみの死し骸がい。酒杯にはどろりとした血。

　膳を摑つかんでいた使用人の手は、蛙かえるのような形をしていた。

　愕がく然ぜんと仰あおぐと、さっきまで普ふ通つうの人間に見えていたはずの使用人の姿は、異形に変わっていた。人ほどの体長を持つ、蛙へと変貌途と中ちゆうのおたまじゃくしが衣をまとっている。

　なんとか叫さけぶのを堪こらえたのは、胡こ汀ていが平然としていたからだ。

　どういうこと？　胡汀には普通の人間に見えているの？

「さあ、どうぞ」

　おたまじゃくしの使用人がオレンジ色の目玉を回転させ、楽しげに食事を促うながした。

　胡汀はいつもと変わらぬ態度で血の入った酒杯を手に取り、口に運ぼうとする。

「胡汀……！」

　私は身を乗り出し、胡汀の腕を摑んだ。その瞬しゆん間かん、胡汀はちらりと私を見た。

　彼の冷静な瞳ひとみを見て、はっとする。

　胡汀もわかっているんだ。様子を探るために、なにも気づいていない振ふりをしている。

「おや、姫ひめ様。お気に召めしませんでしたかね？」

　使用人は怪け訝げんそうに尋たずねた。私は唾だ液えきを飲み込み、視線を泳がせた。額に冷や汗あせが浮うかぶ。

「……いえ、その。すみません、そうじゃないんですけど……私たち、用事を思い出したので、もう行きます。ごめんなさい！」

　胡汀の手から杯さかずきをもぎ取り、膳に戻もどす。縁台から下りようとした瞬間、隣で会話していた客人がこっちに腕をぬっと伸のばした。

「おや、もったいない。口にせぬなら、もらってもいいかね？」

「──え？」

　動きをとめてその客人をまじまじと見てしまった。

　彼らもまた、いつの間にかぎょろぎょろした大きな目玉を持つ異形の姿に変わっていた。ぷっくりした黒い手が、山菜に包まれた鼠を摑む。

「これが美味うまくての」

「おお、こちらにも寄よ越こせ」

「──なんにせよ、新暦のお方が過あやまちを犯おかしてくださったおかげで我ら、人に紛まぎれて都に参ることも、なあ？」

「人の振りは、楽しいなあ」

　彼らがけたけたと笑い、食べ物を頰ほお張ばった。

「ぬしらも、そう思わぬかね？」

　客人が、ぬうっと顔を近づけて笑った。左右に長く引き裂さかれた口の端はしから、鼠の尾が力なく垂れていた。

「まったくだ、人の世とは楽しいもの。──さて、用事をすませに行かねば」

　胡こ汀ていは抑よく揚ようのない声で答え、固まっている私の腕うでを摑んで地面に立たせた。

　彼らを振り返りもせず、私を抱かかえるようにして足早に善処を離はなれる。

「胡汀」

「歩け」

「でも……っ！──足音がついてきてる!!」

　背筋が寒くなった。薄うすく雪の積もった地を歩く、奇き妙みような拍ひよう子しの足音。ぺた、ぺった、ぺた。進むにつれ、数が増えていくのがわかった。

「振り向くな。あれらは卑ひ小しような妖あやかしだ。群をなして人を襲おそう。──どうも気に食わぬ、接近されるまで妖に気づかないとは……」

「わ、私も全然、わからなかった」

　相変わらず碁ご子こちゃん召しよう喚かんと隼はや鉄てつ変化しか、陽ひ女め神がみの力を操あやつれない私だ。

　それでも、穢けがれ主ぬしや妖の気配くらいは多少感じ取れるようになっている。

　なのにどうして、今の妖たちの場合は、本ほん性しようを現すまで気がつかなかったのか。

「胡汀、ここで妖を放ほうっておいたら雪尾に住む人たちが危ない……！」

「わかっている。人ひと気けのない場所まで誘ゆう導どうしてから、始末する。ここで暴れられてしまうと、いらぬ惨さん事じを招く」

　灯とう籠ろうの明かりが輝く通りには、普通の人間の姿も多い。彼らの目には、私たちを追ってくる妖たちの姿は怪あやしく映っていないみたいだった。

「そこのお二人、お待ちを」

　声をかけられた。とっさに振り向こうとした私の腕を、胡汀がぐっと引っ張ってとめる。

　お待ちを、お待ちを……執しつ拗ように追ってくる声に、背筋がぞくぞくした。胡汀がそばにいてくれなければ、悲鳴を上げていたかもしれない。

　早足で進み、さっきも通った青い橋まで来たときだ。

「食い逃にげはよくないよ、お代をくださらねば」

「──!?」

　背後から、ぬるりとした蛙の手が肩かたに置かれた。

　胡汀は舌打ちして足をとめ、一息で自分の手のひらから隼鉄の剣けんを取り出す。護ご剣けん士ししか持てない特とく殊しゆな破は魔まの剣。振り向きざまに勢いよく妖の腕を叩たたき切る。

　いつの間にか、後ろに、大量の妖がついてきていた。

　人間の振りをやめた妖たちは、橋の手前辺りでとまると、合体でもするつもりなのか一カ所に群がった。運悪くそばにいた通行人が悲鳴を上げ、転がるようにして逃げていく。

　もう皆の目にも、妖の本性が映っているんだ。

「胡こ汀てい！」

「下がっていろ。この程度の異形ども、片手で捻ひねり潰つぶしてくれる」

　た、頼たのもしいっていうか、むしろその発言って悪役みたいなんですが、胡汀さん！

　くっつきあって巨きよ大だいな猪いのししの形をとった妖が橋を駆かけ、こっちに飛びかかってきた。

　胡汀は、それをかわすと同時に身をねじり、胴どうの部分を斬きり捨てた。咆ほう哮こうする妖の傷口から勢いよく黒い血が迸ほとばしり、それが羽根の生えた無数の小こ鬼おにと化す。

「面めん倒どうな。燃やし尽つくしてやろうか」

　胡汀さん、だから本当にその冷れい酷こくな顔は悪人としか思えない！

　以前にも見たことのある邪じや悪あくそうな鳥を召喚し、小鬼たちに炎ほのおを吹ふきかける。

　あっという間に妖が駆く逐ちくされ、茫ぼう然ぜんとしてしまった。

　──今の胡汀って、体調がまだ整っていないはずだよね？　でも……前より強くなってない？　もしかして星ほし神がみ様との意識がうまく調和してるせい？

　胡汀は剣を片手に下げたまま、こっちへ戻ってきた。

「こて……」

　私は身を強こわ張ばらせた。胡汀がふっと剣を持ち上げ、それをなぜか私の首の横に滑すべらせたからだ。刃やいばの鋭するどい輝かがやきを見て、背中がぴりっとする。

「──触ふれるな」

「え？」

　なにを言われたかわからず、胡汀の顔をひたすら凝ぎよう視しする。彼の視線は、私の後方に向かっていた。

「緋ひ剣けんの貴き女王だ、気軽に触れられる方ではないぞ。……たとえそうは見えなかろうとも」

　一言多い意地悪な胡汀に啞あ然ぜんとし、それから慌あわてて振り向く。

「──それは、失礼を」

　背後に、人が立っていた。見覚えのあるその男性。年は私の両親と同じくらい。彼の名を思い出すのに時間がかかったのは、忘れていたわけじゃなく、ここに現れるのが意外だったためだ。

「……鷲わし見みさん？」

「覚えていてくださったとは、この鷲見、光栄の至り」

　緋剣の一人である白雨さんの実父、鷲見さんがどこか底知れなさのある瞳を優やさしげに細めて笑った。彼の背後には護衛らしき若者が四人ほど、立っている。

「どうして、ここに？」

「やはり緋ひ宮みやであられたか。偶ぐう然ぜんこの近くを通っていたのですがね、なにやら香こう人じんたちが泡あわを食った様子で逃げてくる。この頃ごろの都はとんと落ち着きがない。さて、鬼か蛇じやでも現れたかと駆けつけてみたのですよ。微び力りよくながら私の兵も人助けの役に立つのではと」

　するするとした淀よどみのない口調。鷲見さんは手にしていた扇おうぎの先で自身の唇くちびるを軽く押し潰し、私をじっくりと見つめた。

　この人の視線は、湿しめり気というか居い心地ごこちの悪い感情が含ふくまれているようで苦手だ。

「しかし、まさかここで清き女神とお会いできようとは。私は運のいい男だ」

「えっと……お久しぶりです」

　滸こ楽らくの生活に慣れてすっかり扇を持ち歩く習慣が抜ぬけていた。顔を隠かくす道具をなにも持っていない。頭にかぶっている衣ころもを引き下げ、彼の視線を少しでも遮さえぎろうとした。

　胡こ汀ていは警けい戒かいしながら剣をしまい、すっと動いて私の前に立った。ほっとする。鷲見さんの視線を遮ってくれたんだろう。

「さすがは護ご女じよの緋剣、見事なお力だが……都の内で派手に立ち回るとは、いささか不用心ではありませんかね？」

　胡汀の後ろから、そうっと顔を出し、鷲見さんを窺うかがう。うわわ、目が合ってしまった。

「回かい絽ろ廷ていの剣士が、緋宮を血ち眼まなこになって捜さがし歩いているのですよ。それにしても、腑ふに落ちぬ。緋宮は滸楽の手に落ちたとの噂うわさですが……」

「ならば、ここにいる緋宮は偽にせ者ものとでも？　愚おろかにも新たな女王が現れたなどという噂もあるとか」

　胡汀が尖とがった声で尋たずね返す。私は身体からだを緊きん張ちようさせながら胡汀の腰こし帯おびを両手で摑つかんだ。

　すると胡汀はさりげなく片手を背中側に持ってくる。合図するようにかすかに動く指。……握にぎっていいよ、って意味だろうか。嬉うれしくなって、その指を強く摑む。

「さあ、卑小な私には、雲上人たる方々のご事情はわかりませぬ。けれども──帰き鼓こ廷ていが回絽廷に制圧されているのは確かなこと」

「制圧？」

「ええ、そうとしか言えぬ強きよう硬こうな態度で帰鼓廷を従わせていますよ。緋宮不在で帰鼓廷は混乱の一いつ途とを辿たどり、祇ぎ官かん長の九く支し殿どのはほぼ軟なん禁きん状態だとか。儀ぎもままならぬゆえ、都の界も弱まるばかりだそうですね」

　九支さんが、身動きできない状態……。

　私はゆっくりと指を離し、胡汀の背から出た。根も葉もない噂うわさ話ばなしに止とどまらず、抜け目めのない鷲見さんまでがこう言うんだから、間ま違ちがいないだろう。回絽廷の今いま帝みかど──司し義ぎさんは、私の不在に乗じて本当に帰鼓廷を支配しようと目もく論ろんでいるんだ。

「帰鼓廷に戻もどらないと」

　自分の意思で帰鼓廷を離れたわけじゃない、なんて言い訳は通らない。

「ですが緋宮、今は身を隠されたほうがいい。ここでお会いしたのも天の配はい剤ざいというものです、好機が訪おとずれるまではこの鷲見が御おん身みをお預かりしよう」

「匿かくまってくれるってことですか？」

「無論。我が忠心をお疑いか？　私は白雨の父ですよ」

　好意的な申し出に、それでも少し躊躇ためらってしまった。

　冷静に考えれば、これは願ってもない申し出だ。早く九く支しさんたちのもとに駆けつけたい──そう心は逸はやるものの、なんの策もなく帰き鼓こ廷ていに突とつ撃げきすれば、回かい絽ろ廷ていの干かん渉しようは免まぬかれない。

　その点、鷲見さんはいかにも状じよう況きようを読むのが得意そうだし、財力も人脈もあるはず。味方につければ心強い。

　でも、そう親しい仲とはいえない相手だ。頼たよりとするのはなにか不安だし、気き後おくれもしてしまう。それに、下手すると白雨さんにも迷めい惑わくがかかってしまう恐おそれがある。

「お気持ちは、嬉しいんですが……」

　ちらりと胡こ汀ていを窺うと、明らかに懐かい疑ぎ的な目で鷲見さんを見ている。

　──やっぱり断ろう。鷲見さんの考えもよくわからないし。

　そう決意した私の心を揺ゆさぶるように、鷲見さんは口を開いた。

「胡汀殿には休息が必要なのでは？　顔に血の気がありませんね」

「えっ？」

　勢いよく胡汀の全身を眺ながめ回してしまった。鷲見さんの目にも、具合が悪そうに映る？

「……大事はない」

　護衛の人が持つ松明たいまつの明かりが、横を向いた胡汀の顔を照らす。その陰いん影えいが、確かな疲ひ労ろうを浮うかび上がらせた。元々、万ばん全ぜんじゃない状態なのに、さっきも妖あやかしと対戦した。疲つかれて当然だ。

「緋宮、迷われている場合ではありませんよ。今の騒さわぎを聞きつけて、こちらにもそろそろ兵たちがやってくるでしょう」

　鷲見さんの言う通りだった。向こうの路から、ざわざわと慌ただしい音が近づいてくる。

「お急ぎを。橋のたもとに屋形車があります。先導しますのでお二人はそれにお乗りください」

　考える暇ひまはなかった。私たちは鷲見さんの催さい促そくに従って、橋の終わりにとめられている屋形車へと急いだ。
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　辿り着いたのは、以前足を運んだことがある香人区の、鷲見さんの別宅。

　要するに、愛人宅だ。でも今回もなぜか当の愛人の姿はなく、最低限の数の使用人がいるだけ。むしろ離はなれに控ひかえている私兵のほうがよっぽど多いくらいだった。

「ひとまずは休まれるがよろしかろう。明日、私が人を使って両りよう廷ていを探さぐってみましょう」

　私たちを屋や敷しきの奥まった場所に設けられている広い一室に通すと、鷲見さんは生き真ま面じ目めな表情でそう言った。

「九く支しさんと連れん絡らくを取りたいんだけれど、できますか？」

「どうでしょうか……、九支殿に仕える神しん殿でんの神かん巫なぎとならば、接せつ触しよくできるかもしれませんが」

　慎しん重ちような返事のあと、鷲見さんは乱れてもいない髪かみを指先で軽く撫なで付け、微笑ほほえんだ。

「さあまずはお座りください。すぐに酒しゆ膳ぜんを用意します。湯室を整えるまでくつろいでいただきたい」

　私たち二人が円座に落ち着いたのを見てから、鷲見さんは通路に顔を出し、使用人を呼んだ。酒膳の支し度たくを言いつけ、自身も円座のひとつに腰こしを下ろす。

「あの、気き遣づかってくださってありがとうございます」

「緋宮からそのようなお言葉をいただけるとは、面おも映はゆい」

　鷲見さんが小さく笑う。花か蠟ろうをふんだんに使っている室内は、とても明るかった。冷えた空気をあたためる角型の火ひ桶おけの細工も美しい。

　肩かたの力を抜き、視線を巡めぐらせると、寒の神を払はらうための木札が丸窓の横に飾かざられていた。

　私はちょっと目を見張った。帰き鼓こ廷てい製の札だ。

　楽らく奪ばい月つきの直後に祇ぎ官かんたちと祈き禱とうをし、札つくりの儀を行った覚えがある。

　帰鼓廷で取り仕切るのは大祭だけじゃない。毎日のように大小様々な儀ぎ式しきの類たぐいを行っている。国事に関する儀の他ほか、季節や暮らしに密接したものまであり、めまぐるしい。

　この丸窓の横にはられているのは、一部の貴人にだけ渡わたす貴重な札だ。市し井せいに出回ったりしないはず。

　──つまりこれを持っているってことは、鷲見さんは帰鼓廷の関係者と繫つながりがある。

　不仲の白雨さんから入手したとは考えにくい。

　少しのあいだ考え込んでしまった私を、鷲見さんが面おも白しろそうに見た。

　ううん、どうしても鷲見さんの目つきに慣れることができないんだよね。嫌きらわれてはいないってわかるんだけど……妙みように怖こわい。

「侘わびしい屋敷ゆえ緋ひ宮みやには不快に思われるでしょうが、どうかご容よう赦しやを」

「……え？　あっ、そんなことないです。すごく立派なお屋敷ですね」

　慌あわてて答えたあとで、冷や汗あせがにじんだ。ここって愛人宅なんだった。褒ほめていいものなのか。当とう惑わくしているうちに、使用人が酒膳を抱かかえて現れ、私たちの前に並べた。

　ずっと黙だまり込んでいた胡こ汀ていが眉まゆをひそめ、警戒の目で酒膳を見下ろす。

「疑われるとは、なんともやるせない。毒など入っていようはずがありません。緋宮には、酒ではなく香こう茶ちやを用意しました」

　胡汀の頑かたくなな態度を見て、鷲見さんは苦く笑しようした。

　少し喉のどが渇かわいているけれど、なんとなく素す直なおに飲む気にはなれない。でもこうしてお世話になっておきながら、信用はしないって態度を取るのも失礼だ。

　悩なやんでいると、胡汀はおもむろに私の膳の杯さかずきに手を伸のばした。一口、香茶を飲む。それから小さく頷うなずいて、私に杯を回す。もしかして毒どく味みしたんじゃないか。

　この様子を鷲見さんは、微笑を絶やさずじっと見ていた。

「ところで緋宮、そばに置かれている緋ひ剣けんのお方は胡こ汀てい殿だけなのですか？」

「……はい。あの、他の緋剣たちについての噂うわさとかも聞いたことはありませんか？」

　未み不ふ嶺ねさんや白雨さんたちは今どこにいるんだろう。無事なのかも知りたい。まだ蒸む槻きの外の地にいる？　私のことを捜さがしてくれているかもしれない。

「残念ながら緋剣の方々についてはわかりませんね。しかし、緋宮。滸こ楽らくのもとにおられたというのはまことだろうか？」

「それは──事情があって」

　鷲見さんにどこまで話していいものやら。私は香茶を口に含ふくみ、少し時間を稼かせいだ。

「無論、緋宮が蒸槻を裏切るなどありえぬ話だが、ただの戯ざれ言にすぎぬのなら、こうまで人の口にのぼるはずもなし」

「緋宮の思おも惑わくを、なぜ帰き鼓こ廷ていの者でもないおまえに説明せねばならないのか」

　胡汀は冷静に口を挟はさんだ。安全な屋敷にいるはずなのに、彼は片時も気を抜ぬいていない。

「無礼をお許しくだされよ。ぜひとも緋宮の力になれればと思うただけで、他意はありません。だが、どうやら他の緋剣のお方とは繫つながっておられぬご様子。ぜひともこの鷲見にご事情をお聞かせくださらないか？」

　鷲見さんは熱心な口ぶりで言い、私のほうに身を乗り出した。

「以前、緋宮は純真をお求めになられたろう？　今こそお渡しするときです。緋宮の歩まれる石のひとつになれれば、本ほん望もうなのですから」

「こうして匿かくまってくれてるし、もう十分助けてくれてます」

「つれないことを。この鷲見の力が信じられませぬか？」

「いえ、そんなことないです」

「ならばぜひ、一身を捧ささげる機会をお与あたえくださらないか。もしや緋宮方は、滸楽の者たちと都に戻もどってこられたのでは？」

「え？　滸楽たちと……？」

「もしそうならば回かい絽ろ廷ていの方々にもしも見つかった場合、皆みな無事ではすまぬでしょう。よろしければこの屋敷で匿って差し上げよう」

　口説く勢いで話を進める鷲見さんに困ってしまう。

　この人の持つ能力については疑っていない。

　信じられないのは、本心だ。善意の申し出とはどうしても思えない。

　結構厄やつ介かいな人かもしれない。敵対したくはないけれど、味方にするのも危険っていう。

「鷲見殿どの。質しつ問もん攻ぜめにする前に、まずは緋宮を休ませてはくれないか？　話は明日にしても遅おそくはないだろう？」

　胡こ汀ていが片手をあげ、軽く鷲見さんを睨にらんだ。

「──ああ、気が利きかぬ真似まねをしてしまったようです。どれ、湯室の支度が終わったか、見てきましょう」

　案外あっさりと鷲見さんは引き下がり、部屋を出ていった。

　胡汀が透すかし見るように通路のほうに顔を向けた。

「……どうもよくない」

「なにが？」

「この屋敷、気の乱れがひどい」

　それから少しのあいだ、胡汀は考えに沈しずむように俯うつむいた。

　無言の空気に耐たえきれず、話しかけようとしたとき、胡汀がなにかを決心した顔で視線を上げ、私に腕うでを伸ばす。

「やはり、よくない」

「……胡汀？」

「出よう。ここを離れたほうがいい」

「……うん」

　私は胡汀の手を握にぎり返した。不安で、胸がひどくざわざわした。

　まるで世界中の人に見放されてしまったような気持ちだ。

　でも、胡汀は躊躇ためらいなく私の手を摑つかんでくれる。だから、きっと大だい丈じよう夫ぶ。

　そっと部屋を出て、板いた縁えんから外へ逃にげようとしたときだった。

「──緋宮、どちらへ行かれるのか？」

　私と胡汀は同時に振ふり向いた。板縁の角から、鷲見さんが姿を現した。

　彼だけじゃない。どこに潜ひそんでいたのか、たくさんの剣けん士しを背後に連れていた。衣ころもの色を見て、私兵じゃなく回かい絽ろ廷ていの剣士だと気づく。それに──。

「帰き鼓こ廷ていの、祇ぎ官かん……？」

　剣士の後ろに、確かに祇官が数名いた。顔なじみの者もいる。穀物神を召しよう喚かんしたとき、一いつ緒しよに戦ってくれた人じゃないか！

　彼は私と目が合うと、どこか後ろめたそうに顔を背そむけた。

　──変だよね？　帰鼓廷の祇官が鷲見さんの屋や敷しきをこのタイミングで訪おとずれているなんて。

　その小さな拒きよ絶ぜつを見て、悪い予感が膨ふくれ上がった。

　剣士たちが一いつ斉せいに武器を構えて私たちを取り囲む。

「鷲見殿、なんの真似だ？」

　胡汀は片かた腕うでで私を抱え込みながら、低く問いかけた。衣の下の身体からだが、ひどく緊きん張ちようしているのがわかった。

「おまえたちも、誰だれに剣けんを向けているか、わかっているのか」

「困りましたね、胡こ汀てい殿。なるべく穏おん便びんにすませたかったのですよ」

「穏便だと？」

　鷲見さんは板縁のぎりぎりの場所でとまり、音を立てて扇おうぎを開いた。浮うかんだ笑えみを隠かくすように、顔の下半分をその扇で覆おおう。仕草は雅みやびで、だけど首筋が汗ばむような陰いん湿しつさを感じた。

「純真を渡わたすなどと殊しゆ勝しようなことを抜かしていたが、その結果が、背信か？」

「背信とは心外だ。私は確かに『緋宮』に純真を捧ぐつもりだとも」

　緋宮、の部分に妙なアクセントをこめて鷲見さんが反論した。

　なにを言いたいのか、わかった気がする。

「その緋宮って、私じゃなくて……噂になってる『新たな緋宮』？」

　鷲見さんの視線がこっちへ流れた。くずれた美び貌ぼうに、ねっとりした色が乗る。

「察しがよいことだ。それにしても無念であった。ぜひとも女め神がみの末まつ裔えいを抱だいてみたかったのだが……」

　私を抱える胡汀の腕に、ぎゅっと力がこもった。

　鷲見さんは扇を半分閉じ、残念そうに私をじろじろと眺ながめ回して小さく笑った。

「さて。滸こ楽らくの潜せん伏ぷく地を聞く前に逃げ出されてしまうとは、おのれの強運を過信した私の落ち度か。緋宮……ああ、御み名なを知夏殿と言いましたか？　あなたのみならず、滸楽をも差し出せば、大きな手て柄がらとなろう。その褒ほう美びとして知夏殿を賜たまわりたかったのに。様々な女を味わったが、女神の血筋の者は未いまだ知らぬ……」

「──おまえが白雨の父でなければ、口を裂さいてやるものを」

　胡汀は嫌けん悪おを剝むき出しにして罵ののしった。

「世にも珍めずらかな『まれびと』の女神だぞ？　緋ひ宮みやの座から降ろされようとも、これほど興味深い娘むすめにはそうそう出会えるものではなかろうに」

　鷲見さんは好こう奇き心しんを隠そうともせず、きっぱりと言い切った。

「初めから助けてくれる気はなかったんだ？　滸楽の居場所を聞き出したのち、回かい絽ろ廷ていに渡すつもりで……」

　でも、おかしくないだろうか。

　この屋敷に到とう着ちやくしてからまだ一時間も経たってない。なのにもう、剣士たちが揃そろっている。

　私たちと再会したあと、すぐさま秘ひ密みつ裏りに回絽廷へ伝令を出したのだとしてもだ。距きよ離り的てきに、こうも早く駆かけつけてこられるはずがない。それに。

「どうして、帰き鼓こ廷ていの祇ぎ官かんまでもいるの？」

　これが一番の謎なぞだった。祇官たちが一度、どこかもの悲しげに下を向く。

　だけど再び上げられた眼まな差ざしには、親しみのない、冷たい光が輝かがやいていた。

　──切り捨てられた、とその瞬しゆん間かんわかった。

　彼らの個人的判断なのか、それとも。心臓がどくっと大きく跳はねる。

　もしも帰き鼓こ廷ていの決定なら、最悪の状じよう況きようといえるんじゃないか。祇ぎ官かん長の九く支しさんが本当に軟なん禁きんされ、正しい判断ができていないってことだ。回かい絽ろ廷ていが強ごう引いんに帰鼓廷を動かしている。

「……まさか、先ほどの妖あやかしどもは緋宮をおびき出す餌えさなのか？」

　胡こ汀ていがふいにぽつりと疑念を口にした。

　私は一いつ瞬しゆん息をとめ、鷲見さんを凝ぎよう視しした。

「妖をわざと引き入れたってこと？　待って、それは無理があるよ、都には強力な界が……」

　私は途と中ちゆうで口を閉とざした。

　無理とは限らない……？　事実、界は弱まっているじゃないか。だとすると──そんな！

「──このために!?」

　緋宮を捕とらえるためだけに、都全体を危機に晒さらしたの!?

「いえ、緋宮、いくら私でもそこまで危険な真似はしませんよ。都の界が弱まったのは、他ほかの誰でもない、あなたの不在が原因です」

　鷲見さんはひらっと扇を振った。

「この祇官たちは元々、都に忍しのび寄る妖の始末に駆り出されていたのですよ。そこで、思いつきました。以前、緋宮は私が囲っていた異形たちを退治なさったな。あなたは下々の危機を見み逃のがせぬ女神だ」

「やはり妖どもを、緋宮を誘おびき寄せる餌にしたのだろう？　都に危機があると噂うわさが広まれば、必ず緋宮は現れると。祇官や剣士らをこのためにそばに置いていたな」

「しかし、私が都を見回っていたときにお二方と会ったのは、疑う余地なく偶ぐう然ぜんですよ。私はまったく運のよい男だ」

　鷲見さんは笑みを深め、わずかに高こう揚ようした態度を見せた。

「……緋宮」

　祇官の一人が、剣士の後ろから一歩出て来て、私を見つめた。

「一言だけお聞かせ願いたい。緋宮は帰鼓廷不在のあいだ、まことに、滸こ楽らくのもとにおられたのか？」

　手て燭しよくに照らされた彼の瞳ひとみにほんの一瞬、切願の感情がよぎった。

　私は返事につまった。この答えで、なにかが決まる。

　違ちがう、というべきだとわかっている。でも、それは噓うそになる。

　事情はどうであれ、私は滸楽の住すみ処かにいて、平へい穏おんを見た。──心が確かに、癒いやされた。

　噓をつけば、なおさら信しん頼らいは汚けがれるだろう。

「……うん」

　祇官はぎゅうっと強く瞼まぶたを閉じた。

「──知夏様。帰鼓廷へお連れする」

　呼び方が変わったことに、想像していた以上の痛みを感じた。

　緋宮って呼ばれるのがあれほど嫌いやだったのに。

「帝みかどの配下に置かれた場所へ、緋宮を連れて行かせると思うのか？」

「胡こ汀てい殿どの、抵てい抗こうされぬほうがよろしい。既すでに、帰き鼓こ廷ていへと伝令を出しています。ここで緋宮がお逃にげになられた場合、見せしめとして、未み不ふ嶺ね殿が処しよ刑けいされるでしょう」

「──未不嶺さんが、帰鼓廷にいるの!?」

　祇ぎ官かんは手燭を隣となりの剣士に渡すと、板いた縁えんから下りて私たちの前に立った。懐ふところから白い包みを取り出す。そのなかには、一ひと房ふさの髪かみが入っていた。見覚えのある珍めずらしい色の髪。

「未不嶺さんの髪だ」

「未不嶺殿はあくまで知夏様をお守りするという立場を取られたゆえ、九く支し様とともに軟禁しております」

　先せん端たんのほうに、血の塊かたまりがこびりついていた。

　私は崩くずれ落ちそうになった。未不嶺さんが囚とらわれている。やっぱり九支さんも。

「他の、緋ひ剣けんたちは!?」

「朝火殿は、新しん暦れきのお方に従っておられる。伊織殿、白雨殿の行方ゆくえは未だ不明のまま」

　祇官は早口で返答した。前は、公く家げのようなのほほんとした優やさしい話し方をしていた。こんなに厳しい声を出せる人だったんだ。私を、敵と見定めたからなの？

「お逃げにならぬよう。いまや帰鼓廷を操あやつっているのは九支様ではなく俱く七な帝ていです。あの方は、帰鼓廷に対して容よう赦しやをされぬ。未不嶺殿を処したのちは、知夏様の宮に仕えていた神かみ女めたち、その次は未だ忠誠を誓ちかう剣士たち、最後には九支様までが罰ばつされかねない」

　薄うつすらと怨うらみを佩はいた声に、足ががくがくした。

　全員が、犠ぎ牲せいに……。

　私は強く拳こぶしを握にぎりしめた。滸こ楽らくを、慎つつましく穏おだやかな暮らしを守っていた滸楽たちを、血祭りにあげればよかったというの。それが蒸む槻きの者として、正しい道!?

　大勢のために少数を切り捨てなきゃいけない場合があるってことくらい、わかってる。ここは厳しい世界だから、とくに。何度も何度も、嫌になるくらい犠牲を見た。

　だけど、滸楽の殲せん滅めつは、少数で済む話とはとても思えない。

　きっとどの道を選んでも後こう悔かいが生まれる。それなら、どんなに道のりは険しくても、未来で大勢の者が救われる決断をしたかった。

　だから、真っ先に滸楽との共存を考えた。少しずつ歩み寄れはしないかと。

「私は、本当に浅はかで……」

　無能な緋宮が空想のなかで紡つむいだ、夢物語だ。確証のない未来のために、今を犠牲にしてしまった。

　額にじんわりと汗あせがにじむ。

「本当に、新暦の護ご女じよが現れたの？」

「──はい。俱く七な帝ていの推すい薦せんにて」

「推薦……？」

「馬ば鹿かげている。緋宮を選ぶのは、この大いなるあめつちではないか。一いつ介かいの帝ごときが、女め神がみの定めに触ふれられるとでも？」

　胡こ汀ていは首を振ふり、激しい声を発した。

　どうする？　状況をよく見通せていない今、どんな決断をすればいい？

　胡汀の力を借りれば、きっとこの場面を切り抜ぬけられるだろう。急いで二人で逃げる？　それとも胡汀だけで逃げてもらう？　二人とも一いつ緒しよに帰き鼓こ廷ていに行く？

　どの判断が正しい!?

「緋宮──突とつ破ぱするぞ」

「待って、待って」

　私は両手で額をおさえた。わからない、どの判断が正しいかなんて、そんなの未来になってみなきゃわかるはずがない。また失敗をしてしまう、懲こりずに悲劇を繰くり返す！

　──ああ、待って。少なくとも司し義ぎさん……俱七帝は、確かに私を捕らえるためには容赦をしないだろう。なんらかの秘密を守るため、自ら滸こ楽らくの地にまで来たくらいだ。私が都に現れたのを知れば、ここぞとばかりに強きよう硬こう手段を取る。私がどこかで見ていると確信して、本当に帰鼓廷の人たちを処刑していくだろう。

　逃げるのはだめだ。確実に犠ぎ牲せい者しやが多く出る。

「行かなきゃいけない」

　そうだ、帰鼓廷に戻もどり、なんとかして九く支しさんたちと連れん絡らくを取る。

　ここは蒸む槻きのなかだ、とりあえず従っておけば、人々の目を気にしてすぐに殺す真似まねはしない。以前の架か々が裏りさんだって、罪が暴あばかれたのちも殺されはしなかった。

　一瞬、十分な兵力を集めてから陽よう都とへと進軍すべきだったという考えが脳のう裏りをかすめたけれど、すぐにそれは無理だとわかった。

　時間的にも資金的にも難しい。もたもたしているあいだに、帰鼓廷が消しよう滅めつしかねない。

「悩なやまれる必要はありませんよ、知夏殿どの」

　鷲見さんが、ちらりと剣けん士しの一人に目をやった。彼がすっと腕うでを上げ、刃やいばの先端を祇ぎ官かんの背に押し付けた。

「逃げれば、あなたの代わりにこの場で死ぬ者が増えるだけだ。これほど明確なことはない」

　震ふるえる拳を必死に押さえつけ、鷲見さんを見つめた。

　選せん択たく肢しは、他にないようだった。
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　逃とう亡ぼう阻そ止しのためだろう、朝を待たずにすぐさま帰き鼓こ廷ていへと連行される運びとなった。

　日中じゃないから目立たずに行けるかもと思ったのは大おお間ま違ちがい。まだ宵よいの口という時刻で、なおかつここは娯ご楽らく区だ。

　それに鷲見さんたちは、わざと人通りの多い道を選んだ。

　大道芸人のように派手に太たい鼓こを鳴らし、『滸こ楽らくと通じた緋ひ宮みやを捕とらえた』と大々的に知らしめながら。

　鷲見さんいわく、『悪あしき噂うわさのせいで大いに乱れた人心を宥なだめるため』だと。

　実際のところは、人々の心を掌しよう握あくして、『緋宮』の代だい替がわりを迅じん速そくに行うためだろう。

　──こんな、見せしめ。

　今までで一番の屈くつ辱じよくだった。後ろ手に縄なわをかけられることは覚かく悟ごしていたけれど、まさか、羽織と上じよう衣いを脱ぬがされ、内衣だけで通りを歩かされるなんて。蒸む槻きの人たちの感覚だと、下着姿を晒さらしているのと変わらない。

　胡こ汀ていのほうは木製の檻かん車しやに乗せられ、縛しばられている状態だ。

　連行方法の違いには、なにか理由があるのかもしれない。ただ胡汀だけでも、酷ひどい格好を強要されずに済んでよかった。私の大事な人だ。本当はこうして見せしめにされてしまうのも、泣きたいくらい苦しい。いつでも、ふわふわしたあたたかい場所にいてほしかったのに。

「知夏殿、私が恨うらめしいですか？　しかし、篤とくとご覧あれ。これがあなたの望んだ道だ。滸楽と通じた緋宮であるあなたの。誰だれの責任でもありませんよ」

　司し狼ろうに乗って先を進んでいる鷲見さんが振り向き、大きな声で言った。

　何の行列かと道々に溢あふれ出ていた人々のあいだに、ざわめきが広がった。

　誰かが、本物の緋宮なのか、と興奮気味に叫さけんでいた。

　本来、帰鼓廷主の緋宮が人前に顔を晒すことはない。そもそも貴人の女性だって扇おうぎや色しき笠がさなどで顔を隠かくす。

　女神の末まつ裔えいと呼ばれる女が、罪人のような姿で歩かされているんだもの。これ以上の衝しよう撃げき的な事件なんて滅多にないはずだ。

　吐はく息が白くなるほど気温が低いのに、身体からだが燃えるように熱かった。

　かつてこんなふうな処しよ遇ぐうを受けた緋宮なんているだろうか？

　──恥はずかしい。

　罪人扱あつかいも、みすぼらしい格好も、縄でしばられているのも……『緋宮』なのに、顔を晒しているのも。

『緋宮』の習慣がいつの間にか、私のなかに根付いている。それだけこの世界に寄り添そって生活していたんだ。だからこそ、本当に本当に恥ずかしい。歯ぎしりしたくなるくらい！

　偽いつわらざる本音に、俯うつむきそうになるのを必死に堪こらえた。

　少しでも泣いたり項うな垂だれたりしたら、私の横に並んでいる檻車のなかの胡汀は、きっとどれほどとめても鷲見さんたちを皆みな殺ごろしにするだろう。激しい感情の高ぶりを懸けん命めいにおさえているような顔をしているんだもの。

「──緋宮」

「まだ、だめ」

　ここで暴走はできない。たとえ今、罪人扱いを受けていても、代替わりの種が現れない限りは私が緋宮だ。

　だから蒸む槻き内で、いくら俱く七な帝ていが私を殺したがっても周囲の貴人が反対するはずだった。新たに現れた緋宮が本物と確定しないうちは。

　殺すなら、彼らの目の届かない蒸槻の外で──そう思ったからこそ、俱七帝は自ら蒸槻を出て私を追ってきたんだろうし。だから大だい丈じよう夫ぶ。耐たえられる……耐え抜かないと。

「あれがまことに緋宮なのか？　そこらの娘むすめと変わらぬようだが……」

「明かりをかざせ。よく見えぬ！」

　炎ほのおの色が目の端はしにちらついた。通りに顔を出す人々の声と興奮が、波のように押し寄せた。

「偽にせの護女なのではないか？　陽ひ女め神がみのお方が滸こ楽らくと通じるなど、なかろう」

「だが、この仰ぎよう々ぎようしさは、ただの戯たわむれであるはずがない！」

　人ひと垣がきから漏もれる言葉の数々。耳元で囁ささやかれているようにはっきりと聞こえた。悪意と恐おそれ、恐きよう怖ふ、疑い。感情の渦うずに飲み込まれそうだった。

　がしゃん、と足あし下もとになにかが投げつけられた。一いつ瞬しゆん、私は身を竦すくませ、足を止めた。先を進んでいた鷲見さんも司狼をとめて振り向く。

　酒しゆ杯はいを誰かが投げたんだ。ほんのわずか、飛び散った酒で内衣の裾すそが濡ぬれた。

　鷲見さんは何事もなかったように再び司狼を進ませた。剣士が私の腰こしに繫つながっている縄を乱暴に引っ張り、歩くよう催さい促そくする。私はつんのめりそうになりながら、足を踏ふみ出した。

「……知夏、もう、いいだろう？」

　胡こ汀ていはどこかそわそわした声で囁いた。

　ぎくしゃくと胡汀を見み遣やる。彼は、怒いかりに濡れてきらきらした瞳ひとみをこっちに向けていた。

「我が慢まんできない」

　短く、せがむようにそう言う。私も一瞬だけ、迷いそうになった。

　こんな恥ち辱じよくを受ける必要があるんだろうか。

　一いつ旦たん逃にげて、態勢を整えてから帰き鼓こ廷てい奪だつ還かんを目指したほうがいいんじゃないか。

　逃げたくなる弱い気持ちを必死に封ふうじ込める。

　──それは、だめだ。時間をおけば、俱七帝が帰鼓廷を完全に支配する。私と親しくしていた者たちは全員殺されるだろう。

「知夏」

「考えがあるの」

　同じ問題を繰り返さないためにも、今は帰き鼓こ廷ていへ戻らないと。私の強みは、緋宮としての力……儀ぎ式しきを行う力がまだ身体のなかに残っていることだ。たとえ俱く七な帝ていが私を誰とも会わせないよう監かん禁きんしても、界の崩ほう壊かいを前にすれば、貴人が騒さわぎ出し、儀ぎの強化を提案するだろう。

　都の界の崩壊は自分たちに不利益をもたらしかねない、という打算的な理由でだ。

　そうだ、逆転できるはず。むしろ、ここで私を罪人扱いした事実は、いずれ回かい絽ろ廷ていの不利に変わる。帰鼓廷は回絽廷に蹂じゆう躙りんされてはいけないところだと、確かな力を見せつければ必ずこっちについてくれる貴人が出てくるからだ。

「儀式を、なんとしてでもしないと」

　帰鼓廷という強い『場』と協力者……九く支しさんたちが必要だ。そのために、この恥ずかしさを耐えている。

「おまえ、こういうときには泣かぬ。なぜ？」

　胡こ汀ていは微笑ほほえんだ。怒りを抑おさえきれないその表情に、私は内心ほっとしていた。

「苦しい、と言ってくれれば、俺は鬼き神じんにでもなってやるのに」

「……前にも、こんなことがあったよね」

　人々のざわめきがつかの間、遠のいた。懐なつかしい記き憶おくが私の全身を包む。

　まだ緋宮の自覚もなかった頃ころ。架か々が裏りさんに囚とらわれ、磔はりつけにされた。

　胡汀はいつでも一いつ緒しよにいてくれた。私に、一人で死ぬなと言った。
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　それが、私に勇気をもたせてくれた。

　どれほど救われたか、胡こ汀ていはきっと知らない。

　──胡汀がいなかったら、いくら能天気な私でも、とっくに心を狂くるわせてる。

　こんなに残ざん酷こくな世界、一人きりじゃ耐えられないよ。

　どれほど感謝しているかも、胡汀はきっと知らない。

　今もこうして一緒にいてくれる。

　たとえ知夏個人にじゃなく陽ひ女め神がみへの愛情であっても。

　ちくりと痛んだ胸をごまかし、私は視線を正面に戻もどした。内衣一枚で歩かされるのは恥ずかしくてたまらないと思う。でも恥じることはしていない。だから、俯くものか。

「──覆くつがえしてみせる。私ってば無敗の女王なんだから」

　処しよ刑けい場で運命を引き寄せた。神様だって手のひらで転がせると見み得えを切った、あのときのように！

「知夏」

「そして胡汀に千年、調教してもらうんだもの」

　胡汀はふっと怒りを消し、驚おどろいたように目を見開く。

　それから、彼は愛いとおしげにこう言った。

「馬ば鹿か。千年じゃ、とても足りない」
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　楽らく奪ばい月つき、関所から帰き還かんしたときにも、帰き鼓こ廷てい前で多くの人たちが出で迎むかえてくれた。

　帰鼓廷との和解の一歩を手に入れた記念の日だ。

　でも今日、その和解が水すい泡ほうに帰したようだった。

　到とう着ちやくしたのは、夜明けも近づこうかという時刻。都のなかをずっと歩かされ、心身の疲ひ労ろうが激しい。気力で立っているようなものだ。

　帰鼓廷前に並ぶ人々が掲かかげる松明たいまつ。その火が、朦もう朧ろうとし始めた目にゆらゆらと頼たよりなく揺ゆれて見えた。

　しっかりしなくちゃ。回かい絽ろ廷ていの仕打ちに屈くつする姿なんて、皆みなに見せちゃいけない。

　私は小さく首を振ふり、意識をはっきりさせるため深く呼吸した。

　皆の前には、蒸む槻き国の主あるじらしく衣ころもを整えた俱く七な帝ていがいる。軽く羽織った毛皮の下には、鮮あざやかな青の衣。赤、金、緑の細かな模様が全体に施ほどこされている。帝みかどの装しよう束ぞくに用いられる色はどれも派手なのに、うるさくない。

　美しく微笑む彼の両りよう隣どなりに立つ立派ななりの護衛を見て、私は息を止めた。

　──噓うそ、朝火さん？

　なぜ私の緋ひ剣けんが帝を守るようにして立っているの？

　いや、私が蒸む槻きを裏切ったと考えている朝火さんだけなら、納なつ得とくできる。

　でもどうして──未み不ふ嶺ねさんまでが!?

「……未不嶺さん、処刑されるかも、しれないって」

　声が震ふるえた。血がこびりついた髪かみを、鷲見さんの屋や敷しきで見せられた。囚われているって、聞いた。なのに。

　未不嶺さんと目があった。彼は私の格好を見て顔を強こわ張ばらせ、思わずのように視線を落とした。拒きよ絶ぜつの仕草に胸を貫つらぬかれる。

　未不嶺さん、と私は口のなかで呟つぶやいた。心に絶望感が押し寄せる。

　あの話はつまり──噓だったと？

　背後に並ぶ剣けん士しや祇ぎ官かんたちも皆、動どう揺ようしたように私から顔を背そむけた。

　どういうことなの？──なんで皆……、普ふ通つうにしているの？

　帰き鼓こ廷ていって今、回かい絽ろ廷ていに……俱く七な帝ていに力ずくで押さえつけられているんだよね？

　胸に広がる違い和わ感かんを懸けん命めいに打ち消し、納得できる答えを探す。そうだ、きっと九く支しさんたち上位の祇官が人ひと質じち状態なんだ。従わないと、彼らの身に危険が及およぶに違ちがいない。

「これは、憐あわれな」

　俱七帝が私の全身を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ、呟いた。心からの憐れん憫びんがこもっているような声こわ音ねに、かっと頰ほおが火ほ照てった。嘲あざ笑わらってくれたほうがよっぽどましだった。

　今の私は、長い時間歩かされたためにひどい有様だ。白い内衣の裾すそは乱れ、襟えりもずれてしまっている。腰こしに縄なわをまかれているせいで、歩いているうちに衣の合わせが崩くずれてしまったことが原因だ。なのに、羞しゆう恥ちと緊きん張ちようで汗あせをかき通しで、衣が肌はだにはり付いている。この寒さで、顔色もひどいだろう。

　さっき皆が顔を背けたのは、私の格好がひどかったからでもあるんじゃないか。

　仮にも帰鼓廷の女王だった高貴な者が罪人扱あつかいされ、底辺まで惨みじめに落ちたっていうような姿で現れる。貴人じゃなく平民だって、こんな姿を晒さらす機会はない。

　──俱七帝は、これで満足した？

　これ以上ない効果とインパクトを皆に与あたえただろう。緋ひ宮みやの権けん威いを失しつ墜ついさせた私の存在なんて帰鼓廷からすぐにでも抹まつ消しようしたいって思うくらい。

　俱七帝が一歩、こっちへ近づいた。未不嶺さんと朝火さんも静かに従う。

「迎むかえにあがったとき、逃にげずにいればこのような真似まねはせずにすんだのに」

　そう囁ささやいて、ふっくらした毛皮を自身の肩かたから取り、私にかけようとした。

　少しだけ、心が動きそうになった。見知らぬ人たちにならいくらでも虚きよ勢せいをはれる。でも朝火さんや未不嶺さん、それに顔を知っている祇官たちの前で、みすぼらしい格好を晒すのは堪たえ難がたいほどつらかった。早く、隠かくしたい……。

「──いらぬ」

　突とつ然ぜん、胡こ汀ていが叩たたき付けるようにそう言った。私に毛皮を羽織らせようとしていた俱く七な帝ていの手がとまる。

「おまえの衣など、緋宮に必要ない」

　──胡汀？

「むごいことを言う。清き娘むすめが罪人と変わらぬ姿で歩かされたというのに、いらぬと？」

「だからなんだ。俺の緋宮は、美しい。今、誰だれよりも美しい」

　私は、驚いて胡汀に顔を向けた。

「市中にて、一度も俯うつむかなかった。命いのち乞ごいの涙なみだも落とさなかった。何者にも屈しておらぬ」

　胡汀は檻かん車しやのなかから高らかに言う。怒いかりと、確信をこめて。

「力の有う無む、正せい邪じやの真しん偽ぎ、罪悪の行方ゆくえなど関係はない。いかなときであろうとも。心の高さが、女め神がみに相応ふさわしい。おのれの矜きよう持じを守ることは、我ら緋剣の矜持を守るに等しい。これこそ、我らが誇ほこる芳かんばしき女王だ」

　むしろ、胡汀の今の言葉に泣きそうになった。

「──護ご女じよの役目を捨てた裏切り者であっても、女神と呼べというのか？」

　朝火さんがふいに、憎にくしみの混ざった声で尋たずねた。

　それに、胡汀が即そく答とうする。

「当然だ。裏切り者かどうかなど、それはおまえ個人の判断にすぎない。女神の考えではない。咲さいても朽くちても花が花であるように、なにをなそうとも、どんな罪を犯おかそうとも、女神が女神である事実は揺るがない」

　朝火さんは瞳ひとみを鋭するどくさせ、不満そうに押し黙だまった。

「なるほど、忠義に厚いことだ。だが、そうは考えぬ緋剣もいる」

　俱七帝は意味ありげに言うと、丁てい寧ねいな手つきで私の縄をほどいた。そしてわざとのように私の肩に、毛皮を羽織らせる。振り払はらおうと身じろぎしたら、思いの外強い手で肩を摑つかまれた。

「国を危機に追い込む緋宮には従えぬと、正しい判断をくだす者もいる。そうだな、未み不ふ嶺ね？」

　呼ばれた未不嶺さんが大きく肩を揺らし、顔を上げた。

「やはり、犬とは賢かしこいものだ。まことの主あるじのもとに結局は戻ってくる」

　未不嶺さんと、再び視線が合った。私は思わず口を開いた。

　俱七帝の言葉を、未不嶺さん自身に否定してもらいたかった。そうしないと……ここになんのために来たのか、わからなくなる。

「もう、私の剣けんではない？」

「──緋宮」

　未不嶺さんが掠かすれた声で囁いた。心の苦痛を表す瞳。

「私は……、我ら蒸む槻きの者は、滸こ楽らくとなれ合うわけには……けだものを受け入れてしまえば、いずれ大きな災わざわいを呼ぶ。それは、神世のカタリで、証明されているから……緋宮、だから、今でもまだ、遅おそくはない。……過あやまちを、認めれば、そうすれば……」

　とぎれとぎれに混乱した口調で、未み不ふ嶺ねさんは言った。

　私は一度、強く瞼まぶたを閉とざした。

　未不嶺さん──あの髪は、自分で切った？　私を誘おびき寄せるための罠わなと知っていて、鷲見さんに差し出したの？

「種族が、違うだろう。けだものと人は、同じ地に住めない。緋宮、頼たのむから……わかってほしい」

　そうか、慎つつましい滸こ楽らくの暮らしを見て、白雨さんは純じゆん粋すいに好意を持ったけれど、未不嶺さんは逆に強い危機を覚えたんだ。心こころ惹ひかれるからこそ、排はい除じよしなきゃいけないって。

　だから結局、未不嶺さんは、俱く七な帝ていを選んだ。

　──待って、それだけ？　未不嶺さんは、俱七帝が隠しているなにかを知っているんだろうか？

　私は視線を彼から俱七帝に移した。

「知夏。あなたはまれびとであるがゆえに、蒸む槻きの因いん縁ねんがわからず滸楽への憐憫を素す直なおに抱いだいてしまったのだろう。けだものとの共存を願うなど罪深いことだが、それでもあなたの柔じゆう軟なんな考えには、私も感じ入るときとてある」

　皆の手前もあってか、俱七帝は寛かん容ような言葉を聞かせた。

　私は怪け訝げんに思い、無言で彼を見つめた。

　話の先を、どこに持っていきたいんだろう？

「前にもあなたに言ったと思うが。私は対立を望んでいるのではない」

「え……？」

「ただひとえに、陽ひ女め神がみたる者を求める男だ」

　どくんっと心臓が跳はねた。その言葉を、どこで聞いた？

　嫌いやだ、思い出したくない。身体からだが勝手に強張ってきた。

「あなたは歴代の緋宮のなかでも、とくに陽女神の力が華はな々ばなしいという。私が律を変えるゆえ、あなたは正せい妃ひになれ」

「あ……っ」

　あの時間だ。醜みにくい地じ獄ごくの時間の再来。私は後ずさりしそうになった。

　訝いぶかしむ未不嶺さんや朝火さん、背後の人々の気配が消えたように思われた。ただ、目に映るのはこの……けだもののごとく残ざん忍にんな、この。

「月神と陽女神の末まつ裔えいたる者の結びつきが、蒸槻の天地をひとつにする。我ら、日月の王ではないか。蒸槻の繁はん栄えいのために手を取り、血を繫つなぎ──けだものどもを駆く逐ちくするのだ」

　闇やみに落ちそうな意識が、ふっと浮ふ上じようした。

「けだものを、駆逐……」

「そうとも、知夏。これまで蒸む槻きは神々や妖あやかし、けだものなどという陰いんの存在に翻ほん弄ろうされすぎてきた。どこを見ても、贄にえと血の涙がある。そろそろすべて一いつ掃そうし、終わらせるべきでは？」

　俱く七な帝ていが熱心に言い、私の肩を引き寄せた。

　誰かによく似た、秀しゆう麗れいな容よう貌ぼう。けれども目の前の人に、悪あく魔まのような角はない。あれこそが、けだものの血をひくという証あかし。

　──本当に？

「人世に、異形の干かん渉しようを許してはいけない。生殺を決めるのも、神ではない。我らの歴は、我らの手で築いていくべきではないか」

「我らの……」

「そう、人の手で未来を築く」

　俱七帝が私の手を握にぎった。人の手で築く未来、という言葉がとても魅み力りよく的に響ひびく。それが正しい答えみたいに。手の熱さと、力強い訴うつたえに打ち負かされそうになった。私を見下ろす瞳の奥に、一いつ瞬しゆんの揺ゆらぎがなければ。胸に迫せまるほどの鮮あざやかな激情で巧こう妙みように隠された、なんらかの秘密。

　俱七帝と、滸こ楽らくの王の遠とお凪なぎさんが崖がけの手前で対たい峙じした場面が急に脳のう裏りをよぎった。

　なぜあのときの俱七帝はひどく狼狽うろたえていたのか。けだものの王と容貌が似通っていたのがショックだったんだろうけれど、それにしてはやけに恐おそれすぎていた気がする。

　胡こ汀ていがなんて言ってたっけ？　私自身も混乱していたから、すぐにはぱっと思い出せない。

「胡汀は、俱七帝を……司し義ぎさんを」

「知夏」

　俱七帝の瞳どう孔こうが、感情の乱れを示すように縮んだのが見えた。それがふいに、獣けものの双そう眸ぼうと重なった。

「司義さんを、けだも──」

　言葉の途と中ちゆうで、ぐっと左右の上じよう腕わんを摑まれた。踵かかとが浮うきそうになるくらいの乱暴な力だ。

　俱七帝は私の耳に唇くちびるを近づけた。

「どれほど私があなたに敬意を払って譲じよう歩ほをしているか、わからないのか？──女神とは名ばかりの無力な、薄うす汚ぎたない小こ娘むすめに！」

　鼓こ膜まくに、炎ほのおのような苛いら立だちの言葉が突つき刺ささる。

「架か々が裏りのほうがまだましだ。小こ煩うるさい虫けらめ、どこまで私を煩わずらわせる？」

　誰にも聞こえないように囁ささやかれる言葉は、きっと俱七帝の偽いつわらざる本音だろう。

「──俱七帝」

　私の腕うでを摑む手からふっと力を抜ぬき、俱七帝は人格が変わったように麗うるわしく微笑ほほえんだ。今度は皆みなにも聞こえるように、確信に満ちた声を出す。

「あなたは自身のためにも、私の手を取るべきだ。私はなにも、帰き鼓こ廷ていの役割を廃はいそうといっているのではない。勿もち論ろん祭事の類たぐいは必要だ。しかし神々のしきたりから解放されるべきではないか。赤子もいつかは親おや離ばなれする。人とて、いつまでも神の懐ふところにとどまってはいられない。そうだろう？」

「──神々の干渉を拒こばめば、俱く七な帝ていが隠かくしている『なにか』にとっても都合がいいの？」

「……知夏」

「架か々が裏りさんが言っていた。男王は、『祖の過ちを隠すことばかりに腐ふ心しんする』んだって」

　俱七帝の瞳ひとみに、どろりと淀よどんだ憎ぞう悪おが広がった。

「人の手で未来を……その言葉が本心なら、きっと私は迷った。でも違ちがう。俱七帝は、人の未来なんか見ていない。自分のことしか、見ていない」

「自身が今、どれほど危あやうい立場にいるのか、まことに気づいていないのか？　私の一言で、あなたは緋ひ宮みやの座から突き落とされるというのに」

「あなたの命令で、女め神がみの血は消えたりしない！」

　私は勇気を奮い起こし、叫さけんだ。

　胡こ汀ていが、私を緋宮と認めていてくれる。ここで強くならなきゃ、大切なものは取り戻せない。

「私が緋宮です。天てん祖そ陽ひ女め神がみの末裔です。女神は、人の王のいいなりにはならない！」

　俱七帝は唐とう突とつに、歪ゆがんだ笑えみを浮かべた。

　──なんだろう、嫌な予感がする。

「さて、それはどうだろう。あなたは優やさしき女神だからな」

　彼は、つと振ふり向き、誰だれかに向かって片手を上げた。

　背後に控ひかえている剣けん士したちかと思ったんだけれど、違うようだ。

「どうして塀へいの上に明かりが……？」

　大門とひと続きになっている堅けん固ごな高たか塀べいの上に、ぽつぽつと松明たいまつの火が浮かんだ。誰かがそこに立っている。

　帰鼓廷をぐるりと囲う高塀は二重に張り巡めぐらされていて、四よ隅すみは櫓やぐらのような構造になっている。とはいえ、大きな内乱なんて滅めつ多たに起こらない国だ。だからこれはほとんど利用されておらず、高塀の飾かざりという意味合いが強い。上部は一応、歩行可能な造りだ。神事のときに、そこに祭具を置くこともある。でも、なぜ今、高塀の上に人が立つんだろう。

　私は必死に目を凝こらした。

「……あれって、彦ひこ那なさん？」

　優美ななりの者が多い剣士のなかで、彦那さんは異色の人だ。大おお柄がらで、ホウキ頭。特とく徴ちよう的だから、シルエットだけでもすぐにわかる。……他ほかの人たちはちょっと、判別がつかない。

　一定の間かん隔かくを置いて、二人一組で高塀の上に立っているみたいだけれど、なにか様子がおかしかった。

「──吊つるす気か」

　胡こ汀ていが舌打ちまじりに吐はき捨てた。私は驚おどろきながら胡汀を見つめ、すぐに視線を高塀の上へと戻もどした。

　吊るすってまさか、彦那さんたちを？

　よく見ると、二人一組の彼らは、それぞれ異なる装しよう束ぞくをまとっていた。

　一人は回かい絽ろ廷てい剣士の装束で、もう一人は帰き鼓こ廷てい剣士。回絽廷の者が帰鼓廷の剣士の首に縄なわをかけ、その端はしを塀上部の突とつ起きに結んでいる。

「あなたの不用意な発言と誤った判断が、彼らを危機に追いやったのだ。不ふ憫びんとは思わないか？　あの剣士たちは、あなたの帰き還かんを心から待ちわびていた。滸こ楽らくと通じたという噂うわさにも耳を貸さぬ。あなたの言葉以外は信じぬと。その美しい義心に、泥どろをなすりつけたも同然だ」

「……だから、吊るすっていうの？　脅おどして従わせるんですか」

「いや、あなたはもはや、私の手をはね除のけた。おのれの過あやまちはおのれで償つぐなうべきだ」

「なら、どうして彼らまで犠ぎ牲せいにする必要があるの!?」

「あなたの身にはまだ、陽ひ女め神がみの力がある。渡わたしていただかねばならない」

　はっとした。陽女神の力を奪うばい取って、代だい替がわりをさせるつもりなのか。

「知夏、あなたは忠実なる剣士たちまで犠牲にして、国に背そむくつもりか？」

　心臓が絞しぼり上げられたような苦しい気持ちになる。

　彼に屈くつ服ぷくすれば、帰鼓廷を回絽廷に譲じよう渡とするのと変わらない。

　でも、抵てい抗こうすれば、目の前で彦那さんたちが死ぬ。

　どうしたらいいの！

「蒸む槻きの主あるじが、こんな卑ひ劣れつな方法……っ」

「私を卑劣な者にしているのがあなただと、なぜわからぬのか！」

　俱く七な帝ていは憤ふん慨がいの声で即そく座ざに切り返した。

「見よ、緋宮が滸楽と通じたせいで、蒸槻の界に風穴があいた！　なのに当の緋宮はおのれの犯おかした罪の重大さも理解せず、些さ事じにとらわれて我を張るばかり。なんのために我らが身を削けずって駆かけ回っていると？」

「あなたは、国のためにしているんじゃないよ！　事情を聞くこともしないで津つ杙ぐいの川に毒の花を流したね。私ともども滸楽たちを殺そうとした！」

「悠ゆう長ちように談だん笑しようしてから討とう伐ばつせよというのか？　そもそも、道理のわからぬ娘むすめとけだものなどにまともな話など通じまい」

　俱七帝は鼻白み、横を向いた。

「さあ、これがあなたに対する最後の情けだ。彼らを救いたくはないのか」

　架々裏さんのときのように、神力を渡せば彼らの命は助かるんだろう。

　けれど、問題がある。当時とまったく同じ問答だ。

「どうやって、陽ひ女め神がみの力を渡せっていうの？」

　睨にらむ私の顔を覗のぞき込み、俱く七な帝ていは感情の高ぶりをおさめてささやかに告げた。

「渡すと誓ちかうのだな？　あとのことはあなたが気を揉もむ必要はない。代替わりの儀ぎについては、九く支したちが知っている」

「……九支さんたちも、無事に解放してくれるの？」

　俱七帝はそれには答えず、作り物めいた笑みを見せた。

　ひとまず彼の言葉をのむべきなのか。それとも抗あらがったほうがいい？

　私は全身に力を入れ、皆を眺ながめ回した。朝火さんは先ほどから冷めた表情で成り行きを見守っている。未み不ふ嶺ねさんは呼吸も忘れた様子で私を窺うかがっていた。

　俱七帝に従う剣士や祇ぎ官かんたちも、石と化したかのように動かない。

　目の端に、ちらちらと揺ゆれる火。夜に溶とける白い吐と息いき。

　──本当に、どうすれば。

「──緋宮！　そこにおられるか!!」

　突とつ然ぜん、彦那さんの太い声が響ひびいた。不安も恐おそれもない口調だった。

「我らは剣けん、いかなるときであれ、緋宮のために果てるがなによりの栄えい誉よ！　我らの死に決して屈くつしてはならぬ!!」

「彦那さ──!?」

「伊織様とお幸せに!!」

　彦那さんは最後、ちょっとおかしそうに叫んだ。別れのような言葉に焦あせり、私はそっちへ無意識に足を踏ふみ出そうとした。

　その瞬しゆん間かん、彦那さんのシルエットが落下した。

「──え」

　高塀の上で、松明を掲かかげた人ひと影かげが慌あわてたように右往左往する。

　私は、闇やみに紛まぎれそうになっている彦那さんのシルエットを凝視した。変なの。まるで空中に浮うかんでいるみたいだ。

　いや、背中が高塀の側面にくっついているような──。

「緋宮!!　そちらを見るな!!」

　胡こ汀ていの怒ど鳴なり声が聞こえたけれど、私は視線を高塀から引き剝はがすことができなかった。

「未不嶺、朝火！　緋宮に見せるな!!」

　朝火さんは瞬まばたきもせず彦那さんのシルエットを見つめている。反応したのは未不嶺さんだ。胡汀の声に打たれたようにびくりとし、俱七帝の横──つまり私の正面に立った。自分の身体からだを壁かべがわりにして、視界を遮さえぎろうとする。

「未不嶺さん、よけて……。今、彦那さんが」

「緋宮」

　闇を見つめ続けていたせいか、目の奥がじんじんと痛くなってきた。疲ひ労ろうと寒さと空腹のせいで、頭の回転も鈍にぶい。もしかしたら幻げん覚かくを見てしまったのかもしれない。

　──彦那さんが飛び降りたなんて、そんなわけあるはずがない。

「緋ひ宮みや！……そうとも我ら、足あし枷かせになるくらいなら……っ」

　再びの決意の声が聞こえた。あの声は──フワユル髪かみの、穂ほ野のさんだ。

　途と端たん、身体中の細さい胞ぼうが目覚めたような凄すさまじい衝しよう動どうが生まれた。

「だめ!!　飛び降りないで！　お願いだから、飛び降りないで!!」

　考えるよりも早く、悲鳴のような懇こん願がんが口から迸ほとばしった。

「やめて、やめて!!　お願い！」

「──落とせ」

　私の叫さけびにかぶせるように、俱く七な帝ていが無情な命令を発した。

「未み不ふ嶺ね、よけなさい。護ご女じよは、私の寛かん容ようを踏みにじった愚おろかさと罪深さをおのれの目で見て、思い知るがいい」

「──!?」

「二度と楯たて突つく気にはなるまい」

　そんな──そんな!!

　ふらついた私の身体を、未不嶺さんがとっさに摑つかみ、支える。

「穂野さん……！」

　高塀の上にいる回かい絽ろ廷ていの剣士が、穂野さんたちを突つき落とそうとしていた。

　自分のなかのなにかが、ぼろぼろと脆もろく崩ほう壊かいしていくのがわかった。

　もう、だめ。これは私、耐たえられない。

　確かに緋宮として失格だ。目的や信念のために、目の前の誰だれかを切り捨てることができない。だって嫌いやだ、尊い犠牲なんて嫌だ。尊かろうが醜みにくかろうが、結局それは、明日から永遠に、会えなくなるってことじゃないか!!

　──戦いたい。そう思った。

　犠牲を出さないために、別の犠牲を出す。どうしようもなく矛む盾じゆんしていながらも、私のなかでは正しいことだった。

　陽ひ女め神がみの力が、腹部で燃えている。この力を外へと解放すれば、彼らを助けられるんじゃないか。

　でも、願っただけで叶かなうことなどなにもない。私ができるのはせいぜい隼はや鉄てつを変形させて弓をつくることぐらいだ。その隼鉄は、ここにない。

　陽女神の力ってなんなの？　どれほど神力があったって、肝かん心じんなときに操あやつることができないようじゃ意味ないよ!!

　今、なにができる。彼らを救うためには！　いっそ俱七帝の提案を受け入れてみたほうがいいのか。そうだ、王おう妃ひになれば回かい絽ろ廷ていに潜もぐり込むことだってできる。

　その身分も、権力のひとつだ。俱く七な帝ていに意見ができるんじゃ？

　一か八ばちかで、彼の前に膝ひざをつき、従ってみようとした。

　でもそれより早く、背後でなにかが落下する音がした。振ふり向くと同時に、赤い星ほし屑くずが散る──違ちがう、これは、炎ほのおの鳥の輝かがやきが散ったものだ。

「胡こ汀てい──？」

　木製の檻かん車しやのつなぎ目がなぜか勝手に外れ、がらがらと崩くずれ落ちていく。

「俺は、よく耐えたな？」

　胡汀は小さく笑い、優ゆう雅がに裾すそを払はらって、崩壊する檻車から降りた。彼の肩かたに、赤く燃える鳥がとまる。冷たく燃える瞳ひとみは今、銀色が強い。星ほし神がみの意識が強く出ている？

「非道な蒸む槻きの民たみどもめ、殲せん滅めつしてやる」

「こ、胡汀！」

　叫んだ瞬間、俱七帝に勢いよく引っ張られた。それから乱暴に、未み不ふ嶺ねさんに押し付けられる。

「誰を殲滅するという？　下がれ、おまえの求める娘は我らの手にあるぞ」

「──今も昔も変わらず、おまえは卑劣な真似まねが好きだな」

「……なんだと？」
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　一歩近づいた胡こ汀ていを阻はばむように、朝火さんが前に出た。その手から、すらりと剣けんを引き抜ぬく。護ご剣けん士しだけが握にぎる特とく殊しゆな破は魔まの剣。──緋宮を守るはずの剣。

「朝火、俺に剣を向けるのか？」

「忘れたか？──前に、夜や襲しゆうをかけにきてくれると言ったのに、いっかな訪おとずれてはくれなかったろう。命いのち懸がけで手合わせするのも悪くない」

　朝火さんは猛たけ々だけしい空気をまとい、確かめるように剣を一度、軽く払った。

「悪いが、おまえと斬きり合うつもりはない。俺の緋宮が泣く」

　絶句している私のほうに、朝火さんの視線が鋭するどく向かった。

「滸こ楽らくの誘ゆう惑わくに堕おちた女など！」

　──朝火さん。

　彼に手を伸のばしかけたときだった。

　ひゅっと、夜空に流星群が流れた。

　違う、あれは！

「──矢!?」

　どこから放たれたのか、空気を切り裂さく鋭えい利りな音とともに矢が宙を走る。そして、高たか塀べいに立っていた回かい絽ろ廷ていの剣士の肩を貫つらぬいた。うわわ、と穂野さんの慌てふためく声が聞こえた。

「やっと来たか。半神のくせに動きが遅おそい」

　胡汀は溜ため息いきを落とし、嫌そうに呟つぶやいた。

　半神。その人って。

「伊織だ！」

　振り向けば、帰き鼓こ廷ていの敷しき地ちから多少の距きよ離りを置いた場所に設けられている物見台の屋根や、木々の奥から、小こ柄がらな影かげがいくつも飛び出してくる。皆みな、獣けものの面をかぶっていたので、最初は滸楽たちが現れたのかと勘かん違ちがいした。

　でも、それにしては体つきが華きや奢しやだ。滸楽たちは概がいして大おお柄がらだったはず。

「──緋宮！　ご無事か！」

　彼らの後ろから、大きな弓をかかえた男性が現れ、声を張り上げた。

　私の緋ひ剣けんの一人であり、太古から強い繫つながりを持つ龍りゆう神じんの末まつ裔えいの伊織だった。

「伊……！」

　喜ぶ私を一睨にらみで黙だまらせて、胡汀はつんけんとした仕草で片手を腰こしに当てた。

「なぜもっと早く来ないのか。いっそ空でも飛んでこい。龍神どもも引き連れてこい」

「うるさい、そこらに潜ひそんでいた回絽廷の剣士どもの排はい除じよでこっちも忙いそがしかったんだ。おまえなんて暢のん気きに檻車に乗っていただけじゃないか」

　胡汀に叫び返すと伊織は、並の男性では引き絞しぼるのも難しいんじゃないかというようなその大弓をかまえ、俱く七な帝ていに狙ねらいを定めた。

「伊織！　蒸む槻きの帝みかどに矢を向けるのか！」

　未み不ふ嶺ねさんがとっさという動きで私を突き飛ばし、俱く七な帝ていの盾たてになった。地面に突っ伏ぷしそうになったところを、今度は冷ややかな目をした朝火さんに支えられる。

　未不嶺さんが選んだのは、やっぱり俱七帝なんだ。

　元々彼は、俱七帝のために緋剣の地位を望んだ人じゃないか。そう自分を宥なだめても、胸の痛みは簡単には消えなかった。

「血を流す前に、なぜ話をしようとしない！」

　俱七帝を庇かばいながら未不嶺さんが訴うつたえる。

「話？　なにを話せと？　そこの男王が、我らが女め神がみに無情な……くそっ、よくも花精のごとく可か憐れんな人にむごい仕打ちを……これが許せるか！　胡こ汀てい！　おまえ、そばにいながらなんという薄はく情じようを……、おまえもあとで仕置きだ！」

　伊織は私の格好を見て目を吊つり上げ、ちょっと怪あやしい言葉を交えつつ怒ど鳴なった。

　一方、私は感激と同時に高こう揚よう感かんを覚え、身体からだを震ふるわせていた。伊織、無事だったんだ！

　それで、犀さい鬼きの仲間を連れて助けにきてくれた。さっきの言葉から推測するに、木々の奥に潜せん伏ぷくさせていた回かい絽ろ廷ていの剣士たちを退治してくれたみたい。

　な、なんて有能な人なんだ。彼の活かつ躍やくで一気に形勢が逆転したんじゃないだろうか。

「私に矢を向けたのだ、斬ざん首しゆは免まぬかれないぞ」

　不利な状じよう況きようとは感じていないのか、俱七帝は慌あわてる様子もなく傲ごう然ぜんと言い放った。彼を守るように、回絽廷側の剣士が次々と駆かけ寄り、取り囲む。

「俺は緋ひ宮みやの剣だ。王だろうが神だろうが、主あるじを虐しいたげる者は、殺す。緋剣はそれが許される」

「その娘むすめはもはや、緋宮ではない！」

　私は大きく息を吸い込んだ。

　頑がん張ばろう、私も！　助けに来てくれた人たちに恥はじないように。

「いいえ、私が緋宮です。儀ぎ式しきをもって、崩れそうな陽よう都との界を復活させる！」

　私がこの蒸槻でできることといったら、ひとつだけだ。

　でもそのひとつは勝敗を決める切り札でもある。

「だから、緋宮が命じる！　九く支しさん奪だつ還かんと、それから帰き鼓こ廷ていに私を戻もどして！」

　無理やりにでも儀式を決行し、それが成功すれば、滸こ楽らくとの噂うわさの疑いがあろうとも利益第一な貴人たちはきっと態度を軟なん化かさせる。すると、もう回絽廷の好き勝手にはできなくなるはずだ。こういっちゃ身も蓋ふたもないけど、帰鼓廷と貴人って癒ゆ着ちやく、すごいんだから！　主に厄やく払ばらいの相談事方面で！

「門を通して！」

　大声で訴えたとき、伊織が笑えみを浮うかべ、俱七帝に容よう赦しやなく矢を放った。それを未不嶺さんが剣で弾はじく。だけど、大弓から放たれた矢の威い力りよくが凄すさまじかったのか、未不嶺さんは顔を歪ゆがめ、剣を手から滑すべり落とした。

　つかの間の、内乱が始まった。

「う、わっ、わあっ!?」

　突とつ然ぜん朝火さんが私を俵たわら担かつぎし、後退した。

「緋宮！　このっ……朝火め、おまえはまだおのれの恨うらみを捨てきれていないのか！」

　伊織がこっちに顔を向け、急いで追おうとするも、剣を拾った未み不ふ嶺ねさんに阻まれる。

「糞くそ餓が鬼きが！　俺の前に立ちふさがるなど百年早い！」

「伊織、おまえまでなぜ蒸む槻きを裏切るような真似まねをする！」

「俺は緋宮の剣だと言っただろうが！　おまえもだ！」

　伊織が怒ど声せいを上げると同時に、犀さい鬼きたちが俊しゆん敏びんな動きであちこちに散らばった。

　彼が引き連れていた者のなかには、こっそりと帰き鼓こ廷ていから抜け出していたらしい剣士たちもいる。

　我に返った様子の、俱く七な帝てい側の剣士と一いつ騎き打うち。武力面では活躍の場がない祇ぎ官かんらが、慌てふためきながら術を仕し掛かけようとしている。

　それに──。

「くけ」

　私は目を見張った。壁かべに吊り下がっていた彦那さんの身体がなぜか小刻みに揺ゆれている。壁からなにかがぬうっと腕うでを突つき出していて、彼の胴どうを支えていた。

　そんな離はなれ業わざを成し遂とげるのは、この子しかいない！

「や、椰や真まちゃあああん!!」

「無事、無事。だが、重い。椰真はもう限界……」

　マイ飛行機椰真ちゃんが密ひそかに壁かべ抜ぬけしつつ、塀へいから飛び降りた彦那さんの身体をうまいことキャッチしていたらしい。

　そっちに身軽な犀鬼の一人が駆け寄った。よ、よかった、マジよかったです彦那さん！

　私は朝火さんの肩かたの上で、足をばたばたさせた。

「下ろして！」

　朝火さんは舌打ちし、私を抱かかえ直した。そのとき。

「──おのれ！」

　罵ののしりとともに、朝火さんは私を乱暴に転がした。

　痛い、と叫さけぶ余よ裕ゆうはない。地面に潰つぶれた状態でなんとか顔だけを上げる。赤く燃える炎ほのおの鳥が、上空を旋せん回かいしていた。術を使おうとしていた祇官らを翻ほん弄ろうしているようだ。

　次に、目に映ったのは、二本の刃やいば。

「胡こ汀てい……、朝火さん！」

　二人の緋剣が、隼はや鉄てつの剣を交わらせ、睨み合っていた。

「俺は術のほうが得手だが、それでは呆あつ気けなくおまえを殺してしまう。刃でやってやろう」

「黙れ。滸こ楽らくを選ぶ者は皆、息の根を止めてやる」

　打ち付け合う銀の刃。あまりに速くて、割り込むことができない。下から、上から、乱れ打ちの勢いで刃は物ものがぶつかっている。

　一いち撃げき、一撃が容赦なく、ぞっとした。かすっただけでも、皮ひ膚ふから血が一気に噴ふき出しそうだった。剣けんの腕だけなら朝火さんが強い。だけどもそこに術が組み合わさった場合はどうか。

「──!?　おまえ……っ！」

「馬ば鹿か正直なことだ」

　刃だけで、という言葉をあっさり翻ひるがえし、胡こ汀ていはすばやく黒い羽根の鳥を召しよう喚かんして朝火さんを襲おそわせた。胡汀さんてば、悪だ！

　朝火さんはその黒い鳥を払はらいきれず、重心を崩くずして膝ひざをついた。黒い鳥は、勢いをつけるためか、ぐんっと翼を広げて滑かつ空くうする。

　一いつ瞬しゆんの猶ゆう予よがあると判断したのか、朝火さんは膝をついた状態のまま、剣を地面に突き立てた。

　術の強さは胡汀が上だ、でも大事なことを忘れていた。先代から緋剣の位にいる朝火さんのほうが当然、この隼はや鉄てつの剣の使い方に慣れている。

　彼の刀身に描えがかれていた花の模様が剝はがれ落ち、血のように地面に滴したたった。見る間に幾いく重えものこまかい触しよく手しゆに変わる。

　それは飛びかかってきた黒い鳥を鋭えい利りな太い針のごとく貫つらぬき、胡汀を狙った。

　胡汀が、宙を旋回していた炎の鳥を呼び戻し、その攻こう撃げきの盾とする。

　そのあいだに、朝火さんが地面から剣を引き抜ぬこうとする。胡汀が触手のほうに意識を向けている隙すきを狙い、斬きるつもりなんだとわかった。

「だめ」

　ようやくタイミングが訪おとずれた。

　剣の柄つかを摑つかんで立ち上がろうとする朝火さんの指の上に、私は自分の手を重ねた。

　ふっと朝火さんの全身から、満ちあふれていた怒いかりと荒あらぶる気が抜け落ちる。戸と惑まどいを乗せた眼まな差ざしに、私は首を振ふった。

「──緋宮」

「これを手にできるのは、緋宮の剣となる者だけです。あなたは、私の緋ひ剣けんだよ」

「俺は……！」

「私は、緋剣同士で戦えなんて一言も頼たのんでいません。やめて」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよを打ち消すように、朝火さんの目に再び怒りが戻る。

「裏切り者の女が、俺に命じるのか!!」

「そうだよ」

　朝火さんが手を振り払い、立ち上がりざま私の襟えりを荒っぽく摑んだ。

「平然と、よくも！」

「朝火さん……！　苦しい……っ」

　一気に邪じや悪あくな顔をして朝火さんを睨にらむ胡こ汀ていに、慌てて合図する。だ、大だい丈じよう夫ぶだから！

「浅ましい甘言で俺を操あやつるつもりか。ああ、まことに……一時でもおまえに夢を見た俺自身が許せぬわ！　こんな清らかな顔をして、けだものに跨またがりまぐわう真似をする。さあ、言え！　どこに触ふれられた、その箇か所しよの皮膚を剝いでやる。どこもかしこもと言うなら、すべて！」

　憎ぞう悪おに濁にごるその瞳ひとみを、必死に見つめ返した。どんなに酷ひどい行こう為いをされても怖こわくはない。ただ、これから言うことはまた朝火さんの心を傷つけるだろう。それが、胸を締しめ付ける。

「朝火さん、聞いて」

「信じたからこそ憎にくらしい。なぜ裏切った、蒸む槻きから受けた拒きよ絶ぜつがそんなに許せなかったのか、やまぬ冷れい罵ばに心を落としたのか。だが滸こ楽らくさえ選ばなければ、俺はいつまでも緋ひ宮みやのものだった！　おまえの命令なら、都を火だるまにせよという非道の命さえ嬉き々きと従ったろうに！」

　朝火さんは、乱暴に襟を摑んだまま私の身体からだを地面に押し倒たおした。それからほとんど乗り上げるような格好で顔を覗のぞき込む。

　朝火さんの怒りは、なんだか涙なみだのようだ。ふと、そう思った。

「──それなら！　今も従って!!」

　私は息を吸い込み、叫んだ。

　周囲では、剣けん士したちが命をかけて剣を交えている。刃の火花が散る音、地面を蹴ける音、鋭するどい掛かけ声。反はん響きようするように様々な音が溢あふれている。誰だれかが投げ捨てた松明たいまつの明かりがそばにあり、朝火さんの横顔を仄ほのかに照らしていた。激しい怒りで、獰どう猛もうな獣けもののように美しく輝かがやいている。その顎あごから、汗あせが滴り落ちそうだった。

「従えと。滸楽を憎むこの俺に、滸楽と通じたおまえにかしずけと。どれほど愚ぐ弄ろうを……っ」

「憎かろうが苦しかろうが、従いなさい!!」

　思わず怒ど鳴なりつけてしまった。朝火さんの瞳が大きく見開かれる。

　身体からだ中に、力が満ちていた。日本での穏おだやかな記き憶おく、ここへ来てからの苦難の記憶。それらが奔ほん流りゆうと化して脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

「この蒸槻が、私を選んだ！」

「緋──」

「否いや応おうなく、強ごう引いんに、私を選んだ!!」

　ぎゅっと喧けん嘩かを挑いどむように、朝火さんの襟を荒あら々あらしく摑み返す。

　ああ、これを、私はずっとずっと誰かに言いたかった。でもそれは、悔くやしさや憎さからじゃなくて。

「全部を捨てた！　大好きな人たちも家族も、のどかな毎日も！　それまで当たり前にそばにあった大事なもの、全部!!」

　朝火さんの顔が強こわ張ばった。

「でも、そんなの誰のせいでもない。望んで来た場所じゃないからって、ずっと卑ひ屈くつでなんかいたくない。それに、帰りたいって思う以上に、ここにいたいよ。だって、あなたたちがいるんだもん！　こういう私が、緋宮なの。諦あきらめて、腹を立てたり八つ当たりしながらでも、私の剣でいなさい。もう忘れたんですか、私の剣となった以上はあなた方に自由なんてあげないって言ったでしょう！　私に従うことを、疑っても迷ってもダメ！」

　無意識に離はなれようとする朝火さんを、襟を摑んでいる手でとめる。もう、「逃にがすものか！」っていう気持ちだった。

「私が滸こ楽らくのところで、なにを考えて、なにを悩なやんだのか、すべて聞いて。そのあとで、それでも私を許せないなら、殺せばいい！　だからまずは、私のもとに帰ってきなさい！」

　朝火さんの眼差しが大きく揺ゆれた。どこか怯おびえたように……狼ろう狽ばいしたように。

　ばっと勢いよく私から身を引き剝がし、片手で自分の額をおさえる。

「緋剣の命は、私のものです。緋剣も、緋宮を捨てちゃいけません！」

「やめ……」

　混乱した様子で朝火さんが後ずさりしたときだった。彼の腕うでを、横から俱く七な帝ていが摑んだ。朝火さんが全身を硬かたくし、はっと彼を見つめる。
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「愚おろか者め、なにを惑まどわされている」

「手を離して、その人はあなたの剣じゃない！」

　私は急いで身を起こそうとした。……んだけど、よろよろっぷりを晒さらしそうになり、焦あせってしまう。見かねたらしき胡こ汀ていがさっと支えてくれた。ご、ごめん。

「兵を連れて回かい絽ろ廷ていに戻もどってください。帰き鼓こ廷ていの主あるじは私です。ここで許可なく勝手な真似まねはしないで」

「──わかっておらぬ。もはやあなたの帰鼓廷ではない。新しん暦れきが始まるのだから」

「あなたがどう言おうと、私が緋宮です！」

　俱く七な帝ていと、正面から睨み合ったとき。

　大門の扉とびらが、ふいに音を立てて開かれた。

「……え？」

　なぜかその瞬しゆん間かん、背筋が寒くなった。夜の大気も沈ちん黙もくを選んだみたい。剣士たちまでがなにかを察したように殺気を消して、緩かん慢まんに動きをとめた。

　大門から、松明を抱かかえた剣士たちと、神かみ女めたちがしずしずと現れる。

　先頭には、身なりを整えた九く支しさんと数人の貴人。

　そして。

「──俱七帝。いつまで遊んでいらっしゃる？」

　鈴すずを転がしたような、かわいい声が響ひびいた。この殺さつ伐ばつとした景色には似合わない、華はなのある声だった。

　私はぼんやりと目を瞬まばたかせた。

　祇ぎ官かん長の九支さんや貴人よりも、雅みやびな衣ころもをまとった少女がいた。一ひと際きわ優美な薄うす紅べに色いろの羽根扇おおぎで顔を隠かくしている。その格好に既き視し感かんを覚えた。胸がひどく、ざわめく。

　まるで……私がいつもまとっていた緋宮の装しよう束ぞくのよう。

　彼女が、掲かかげていた羽根扇をきりきりと少しずつ閉とざす。まずは顎から見えた。薄うすく弧こを描えがく魅み惑わく的な赤い唇くちびる。やがて、大きな、意志の強そうな瞳が覗く。

「その娘むすめが、罪深き先代様であられるの？」

「あなたは……」

「なぁに？」

　少女が小首を傾かしげた。冬に咲さく、艶あでやかな真しん紅くの椿つばきを連想した。そういう美しさだった。

　腕にぞわっと鳥とり肌はだが立った。

　背格好が、私に似ている。年とし頃ごろも、髪かみの色も！　だけど顔立ちは、全然違ちがう。どこか色っぽくて、気高い。

　いや、容よう貌ぼうよりも……この神気。芳かんばしく咲き誇ほこり、心こころ奪うばうような強さ。

　蒸む槻きに戻る前、ぬまごえ様が奇き妙みようなことを言っていたはずだった。陽ひ女め神がみの血族の匂においがするって。この子が、まさか。

　彼女の左ひだり隣どなりにいる貴人に、ふと目が移った。

　見覚えがある。どこでだったか。

「確か……、磔はりつけにされたときに」

　記憶の断だん片ぺんが秩ちつ序じよなく、次々と蘇よみがえった。

　磔たつ刑けい。赤く燃える炎ほのお。処しよ刑けい場に咲いた鉄の花。架か々が裏りさんのまとっていた鮮あざやかな色の衣。翻ひるがえる扇おうぎ。

　そうだ──扇だ。

　緋ひ宮みやの抱える闇やみを知り、そこから抜ぬけ出すために王おう妃ひの地位を望んだ架々裏さん。でも、結局、俱く七な帝ていの口車に乗せられていただけだ。あの処刑場で、身み籠ごもってしまった彼女に救いの手を差さし伸べる貴人はいなかった。皆みな、後ろめたそうに顔を背そむけた。

　だけど一人だけ、雰ふん囲い気きの違う者がいた。冷ややかに架々裏さんを見下ろし、ひらりと扇で顔を隠した男性。

　まるで過去を再現したように、その男性が冷たい目で私を一いつ瞬しゆんとらえ、さっと扇を広げる。

　ああ、間ま違ちがいない、この人は俱七帝の協力者なんだ。

「陽ひ女め神がみの血を受け継つぐ女が、あなただけと思ったか？」

　茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす私を見下して、俱七帝が嘲あざけりまじりにそう言った。

「それに、あなたは勘かん違ちがいをしているようだな。私が帰き鼓こ廷ていを支配していると」

「え……？」

「九く支し、おまえの口から告げるべきではないか」

　私は怖こわ々ごわと、少女の右みぎ隣どなりに立つ祇ぎ官かん長の九支さんを見つめた。心臓の動きが今にも壊こわれそうなほど速くなっている。無言の胡こ汀ていが、まるでこれから私が受ける衝しよう撃げきに備えるかのように、腕を摑つかむ手に力を込めた。

「帰鼓廷は、知夏という娘を見限ったのだと。そうだろう？」

「──」

　うそ。

「あなたの帰き還かんを望んだのは、日ひ頃ごろから親しくしていた一ひと握にぎりの剣けん士しのみ。他ほかに、もはや、あなたを待つ者はおらぬ。それを憐あわれと思うて、私はあなたに寛かん容ようを見せ、手を差し伸べたのに。あなたは自ら、自分の首を絞しめたのだ」

　俱七帝の言葉は途と中ちゆうから耳に入らなくなった。

　私は懸けん命めいに九支さんを見つめた。

　噓うそだよね？

「な、軟なん禁きん、されてるって。だから、た、助けに……」

　急に歯の根が嚙かみ合わなくなる。寒さを思い出しただけだと信じたかった。

　だって、九く支しさんに見限られるってことは。

　帰き鼓こ廷てい全体に拒きよ絶ぜつされるのと、同じだ。

　──そんなはずない！　九支さんは、口では厳しいことを言いながらも、いつも支えてくれた。確かに信しん頼らいがあったもの!!

「九支さん」

「──無念なこと」

　九支さんは、ふっと息をつき、疲つかれた様子で視線を落とした。

　私は全身ががくがくしてきた。なにも聞きたくない。こんなの、ありえない。

　胡こ汀ていが小さく舌打ちする。へたり込んでしまいそうな私の腰こしに腕を回して、なんとか立たせてくれた。

「忠告したではないか。我ら神かん巫なぎが緋宮にかしずくは、蒸む槻きの地をお守りしてくれる貴き方ゆえと」

「く、九支さ……」

「国を危機に追いやる無力な護ご女じよはいらぬ」

　なんていうのか──頭に何度も何度も石の塊かたまりを叩たたき付けられたような気持ちだった。ぐちゃっと潰つぶれて、血が飛び散ってもおかしくない幻まぼろしの痛み。

　すっと身体からだから気力が抜け落ちる。一瞬、本当に意識も落ちたかもしれなかった。

　──捨てられた。

　切り捨てられたんだ。

　こぼれそうな感情を抑おさえるために、私は自分の胸に拳こぶしを当てた。

　追い討うちをかけるように、九支さんが口を開く。

「なれども、あめつちは未いまだあなたに未練があるのか、いや、あまりに今の歴の終わりが早すぎるゆえか。帰鼓廷にて代だい替がわりを乞こう儀ぎを行っても、あめつちは沈黙したままだ。本来、代替わりには緋宮が夢見をし、新たな後こう継けい者しやを探して、神花の種を渡わたすものだ。やはりあなたのご協力なくば、立ち行かぬらしい」

　それで、私をおびき出すのにちょうどいいから、回かい絽ろ廷ていに軟禁されているという噂うわさをあえて訂てい正せいしなかったの？

「この娘は、春日かすがという。──緋宮……まれびとたるあなたが現れねば、春日がおそらく女王の座に立っただろう。もっとも陽ひ女め神がみの力を強く示した娘だ」

　春日と紹しよう介かいされた少女が一歩、私に近づいた。目を細め、観察するように私の全身をつくづくと見み遣やる。私は呼吸をとめて春日さんを見つめ返した。彼女の視線は、見えない杭くいだ。私の全身をはりつけにする。

「先代様は、知夏、という御み名なであられるのね。……よき名だわ。赫かく然ぜんたるひめみこの音でいらっしゃる」

　春日さんは甘い微び笑しようを消し、昂こう然ぜんと背を伸ばした。大きなその瞳ひとみにほんのわずか、鋭するどい対たい抗こう心がよぎったのがわかった。

「なれども、罪深い」

「……え」

「ひめみこでありながら、怨おん敵てきたるけだもののもとへ下られたとか」

　さらり、と美しく袖そでを翻し、私を睨にらむ。

「蒸む槻きに仇あだなす娘を放置はできぬ。私はこの過あやまちをただすため、新たな歴を紡つむごう」

　春日さんはさらに一歩を踏ふみ出した。松明たいまつの明かりに浮うかぶその衣のひらめきは、まるで月下、風に花が散ったかという可か憐れんさだった。唐とう突とつに、のさらで聞いた胡こ汀ていの話を思い出してしまう。眼まな差ざしひとつ、花ひとつで星ほし神がみの心を奪うばった、光り輝かがやく女め神がみ。

　ずきん！　と胸に強い痛みが走った。

　──この春日という女の子は、陽ひ女め神がみの再来みたいだ。

　彼女の凜りん然ぜんとした姿に怯ひるみ、後ずさりしかけた。

　でも、胡汀が後ろにいて、私を支えている。いつもは勇気や安らぎをもたらしてくれる胡汀の体温が急に恐おそろしくなった。離はなれてしまったらどうしようっていう不安。

　また一歩。彼女の視線が、私から俱く七な帝ていへと移った。

「俱七帝は、神々や妖あやかしの干かん渉しようをよしとせぬ。人が築く、人の世。それを目指しておられる。この春日も、同じ思いです」

　断言し、次に春日さんはひらりと右手を朝火さんに差し向けた。白い、小さな手。蝶ちようのような愛らしさ。

「朝火。案じることはない。春日は滸こ楽らくを許さない。災さい厄やく呼びしけだものは根絶やしにすべき。共存など、とんでもない！」

　少女でありながら、少女の微笑じゃなかった。

　これは、女王の顔だ。

　──怖こわい！

　皆の気持ちが、ぐっと引き寄せられているのが手に取るようにわかる。なんていう吸引力だろう。彼女が言葉を紡ぐたびに圧あつ倒とうされ、恐きよう怖ふが増す。一枚ずつ衣ころもを引き剝はがされてるみたい。

　春日さんは続いて、左手を未み不ふ嶺ねさんに向けた。

「未不嶺。悩なやまずともよい。帰き鼓こ廷ていと回かい絽ろ廷ていで争うなど愚おろかなことです。我ら頂きに立つ者がいがみ合い、背を向けてしまえば、罪なき民たみが苦しむはめになる。日月の王は、国のために手を結ばねば」

　未不嶺さんが何度も忙せわしなく瞬まばたきをし、力なく私に顔を向けた。次に俱七帝、それから再び春日さんへ。揺ゆれ動く心を示すように。最後にもう一度、私を見つめた。なにかを訴うつたえるような悲痛な眼差しだった。

　──未み不ふ嶺ねさんも……春日さんが正しいって思ってる。

　春日さんは、羽根を閉とざすように両手をおろし、表情を冷たいものに変えた。

　彼女の視線が向かう先は、伊織だった。

「そもそも、神聖な護女の剣けんに、無む冠かんである犀さい鬼きの男などを選ぶのが誤りです。それに……元は貴人であったというが、遊女までもが緋ひ剣けんにいると聞く。帰き鼓こ廷ていの権けん威いを失しつ墜ついさせるも同然の愚ぐ挙きよだわ。これは、即そつ刻こく正さねば」

　争いに巻き込まれぬよう狡ずる賢がしこく後方に移動していた鷲見さんへも、彼女は批判的な表情を向けた。彼のところまで、この会話は聞こえているんだろうか。

　私のときとは正反対に、人々の心を次々と着実に摑つかんでいく少女。彼女を見ていると、どうしようもなく自分が惨みじめでたまらなくなる。罪人として市中を歩かされたことより、もっとつらい。胸がずたずたに切り裂さかれるほどの激しい劣れつ等とう感……そして嫉しつ妬とに、呼吸が乱れそうになる。

　だけど、私だってここまで這はいながらも頑がん張ばってきたじゃないか。

　自分で自分を見下せば、本当にだめになる。だから必死に顔を上げた。

「それに──胡こ汀てい」

　ぞくっとした。彼女の声に、今までとは違ちがう甘さがあったためだ。

　嫌いやだ……聞きたくない！

[image: ]

「春日は滸こ楽らくの者など決して愛さない。そう……陽ひ女め神がみは、星神の妻になるはずだったというカタリもある」

　──噓うそ。

　春日さんはまさか、星神の存在を知っている!?

「一度、あなたの顔を見てみようと、帰き鼓こ廷ていに忍しのんでいったことがある。でも残念ながら会えなかった。未み不ふ嶺ねに、不在と告げられてしまったの」

　私はめまぐるしく記き憶おくを漁あさった。

　いつかの夜、未不嶺さんに聞いた覚えがある。亭ていでお酒を飲んだときだ。胡こ汀ていを訪おとずれた女性がいる。貴人のように見えたけれど素す性じようは明かさなかったって。

　春日さんのことだったの？

　私は唾だ液えきを飲み込み、恐ろしさでいっぱいになりながら春日さんを凝ぎよう視しした。

　彼女は胡汀を見つめてはにかみ、心を捧ささぐかのように両手をふわりと差し出した。

「春日は、星神と結ばれたい」

　悲鳴を上げてしまいそうだった。そんな目で、胡汀を見たら嫌だ。切実にそう思う。できるのなら春日さんに駆かけ寄って、その瞳を両手で塞ふさぎたい。

「胡汀は、春日が思い描えがいていた通りの姿をしているわ。美しくて、力強い男神」

　振ふり返る勇気はなかった。胡汀が食い入るように彼女を見つめているのがわかる。緊きん張ちようした気配がこんなに伝わってくるんだもの。

「来て、胡汀」

　恥はじらいを含ふくんだ、恋こいする少女の声だった。

　ふいに、圧倒的というくらい目の前が暗くなった。心が粉々になった瞬しゆん間かんだった。

　──ああ、私、きっと……胡汀を失った。

　全部、失った。

　いや、最初から、なにも手に入れてなかったんだ。

　大事な家族も、友人も──故郷のすべてに背を向けて蒸む槻きを選んだのに。

　蒸槻の人たちは、私よりももっと優ゆう秀しゆうな者を望み、引き寄せた。

　じゃあ、私っていったいなんだったの？

　なんのために、ここにいるの？

　ずるっと腰こしが落ちた。私を支えてくれていたはずの胡汀の手は、動くのをやめたように固まっている。もう、助けてくれることはない手なんだろう。

　地面にへたり込んだ私に、春日さんが気高い女王の瞳ひとみを向けた。

「この春日が、新しん暦れきの護ご女じよとなる。──さあ、剣けん士したち。滸楽と通じ、蒸槻に背そむいた罪深き先代を捕とらえよ」

　私はぼんやりと地面を見つめた。本当に、全部失った。
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　その後、私は住み慣れた帰き鼓こ廷てい側ではなく、回かい絽ろ廷てい側に連行されることになった。

　これは俱く七な帝ていの決定だ。

「我らに異を立てる剣士たちは捕ほ縛ばく済み。しかし、未いまだ帰鼓廷は意志をひとつにしているとは言いがたい。こちらに恭きよう順じゆんを示している者であっても、あなたの姿を目にすれば、心を迷わせる恐れがある。あるいは偽いつわりの忠誠で我らを欺あざむいた者がいるかもしれない。反乱を防ぐためにも、あなたの身は回絽廷の地で預からせてもらう」

「……架か々が裏りさんを捕らえたときにも、そういう提案をしたの？」

　問いかけは無視され、新たに用意された檻かん車しやに乗せられた。さっきの檻車は、胡こ汀ていが術で壊こわしてしまったからだ。春日さんの頼たのみ──命令で、胡汀は捕縛されることなく帰鼓廷へ戻もどるという。他ほかの人たち……私に味方した伊織や犀さい鬼きのみんなは、帰鼓廷で裁きを受けるらしい。

　伊織たちは逃にげる素そ振ぶりを見せなかった。『緋ひ宮みや』の私を助けるっていう大義名分が覆くつがえされ、動どう揺ようしていたんだと思う。

　回絽廷の牢ろう獄ごくに収容されるのは、私だけだ。

　春日さんは伊織に対して批判的な姿勢を見せている。もしかするとひどい目に遭あうかもしれず、気が気じゃない。椰や真まちゃんがひっそりと助けた彦那さんの身も、心配だ。

　椰真ちゃんは彦那さん救出後、疲つかれたようにすうっと消えてしまった。一度、蒸む槻きの外に出たせいで、長時間動き回るのが難しいように見えた。

　俱七帝を先頭に、兵たちが回絽廷へと歩き出す。

　私は動き始めた檻車のなかから、こっちを見送っている九く支しさんたちに叫さけんだ。

「代だい替がわりの儀ぎに協力するから！　伊織たちを解放して！」

　緋宮の位をなくした私の言葉は、もう価値がないんだろうか。

　九支さんや朝火さん、それに春日さんの横に立つ胡汀……誰だれ一人として答えを返してくれなかった。

「……私が助けにくるよう命じたの！　皆みなは従っただけだから！」

　神かん巫なぎたちに取り押さえられている伊織が、遠ざかる私に向かって「緋宮！」と叫んだ。私は小さく手を振った。彼はそれ以上、なにも言えない様子だった。帰鼓廷全体が、私を見限るという展開になるとは思っていなかったんだろう。──それは私も同じだった。

「お願い！　お願いだから……」

　私は檻車の格こう子しを両手でぎゅっと摑み、項うな垂だれた。

　胡汀の顔は、最後までちゃんと見ることができなかった。

　──本当は少しだけ期待していた。胡汀は、私を見捨てないって。

　たとえ突とつ破ぱ不可能とわかっていても、俱く七な帝ていに剣けんを向け、私のそばにいることを選んでくれるんじゃないか。そんな甘い夢を描いてしまった。

　──都合のいい出来事なんて、ひとつも起こらない。

　春日さんたちの決定に対して一いつ切さいの抵てい抗こうを見せなかったってことが、答えなんだろう。

　末まつ裔えいってだけで、私は陽ひ女め神がみそのものじゃない。恋れん愛あい対象でもない。

　でも、あの春日さんは性格的にも容姿的にも、胡こ汀ていの理想に誰より近いんじゃないかな。

　きっぱりと滸こ楽らくと敵対することを宣言した、強くて愛らしい緋宮。『まれびと』には顔をしかめる蒸む槻きの人々も、彼女が女王だというならすんなり受け入れるだろう。

「私、これからどうしたら……」

　尻しり窄すぼみになる言葉同様、気力も失われていく。

　こつんと額を檻車の格子に押し付ける。司し狼ろうに引かれている檻車が、でこぼこした地面の上を通ったらしい。振しん動どうに合わせて、格子に当てた額を軸じくに頭がぐらぐらと揺ゆれた。

「神世の謎なぞを解いて、胡汀をめろめろにさせて、そうだ、白雨さんのことも護まもるんだって、考えたのに」

　なにひとつ手のひらに残っていない気がした。望みを叶かなえるどころか、ひたすら悪化の一いつ途とを辿たどっているような──。

　唐とう突とつに、こみ上げるものがあった。

「うっ……」

　ぐっと熱い塊かたまりが胸から喉のどへ移動し、呼吸を塞ぐ。声を上げて泣いてしまいそうだった。

　でも、ここでそんな真似まねをすると、自分が本当に惨みじめになったと認めるはめになる。

　格子の隙すき間まから、遠ざかる帰き鼓こ廷ていを必死に見み遣やる。粒つぶのように小さくなっていく人々。動いてくれる者はいない。私は爪つめがはがれそうになるほど格子を強く握にぎった。再び、強きよう烈れつに競せり上がってくる感情があった。

　──見捨てないで!!

　お願いだから、私を、いらないって言わないで!!

「胡汀……」

　呟つぶやきが、檻車の振動音にかき消される。

　私は叫ぶのを堪こらえるため、必死に格子に身体からだを押し付けて、膝ひざを抱かかえた。乱れた髪かみの一筋が顔にばさっとかかったけれど、それを払はらう力もなかった。

「──初めから私に従っておけば、あなたはこうまで落ちぶれずにすんだ」

　ふいに、呆あきれを含んだ冷たい言葉が聞こえた。

　動かした視線の先に、わざわざ檻車の隣となりに移動してきた俱七帝がいた。

　彼は、自身が騎き乗じようしている司狼の手た綱づなを軽く引き、私にぎりぎりまで近づけてから、じっと見下ろした。

「あなたはおかしな娘むすめだ。あの滸こ楽らくの者は受け入れるのに、なぜ私のことは拒こばむのか。──顔が似ているのなら、なおさら理由がわからない」

　最後の言葉は、声を低くしていた。

　悩なやめる様子を見て、不思議な気持ちがわいた。この人は本当に、理由がわかっていないんだろうか。

「人の天たる私が、けだもののなにに劣おとっていたという？」

　ここで、顔以外の全部、と言ったらその場で斬ざん首しゆになるかもしれない。いっそそれもいいんじゃないだろうか。また、さらし者になって苦痛を味わうくらいなら。

　斬首……斬首だって。普ふ通つうの女子高生だったのに、当たり前のように、斬首とか考えるなんて。いつからこうなったんだろう？

「……なにを笑っている？」

「私、もう、元の世界にも戻れないんだろうなあって」

「元の……？」

　俱く七な帝ていは私がまれびとである事実を、ふと思い出したという顔を見せた。それが心に響ひびいたのか、ほんのわずか、冷たい瞳に未練のような光が浮うかぶ。

「考えを改めるなら、緋宮の復権はならぬが、あなたを妃きさきの一人として手元に置いてもいい」

「それで私が、俱七帝の役に立てなかったら、いずれはあっさり殺すんでしょう？」

　俱七帝がゆっくりと瞬まばたいた。感情を窺うかがわせない狡こう猾かつな顔だ。

　知れば知るほど、遠とお凪なぎさんとは全然違ちがう。

　遠凪さんは残ざん忍にんな行いも平気でやっちゃいそうな魔ま王おう系の雰ふん囲い気きを持っているけれど、本当はそうじゃない。女性にはかなりたじたじだし、意外に短気だし、子どもからもお説教されちゃうし。表情……というか、内面が豊かなんだ。それに、相手を大事にする。だからまわりに皆が集まってきていた。

「滸楽の王があなたにかわってその地位を得ることはできても、あなたがその逆をするのは無理だよ」

「……まことに、あなたは愚おろかで、憎にくらしい」

　私の言葉に腹が立ったらしい。でもここで声を荒あららげるつもりはないみたい。俱七帝はひどく冷静に言うと、やや乱暴に手綱を摑つかみ、司狼を動かして先頭へ戻っていった。

　今、自分が崖がけっぷちの立場にいるのはよくわかっているけれど、俱七帝を選ぶことだけはできない。さっき妃の位につくかどうかを迷ったのは、権力でもって俱七帝を牽けん制せいできる可能性があると思ったから。でも、春日さんの存在を知って、それはもう無理なんだと悟さとった。

　私は深い溜ため息いきを落とす。

　どっと疲ひ労ろう感かんが押し寄せてきた。なにも考えたくない。考えなければ、苦しむこともない。

　目を閉じて、さらにぎゅっと膝を抱える。

　瞼まぶたの裏に広がる闇やみは、星空のようだった。いや、雪夜のよう。この蒸む槻きに来てから何度も思い出す、日本での最後の夜。もしも今あの夜に繫つながる扉とびらが開いたら。私は飛び込むだろうか。

　目を凝こらすようにして雪夜に似た闇を見つめているうちに、少し眠ねむってしまったらしかった。

　回かい絽ろ廷ていの剣けん士しに叩たたき起こされ、檻車から出される。正門ではなく、裏門を通ってきたみたいだった。こちらの廷てい内ないでさらし者にしなかったのは、『まれびと』への未練なのかもしれない。

　てっきり牢獄に入れられるんだろうと思ったら、違った。押し込まれた場所は、俱く七な帝ていの宮がある区画。その庭園の隅すみにひっそりと建てられている、炎ほのお型の窓が見事な六角形の小屋だった。壁かべを取り付けた亭ていという雰囲気だ。どうも俱七帝専用の廟びようらしい。

　内部は案外小こ綺ぎ麗れいで、円座や毛布、その他、寝ね泊とまりするのに必要な最低限の調度品が置かれていた。炭す櫃びつらしきものもあるので、寒さの心配はせずにすみそうだ。

「帰き鼓こ廷ていの場が整い次し第だい、儀を行う。それまで、あなたはここにいなさい」

　俱七帝はそう言うと、私を小屋に閉じ込め、外側から貫かん木ぬきをはめた。

　しばらく経たったあとで、そっと窓を確かめる。換かん気きのために、両開き式の扉がついているけれど、木造りの細かな格子がはまっているので脱だつ出しゆつは不可能だ。これを叩き壊こわすあいだに、物音を聞きつけて兵が駆かけ寄ってくるだろう。

　窓から外をうかがうと案の定、見張りの剣士が数人、立っている。

　私は円座を引っ張り出し、その上に力なく横たわった。

　なにもする気が起きなかった。ここで抗あらがって、どうなるっていうんだろう。

「落ち込んでる場合じゃない……」

　お腹なかを抱え込むようにして身体を丸める。

　ふいに、滸こ楽らくの郷さとから逃にげ出したときの白雨さんの声が蘇よみがえった。緋ひ宮みや、しっかり！

「しっかりしないと」

　そうだよ、ここに来たばかりの頃ころだって、皆に白い目で見られていたじゃないか。

　諦あきらめないでそこから少しずつ前進し、信しん頼らいを積み上げてきたはず。

　安否がわからない人もいる。早く捜さがしにいかないと。

「でも──もう少しだけ、こうしてから」

　私は両手で耳を塞ふさいだ。白雨さんの、しっかり！　という声が闇の奥へと遠ざかった。
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　滸楽の居場所を聞き出すため、もしかしたら拷ごう問もんされるかもしれない。あるいは、代だい替がわりに協力すると確実に約束させられるかも──そう考えて戦せん々せん恐きよう々きようとしていたけれど、そこからなにもなく半日が過ぎ、夕刻が訪おとずれても、獄ごく吏りが姿を見せることはなかった。

　新しい朝が来る頃には、恐きよう怖ふよりも戸と惑まどいのほうが強くなっていた。

「どういうつもりなんだろう……？」

　俱く七な帝ていも会いにくるわけじゃないし。

　私は首を捻ひねった。小屋の外には勿もち論ろん一歩も出してもらえない。窓を開けても、見えるのは冬の樹木だけで、俱七帝の住む宮の構造がどうなっているのかはよくわからない。

　食事は、二度。朝と夕、剣士が運びにくる。それと、身体を清められるようにっていう俱七帝の配はい慮りよなのか、水みず桶おけも用意してもらえる。あとは基本、放置だ。

　また一日が過ぎ、緊きん張ちよう感かんを保っていられなくなった。

　私はこのあいだ、色々なことをぼんやりと考えた。大切な家族や友達の顔。ご飯を一いつ緒しよに食べた剣士。帰き鼓こ廷ていで仲良くしてくれた神かみ女め。ああ、彼女たちが危険な目に遭あっていなければいいけれど。

　夜通しおしゃべりをしたっけ。その楽しい光景を思い出し、笑えみが漏もれた。でもすぐに、心に灯ともった明かりは吹ふき消される。

　もしかして、こんな静かな場所に監かん禁きんしたのは、私から抗う気力を全部削そぎ落とそうっていう俱七帝の作戦？

　自分が孤こ立りつしているっていう事実をひしひしと痛感し、たまらなかった。

「白雨さん、お願い。もう一回私に、しっかり！　って言って……」

　誰だれでもいいから、声を聞かせてほしい。

　祈いのりが届いたのか──三日目の深夜に、異変は起きた。

　私は毛布に包くるまり、窓を開けっぱなしにしたまま壁に寄りかかって、うとうとしていた。寒さなんて気にならなかった。月を見るのだけが、唯ゆい一いつの慰なぐさめだったから。

　この世界の月はとても大きくて怖こわいくらいだったけれど、初めてありがたく感じた。月光は、心に溜たまった怨うらみや焦あせりをさらさらと清めてくれたんだ。

　眠りの霞かすみに覆おおわれた意識が、なぜかふいに浮ふ上じようした。

　かたん、という小さな音。貫木が外された？

　恐おそれと緊きん張ちようで、一気に目が覚めた。花か蠟ろうはもう消している。すぐには闇に目が慣れず、自分の心臓の音だけが、太たい鼓このように激しく響いていた。

　自分の立場を思い出す。いつ処しよ刑けいされてもおかしくない。いや、滸こ楽らくと通じた元緋宮を恨うらみ、侵しん入にゆう者が闇やみ討うちにきたのかも──。

「……誰？」

　私は両手で毛布をかき合わせながら、尋たずねた。ゆっくりと小屋の扉が開く。

　そこから差し込む青白い月の光。恐怖がいよいよ増し、喉のどの奥が干ひ上あがった。

「誰なの!?」

　大声を上げたつもりだった。けれど、実際には掠かすれた声しか出せない。

　黒衣を頭からすっぽりかぶった不ふ審しん者が月の光をまとって入ってくる。

　私は後ずさりしようとして、すでに壁かべ際ぎわにいる状態だったのを思い出した。どくどくと血が身体からだのなかを激しく巡めぐっていた。

　その黒い影かげは、太古の昔に味わった地じ獄ごくの時間を鮮あざやかに蘇らせた。

　忍しのび寄る黒い影。獣けものの荒い息づかい。ぎらぎら光る瞳ひとみ。

「……来ないで」

　誰なの？　俱く七な帝てい？　それとも穢けがれ主ぬし？

「やめて」

　呼吸が乱れ、歯ががちがちと鳴った。手足に力が入らず、逃げ回ることもできない。

　毛布に包まったまま必死に自分の膝ひざを抱かかえ、俯うつむいたとき、髪かみからぽろりと小さな簪かんざしが落ちた。

　私はそれを慌あわてて拾った。武器の代わりになる。

　──しっかり！

　抵てい抗こうもせず、いいように嬲なぶり殺されるなんて嫌いやだ！

　ナイフでも持っているかのように、両手で簪を握にぎり締しめたときだった。

「阿あ呆ほ鳥どりめ」

　毛布越ごしに、ぽんぽんと頭を軽く叩かれた。

「……え」

　今の……幻げん聴ちよう？

　とても現実とは思えず、すぐには顔を上げられなかった。毛布のなかで息をひそめ、身を強こわ張ばらせる。そのうち無造作な手が伸のびてきて、私の顎あごをすくった。

「助けにくるのが遅おそくなった。許せ」

　到とう底てい謝っているとは思えないふてぶてしい声こわ音ねに、私は目を見開いた。

「あ……っ」

　噓うそ、どうして。

「おまえ、なんだその、ぼろぼろの表情は。毛け艶づやも落ちているじゃないか」

「毛艶って……──ええ!?」

「うるさい。叫さけぶな、人が来るだろうが」

　偽にせ者もののはずがない。この暴君的な態度！

「胡こ汀てい!?」

「ばか。幽ゆう鬼きでも見たような目をして」

　頭から黒衣をずらして、不審者は顔をあらわにした。

　私は動きをとめて、その人を凝ぎよう視しした。

　本当に胡汀だった。夜の色を受けて暗く輝かがやく神秘的な瞳。きりっとした滑なめらかな頰ほおにかかる、伸びかけの髪。

「どうして……どうして？」

「なにが、どうしてなんだ？」

　胡こ汀ていは小さく苦く笑しようしながら、私の目を覗のぞき込んだ。

　こんなの、信じられない。どうしても夢を見ているとしか思えず、胡汀から距きよ離りを取ろうとした。ごつっと後頭部が壁かべにあたる。だけど痛みを気にする余よ裕ゆうもない。

「だって胡汀がここに来るはずが……」

「ここ以外に、どこへ行けと？」

「どこって、それは」

　口ごもると、胡汀は尊大ながらも美しい微び笑しようを作った。つい見み惚とれてしまう。そんな私をじっくり眺ながめ、ちょっと満足そうな顔をする。

「おまえ、俺が他ほかの女のもとに忍んでいいのか」

「だっ……！」

　だめ、と言おうとして、とめる資格が自分にあるのか考え、意い気き消しよう沈ちんしてしまった。するとその態度が気に食わなかったのか、胡汀は途と端たんに渋しぶい顔をした。

　私の顎を摑つかんだまま、自分のほうに軽く引き寄せる。

「いいのか、だめなのか？」

　べしゃりと突つっ伏ぷしそうになるのを堪こらえるため、床ゆかに手をつく。た、体勢がきつい。

「だ、だめ……」

　私は混乱のあまり泣きそうになりながらも、なんとか答えた。ふ、と胡汀が微笑ほほえむ。なにこの、素す直なおに嬉うれしそうな笑い方。くそう、暴君のくせにかわいいとか思ったじゃないか！

「早くそう言えばいいものを。阿呆鳥のくせになんて意固地な」

　胡汀さん、相変わらず私に対して容よう赦しやない口ぶりなんですが。

「でも、胡汀、どうして……春日さんは……？」

　ああもう、理性が嵐あらしに吹き飛ばされてる！

「春日？　ああ、あの娘むすめがなんだというのか」

「次代で、本物の陽ひ女め神がみの末まつ裔えいでしょう!?」

　私の声が高かったからか、胡汀が眉まゆを寄せ、片手で乱暴に口を塞ふさいできた。慌ててその手をずらし、胡汀を見つめる。

「叫ぶな。……末裔が、なんだという？　陽女神の血を継つぐ者なら、探せば他にもいるだろう」

「そうだけど、でも春日さんは」

「おかしな鳥だな。なぜあの娘にこだわる？」

「……胡汀が、惹ひかれていたから！」

「俺が？　まさか。おまえ以外になぜ惹かれなければならない？」

「え」

　思わぬ衝しよう撃げき発言に私は硬こう直ちよくした。胡汀は自分がなにを言ったのか気づいていない様子で、嫌そうに先を続けた。

「また蒸む槻きの帝みかども次々と愚おろかな策を練るものだと呆あきれていただけだ」

「で、でも、あの子は……星ほし神がみ様と結ばれたいって」

　なぜか胡こ汀ていは腹を立てたような、冷えきった目で私を睨にらむ。

「──『私』を恋こいに落とすのはおまえだろう？　それに、帝ごときがおまえを調教できるとでも？　知夏、おまえは自分の阿呆鳥加減を侮あなどっているのではないか？」

　私は啞あ然ぜんとした。

「俺が一ひと目め惚ぼれでもして、あの娘にひれ伏ふしたと思っているのか。俺を信じぬとは、なんたる傲ごう慢まん。俺がおまえを信じずとも、おまえは俺を信じるべきだろうに」

「わあ……、もうほんと胡汀さん最強暴君……」

「九く支したちがまことに心変わりをしたのかも知りたかったしな。それに、春日という娘がどういった立場なのかも。……おまえが帰き鼓こ廷ていではなく回かい絽ろ廷てい側に囚とらわれるだろうことは容易に察せられた。それなら、俺にはおまえを助け出す方法がある。ひとまず抵抗をやめ、探さぐろうとしただけだ。あの娘は帝らに仕込まれているだけの、傀かい儡らいに過ぎぬ」

「傀儡……？」

「ああ。あと、伊織たちも囚われただろう？　だが帰鼓廷内を捜しても見当たらなかった。もしかすると、あいつらもこの回絽廷に連行されたのではないかと思ったが、違ちがうのか。いや、それよりも気にかかるのは、九支の──」

「伊織が行方ゆくえ不明!?──ま、待って！　そうだよ、胡汀も早く逃にげて！　ここは回絽廷だよ、もし見つかったら！」

　やっと理性が戻もどってきた。私を脱だつ出しゆつさせようとしたせいで胡汀までが処しよ刑けいされたら、その場で呼吸がとまるかもしれない。

　それに、この小屋の前には見張り番がいたはずだ。どうなっているの？

　焦あせりながら、胡汀の両りよう腕うでを摑んだときだった。

「──そう、話はあとに。早く出なさい」

　開きっぱなしの扉とびらのほうから、第三者の低い声が聞こえ、私は飛び上がりそうになった。

　聞き覚えのない男性の声。──なのに、どうしてか心地ここちいいような。

　胡汀が静かな顔をそちらに向け、小さく息をついて立ち上がった。狼狽うろたえている私に、手を差し出す。それを強く摑み、胡汀に続いて小屋を出た。

「……誰だれですか？」

　小屋のそばに、見張り番の姿はなかった。

　そのかわり、身なりのよい貴人が従者を二人従えて立っている。

「誰？」

　冷えた冬の夜気は、静せい寂じやくだけを伝える。

　彼はゆっくりと、顔を隠かくしていた扇おうぎを下げた。

　袖そでのこすれるわずかな音が、やけに耳についた。

「……？」

　月明かりの下に佇たたずむその人は、私の父親よりももっと年上に見える大人の男性だった。長身で、すらりとしている。学者風の静かな雰ふん囲い気きなのに、その鋭するどい眼まな差ざしが外見を裏切っている。

　ちょっとどきりとした。随ずい分ぶん年上だけど格好いい。そう思ってしまう。

「胡汀、この人は……」

「知らなくていい」

　きつい言葉を放つ胡汀に、その男性が唇くちびるだけで笑った。それだけの仕草なのに、目のやり場に困るような色っぽさがあった。

　──本当に、誰！

　男性はゆるりと歩み寄り、威い嚇かくし続けている胡汀の肩かたを扇の先でぽんと軽く叩たたいた。胡汀が、かっとした様子で扇を摑む。

　数秒の睨み合い。この荒あら々あらしい胡汀の視線をものともせず、男性は面おも白しろがっている。それが胡汀にもわかったのか、舌打ちとともに扇から手を離はなした。男性は、喉のどの奥で笑った。

「昔と変わらず、つれない息子むすこだ」

「──うるさい！」

　胡汀は小声で、でも激しく拒きよ絶ぜつした。

　……って、今、なんて言った？

「──え？　え!?　むっ……」

　息子!?　息子って誰が、誰の!?

　思わず指をさして叫さけびそうになった私の口を、我に返った胡汀が慌あわてて塞いだ。

「先ほどから、叫ぶなと言っているだろうに」

　もがもがしながら胡汀を見上げる。でも、息子って!!　頭が現実に追いつかない！

　男性が、閉じた扇をまた優ゆう雅がに開く。

「さて。私の手助けはここまでだ。あとは自力で切り抜ぬけなさい。おまえが捕とらえられても、もはや私は手を貸さぬ」

「わかっている」

「これで、昔の怨うらみは水に流せ」

　昔の怨み──。

　この人……本当に胡汀の、父親!?

　激流のように記き憶おくが蘇よみがえった。胡汀のお母さんを川流しにした人。そのあいだ、胡汀は倉に閉じ込められていた。

　この人が、そんなむごい真似まねをした。

「それにしても──まさかおまえが私に頼たのみ事をするとは。雲くも乃のが贄にえとされて以来、決して私と口を利きこうとはしなかったというのに」

　苦く笑しようするその人……父親に向かって、胡こ汀ていがまたも舌打ちした。

　そうか、胡汀の父親は貴人だ。そのツテを頼たよってここに忍しのび込むことができたんだ！

「よほど大事な娘か。ああ、緋ひ宮みや様であらせられたな」

　父親の視線が、放心する私に向かった。

「ふうん？……思っていたよりもどうということのない、ちっぽけな娘だな？」

「くそう、親子揃そろって暴君……というか、どうして、川……っ」

　なぜ胡汀のお母さんを川流しにしたのか尋たずねかけ、我に返った。

　私が軽々しく尋ねていい話じゃない。

　でも胡汀は、私がなにを言おうとしていたのか、わかってしまったらしかった。

「そんな理由など。この男が俺の母親に飽あいたからに決まっている。……さあ、見張りが戻ってくる前に、ここを出るぞ」

　胡汀はそう吐はき捨てると、私の腕うでをやや乱暴に摑つかみ、歩き出した。

　小屋のそばにいた者とは異なる護衛兵の集団が、木々の裏に造られている低い石いし塀べいの入り口から姿を見せた。定期的に見回りにきている者たちだろう。

　──ま、まずい！

「おや、参ったな」

　胡汀の父親は、さして困った素そ振ぶりを見せず、呟つぶやいた。

　機き敏びんに動いたのは、彼の従者二人だ。剣けんを抜いた護衛兵たちに飛びかかり、次々と気絶させる。でも一人だけ取りのがしてしまった。その人が、首に下げていた笛を吹ふこうとする。

「煩わずらわしいことだ」

　胡汀そっくりの不ふ遜そんな言葉が聞こえた。啞然とそっちを見ると、胡汀の父親は扇を的確に投げ、護衛兵の笛にぶつけた。

「あ──！」

　さっきまでの雅みやびな貴人の姿を脱ぎ捨てたような俊しゆん敏びんさで、胡汀の父親は護衛兵へと近づき、なにかを腰こしから引き抜いた。月明かりにきらっとそのなにかが一いつ瞬しゆん、光る。

　胡汀が思わずのように一歩、そっちへ足を向けた。

「待てっ、殺しては──！」

　刃は物ものが肉を貫つらぬく音。護衛兵が目を見開いたままがくりとその場に崩くずれ落ちる。

「甘いぞ、息子」

　胡汀の父親は笑いながら振ふり向いた。片手には血まみれの小刀。

「躊躇ためらってどうする？　怖おじ気づいて、どうする？」

「──違う！　ここで殺してはあんたまで……っ」

　胡こ汀ていはそう言いかけ、悔くやしげに口を閉とざした。自分に腹を立てているように見えた。

「だから、甘いと。きれいな手でなにを摑める。花でも摘つむか？　いや野花だとて毒くらいは持っていような。望みのために手を汚よごすことを誇ほこれ。私を利用すると決めたのなら、迷うな」

　もう手を貸さないって言っていたのに、胡汀のために血を流した。

「私の息子がこれほど軟なん弱じやくとは、つまらぬな。雲乃とともに沈しずめるべきだったか」

「……うるさいっ……！」

　胡汀が怒いかりを放ち、その勢いで私の腕を引っ張った。

「こ、胡汀っ！」

「来い！　向こうの木の上に着き替がえを隠しておいた。宮人に扮ふんして、ここから出るんだ」

「でも！」

　父親を置いていっていいのかと、振り向こうとした瞬しゆん間かん。

「──雲乃を愛していた」

　胡汀が足をとめた。私も立ち止まり、そう囁ささやいた人の顔を見つめた。

　青い光を放つ大きな月の真下、袖で顔を隠した胡汀の父親は、どこかこの世のものではないような雰囲気をまとっていた。

「心より愛した。あれ以上に私をおかしくした女はいない。私が他ほかの女をすべて捨てると恐おそれ、妻たちが雲乃を殺そうと。──それは、なるものか。だから界の贄とした。私が逝ゆくまで転生もさせぬ。雲乃の魂たましいは、川の底。いつでも覗のぞき込めるだろう？　水に触ふれれば、なんと心地よい憎にくしみが伝わるものなのか。惚ほれ惚ぼれせずにはいられぬわ。いざ、待て。おまえにようやく、父らしき真似ができた。私は晴れて、川にゆける」

「──おまえ」

　父親は、心底嬉うれしそうに笑っていた。胡汀の身がわずかに震ふるえた。慌てて見上げると、胡汀は一度、子どものように顔を歪ゆがめた。

　もっと憎しみがわいたのか。それとも。

　──胡汀も初めてこの話を聞いた？　雲乃って、胡汀のお母さんの名前だよね？

　すごく歪いびつな愛情だ。でもそこまで雲乃さんに情熱を傾かたむけている。

「さあ、去れ。息子」

　突つき放すような父親の声こわ音ねに押され、胡汀は足を動かした。だけど一瞬、よろめく。私は慌てて胡汀の腕を摑み、支えた。胡汀が深く息を吐き、私の手をしっかりと握にぎり締しめて、歩き出した。

　もう一度、胡汀の父親の顔を見たかったけれど、それはできなかった。胡汀が早足で小屋の裏手に延びている石塀に向かったからだ。

　胡汀の父親も、追ってこようとしなかった。なにか伝えないと。だってこのままだときっと胡汀の父親は犠ぎ牲せいになるんじゃ──。

　それを望んでいるのだとしても。

「こ、胡こ汀ていを私に、くださいっ」

　頭が真っ白になった。なにを言ってる私ー!?

「幸せにしますから！」

「……知夏」

　愕がく然ぜんとする胡汀を無視して立ち止まり、振り向こうとした瞬間。くすりと、甘い笑い声。

「息子むすこを、あげる」

　ぶわっと顔が熱くなった。胡汀がいきり立ったように荒々しく私を引っ張り、早足で突き進む。楽しそうな笑い声が背中で響ひびいていた。

　背せ丈たけほどの高さのある石塀の手前まで到とう着ちやくしたあと、胡汀は有う無むを言わせぬ動きで私の身をその上部に押し上げた。自分も身軽に上がってくる。

「胡汀、お父さんは……！」

「いい。あいつがどうなろうと」

「でも」

　言いかける私の腰を摑み、石塀の反対側へ飛び降りる。この石塀は俱く七な帝ていの住居の区切りだ。

「もういいんだ」

　胡汀は、抱かかえていた私から手を離はなし、きちんと立たせたあとで、ようやくのろのろと振り向いた。石塀の向こうにいる父親へ。

「縁えんを切った父親だ。いつか俺の手で殺そうと思っていた。それをあいつも知っている。だから、もういい」

「でも、ここで置いていったら」

　二度と会えなくなる。その言葉が伝わったらしく、胡汀は優やさしく微笑ほほえんだ。

「馬ば鹿かな父親だ。なんてろくでもない理由で母を殺し、息子の心を引き裂さいたのか。憎んでいるのを知っているくせに、最後まで俺を息子呼ばわりする」

「胡汀」

　私はとっさに胡汀にぎゅっと抱だきついた。

　──胡汀だって、『父親』って言ってるよ。

　許せないけれど……『父親』なんだよね？

　きっとその気持ちが、今の胡汀の精せい一いつ杯ぱいなんだ。

「俺は、絶対に妻を複数持たぬ。身内同士の殺し合いなど起こさないぞ」

　胡汀は両手で私の頰ほおを包んだあと、神しん妙みようにそんな誓ちかいをした。吐と息いきをひとつ落とし、表情を引き締めて周囲を窺うかがいながら歩き出す。

「さあ、急がねば。入るよりも、出るほうが難しい」

「……うん。どうやって脱だつ出しゆつするの？」

「あいつが偽にせの証あか石いしを用意した。それを使って門を通る。……先に着替えをすませないと」

　証石とは、貨か幣へいに似た平たい石板の保険証のようなもの。

　帰き鼓こ廷ていの専売特許かと思っていたら、回かい絽ろ廷ていでも使っているらしい。

　でも胡こ汀ていに見せてもらった証石は帰鼓廷製のとは少し違ちがっていた。

「向こうへ」

　回絽廷独自の祝しゆく宴えんなんかで利用される妓ぎ楼ろう区画のほうへと進む。回絽廷の構造は、帰鼓廷とよく似ている。道で分けられた区画。石いし塀べいで視界を遮さえぎっているところもあれば、橋の欄らん干かんのような柵さくだけをずらっと並べている区画も。

　艶あでやかな小こ振ぶりの宮が立つ妓楼区画に辿たどり着き、またさっきと似た石塀を乗り越こえる。そこのすぐ横に立っている樹木の枝に、変装用の衣ころもを隠かくしたらしい。

「これを着るんだ」

　手て渡わたされたのは、妓楼区画に仕える宮人の衣だった。

「ここの者が一番、門の出入りを見み咎とがめられぬ。廷の妓ぎ女じよや貴人らが外によく使いを出す」

「胡汀は着替えないの？」

　あたふたと木の裏で着替えたあと、不思議に思って尋たずねた。

　胡汀は黒衣の下に、回絽廷剣けん士しの装しよう束ぞくをまとっている。

「このなりでいいんだ。使いの宮人には必ず護衛の剣士がつく。回絽廷の妓楼に仕える女たちは、いわば楽師。都の遊女とは意味が違う。大半は身分ある香こう人じんの娘むすめだ」

「そっか、回絽廷は帰鼓廷よりも身分の差をはっきりさせているんだ」

　帰鼓廷にも宴うたげのための区画は設けられているけれど、回絽廷とは多少違いがあるみたいだった。胡汀がざっと私の全身をチェックする。曲がっていた帯や襟えり元もとを手早く直してくれる。仕上げに、顔を隠せるよう、小振りの色しき笠がさを被かぶせてくれた。

「行くぞ」

「うん」

　私たちは、早足で妓楼を出た。ここまでは誰だれとも出くわさずに来たけれど、いつまでも幸運は続かないだろう。

　そう心配した直後、さっそく見回りの剣士数人と会う。

　心臓が早はや鐘がねを打ち、俯うつむきかけた私とは異なり、胡汀は堂々と彼らの脇わきを通った。ちらりと彼らに目を向けられたけれど、呼び止められることはなかった。

　誰かとすれ違うたび、冷や汗あせがどっと出る。それに、いつ私の脱だつ走そうがバレるか、気が気じゃない。胡汀の父親が監かん禁きん小屋の見張り番を遠ざけてくれたんだろうけれど、長い時間ごまかすことはできないだろう。それに、見回りの護衛兵を一人、殺してしまっている。

「ねえ胡汀、やっぱりお父さんも一いつ緒しよに来たほうがいいよ」

「構うな。あいつは自分の逃にげ道くらいとっくに用意している」

　……それは噓うそだよね？　回かい絽ろ廷ていの兵士を殺したんだもの、どうやったって逃げ切れるはずがない。

「胡こ汀てい」

「いいと言っただろう。それにあいつも、ともに来ることなど望んでいない。……静かに。向こうから人が来るぞ」

　今度も兵士。向こうの橋から、やってくる。慌あわてて色笠を被り直す。彼らをなんとかやり過ごしたあとで、私は大きく息をついた。

「胡汀って度胸あるよね……」

「びくついていても仕方がない」

「そうだけど、見つかったらどうしようって思っちゃうし」

「いざとなれば、周囲を壊かい滅めつさせる勢いで一気に術を放つ。そのあいだに逃げる」

「ちょ、胡汀さんてば、邪じや悪あくな表情すぎる」

　静かな容よう貌ぼうに反して、おおらかに攻こう撃げき的っていうか。──お父さんと似てる。

　帝の居住区画、それと政庁区画を抜ぬければ、司し狼ろうの騎き乗じようが許される。廏きゆう舎しやに寄り、父親がくれた偽の証石をうまや番の人に差し出して、一頭、借り受ける。

　一緒にその司狼に乗り、廏舎から離れたところでふと胡汀が背後に鋭するどい目を向けた。

「──急ぐぞ」

　驚おどろく私の返事を聞くことなく、胡汀は司狼を思い切り走らせた。まだ回絽廷を出ていないのに、こんなに早く走らせたら不ふ審しんがられるはず──そう思った瞬しゆん間かん、理解した。

　私の脱出がそろそろバレる頃ころなんだ。

　深夜だから道ですれ違うのはせいぜい見回り兵くらいだ。でも時々、遅おそくまで政務についていたらしい貴人と出くわす。

　ぎょっとする彼らを蹴け散ちらす勢いで、胡汀は司狼を北側の裏門のひとつへと走らせた。

「胡汀、門が見え──」

　あともうちょっとで脱出できる、というときだった。門の前に、剣士の集団が整然と待ち構えていた。胡汀が舌打ちとともに、司狼をとまらせる。

　その先頭にいる人に、私は愕がく然ぜんとした。

「鷲見さん!?」

「やはりこちらに来られたか。胡汀殿どのが帰き鼓こ廷ていを抜け出したとの報しらせを受けたのでね、念のためにと裏門に足を向けてみたのですよ」

　鷲見さんは松明たいまつを軽く掲かかげ、にこやかに言った。

「白雨が泣くぞ。あいつはなにがあろうと緋ひ宮みやの味方をするからな」

　胡汀が低い声で吐はき捨てると、鷲見さんはこたえた様子もなく冷れい笑しようを見せた。

「娘のために忠義を見せよと？　やれ、お若い方々というのは向こう見ずで頑かたくなだ。生きるためには多少の不ふ名めい誉よも必要ですよ。泥どろがあるからこそ、美しいものはより美しく──それに世とは、愛し愛されの者たちばかりではありません。どうしたってわかりあえぬ親子もいる」

「名誉も不名誉も興味がない。ただ俺は、自分の女を奪うばう者など皆みな殺ごろしにしてやりたいだけだ」

　後ろに座っている胡こ汀ていの言葉に、私は一いつ瞬しゆん、息を止めた。

「愚おろかなことを。女一人のために命を賭かけるおつもりか？」

「いいや、女一人ではない。愛いとしく思う者一人だ」

　愛しく思う──。

「……大人しく次代様に従えば、思うがまま栄えい華がを得られように、存外つまらぬことを言われる」

「俺とおまえでは、求める栄華がまったく違う。たった一人を得られれば、それだけで俺は十分おのれを覇は者しやと思えるだろう。その者が、俺の生を一国の王のごとく豊かに彩いろどるのだから」

　私は振ふり向けなかった。その言葉は、陽ひ女め神がみへの想おもいがつまったものなんだよね？

　──ああ、後ろから、ざくっととどめを刺さされた気分。

「そこをどいてもらおうか。おまえは白雨の父親だし、俺の鳥にも止められたから、一度は暴れずに捕つかまってやった。それで俱く七な帝ていからたっぷりと褒ほう美びをもらえたはずだ。だが、欲よく張ばるな。二度目はないぞ」

「いかな緋ひ剣けんの方であろうとも、一人でこの人数を相手にできますかな。いや、我らを打ち倒たおせたとしても、その頃には、兵たちが駆かけつけてこような」

「では、その者らも討うち取ればいいだけだ」

　さっきの言葉がもたらした衝しよう撃げきからようやく立ち直り、胡汀を振り向く。

　……陽女神様をこんなに求めている人を、ここで殺させるわけにはいかないよ。

　せめてもの最後の意地として、胡汀の人生を壊こわさないようにしないと。

　胡汀のお父さんに、幸せにするって誓ったもん。

　ただそれは、胡汀と結ばれるって意味にはならないだけだ。

「……困った緋剣殿だ」

　鷲見さんは仕方なさそうに、ちらりと剣士たちに目を向けた。私たちを捕とらえるつもりだ。

「待って、鷲見さん」

　私はとっさに呼び止め、急いで考えた。どうすれば胡汀を見み逃のがしてもらえる？

　そうだ！　胡汀は、次代となる春日さんに好かれている。

　義心じゃなくて損得で動く鷲見さんはたぶん、できるならここで怪け我がをさせて春日さんの不興を買うような真似まねはしたくないと思っているはずだ。

　なら、悪人は私だけっていう状態が一番好ましいんじゃないかな。

『陽女神の神じん力りよくで胡汀を操あやつり、助けにこさせただけ』と言ってみようか。

「あの──」

　こっちに視線を戻もどした鷲見さんに提案しようとした瞬間。

「──!?」

　裏門の扉とびらが勢いよく吹ふき飛んだ。というか、爆ばく破はされた。砂すな埃ぼこりが爆ばく風ふうとともに勢いよく押し寄せ、衣ころもをはためかせる。

「な、なに!?」

　胡こ汀ていがすばやく私の腰こしに片かた腕うでを回し、落下しないよう気をつけながら、轟ごう音おんに驚いて暴れかけた司狼の手た綱づなを引く。私は慌てて太ふと腿ももに力を入れ、重心を安定させた。必死に目を凝こらす。

　破は壊かいされ、白い煙けむりを舞まわせている門の向こうに、いくつかの人ひと影かげ。

　あれは──！

「──緋宮、早く!!」

　呼ぶ声に、私は大きく身を乗り出した。その動きで司狼から落ちそうになるのを、胡汀が支えてくれる。

　緋宮、と再び呼ぶ声。お腹なかの底から喜びがわき上がってきた。私の、緋剣の声だった。

「白雨さん!!」

　それに。まさか！

「遠とお凪なぎさん！」

　煙が一いつ瞬しゆん途と切ぎれたおかげで、向こう側にいる人たちの姿をはっきりと見て取ることができた。古風な衣装に、悪あく魔まめいた角。蒸む槻きの今いま帝みかどである俱く七な帝ていとよく似たおもざし。一見冷れい淡たんだけど、仲間思いな滸こ楽らくの王様。

　彼の隣となりにいるのは間ま違ちがいなく私の緋剣の一人、白雨さんだった。

　他ほかに、数頭の滸楽も控ひかえている。都の界が弱まったおかげで、遠凪さん以外の滸楽も侵しん入にゆうを果たせたんじゃないだろうか。

「し、白雨さん……っ」

　助けに来てくれた。

　緋宮、しっかり！　そう言ってくれた人が力強い表情を浮うかべて。鳶とび色いろの瞳ひとみは、知り合ったばかりの頃とはなにかが違ちがう。生きる意い欲よくが燃え続けているところは同じだ。でも、怒いかりで暗く輝かがやいているんじゃなく、やみくもでもなく、まっすぐ前を向いているような凜り々りしいまばゆさがあった。

　いつの間にか、こんなに変わっている。

「白雨さぁぁん!!　大好きー！」

「うるさい間抜け緋宮、変なことを言うな！」

　叱しかられた！　照れ隠かくしだ、アレ。

　私、少しは自分を褒ほめていいんじゃないだろうか。こんなに素す敵てきで美人な白雨さんと繫つながっているんだから。

　最初は白雨さんにも拒きよ絶ぜつされていた。でもちょっとずつ手て探さぐりで絆きずなを作っていった。

　壊れる信しん頼らいもあったけれど、壊れないものも確かにあった。

　そうだ、壊れた関係を、また作り直すことだってきっとできるはず！

「緋宮、胡こ汀てい！　ぼさっとせずに来い！」

　白雨さんの怒ど鳴なり声を受けて、胡汀は勢いよく司し狼ろうを走らせた。爆破の衝撃に驚いてうずくまっている剣けん士したちの上を一気に飛び越こえる。浮ふ遊ゆう感かんと、風を切る音。私は息をつめ、身体からだを硬かたくした。

　私たちを乗せた司狼は遠凪さんと白雨さんのあいだに着地した。

　胡汀と遠凪さんの視線がぶつかったのがわかった。お互たがいに、不快そうなひねくれた顔をする。遠凪さんの瞳はすぐに、私のほうに流れた。

「ここを離はなれねば！」

　白雨さんが私たちを見み遣やって、一頭の滸こ楽らくに飛び乗った。遠凪さんが瞬しゆん時じに獣けもの形へと変身し、走り出す。

　胡汀は一瞬、むっと彼らを見つめたのち、鋭するどい掛かけ声とともに司狼を全力疾しつ走そうさせた。

「わわ！」

　私は奇き声せいを上げ、落下しないよう必死に司狼の首あたりの毛を摑つかんだ。ごめん、ちょっと毛を抜ぬいたかも……！

　皆みなとともに回かい絽ろ廷ていの北口裏門を飛び出し、そちらに広がっている深い森へと突つき進む。

　ここは本来なら帰き鼓こ廷ていの背面にある禁域の森とひと続きになっているはずだった。でも現在の二つの廷の関係を示すように崖がけで分断されているんだと、祇ぎ官かんから以前聞いた覚えがある。

　回絽廷側の森も一応は無断侵入を禁じているけれど、それは帰鼓廷側の霊れい的てきな意味とは違う。こっちは森がもたらす恵めぐみを守るためらしい。

　湿しめった冬の匂においが満ちる木々の間を縫ぬうように進む。その途と中ちゆう、笛の音が聞こえた。

　遠凪さん……美び獣じゆう様が急にとまり、回絽廷のほうへと顔を向けた。白雨さんを乗せていた滸楽も足をとめ、全身を警けい戒かいさせる。

「今の音は？」

　白雨さんは荒あらい呼吸の下、誰だれにともなく問いかけた。

　密集する木々の枝の隙すき間まから、スポットライトのように青白い月光が降り注いでいた。光の輪のひとつにいる白雨さんは、月から降りてきた天てん女によみたいにきれいだった。

「なにかの合図……？」

　私の呟つぶやきに、白雨さんが顔を強こわ張ばらせる。

「確か、朝火に聞いた覚えがある。回絽廷側の森には、櫓やぐらがいくつか存在すると。そこに剣士を常に置き、緊きん急きゆう時には笛の音で合図を送るという」

　興奮して足あし踏ぶみする司狼を宥なだめながら胡汀が早口で答えた。

「急いでこの森を抜けないと──」

　白雨さんが手綱を握にぎり直し、表情を険しくしたときだった。

「!!」

　胡こ汀ていが突とつ然ぜん、私の頭を抱かかえ込んでわずかに身を屈かがめた。ひゅっと空気を裂さく音。

　何度もその鋭えい利りな音を耳にしてきた。矢だ。心臓が縮み上がるような感覚に襲われる。

「急げ！」

　胡汀は声を張り上げると、再び司狼を走らせようとした。美獣様たちも走り出そうとして──また動きをとめる。

　前方の、木々の奥に潜ひそむ闇やみから、司狼に乗った剣士が飛び出してきた。

　この人たちは味方じゃなくて、回かい絽ろ廷ていの剣士だ！

「──待て、滸こ楽らくたち！　人を殺すな！」

　怒りをたたえて剣士たちに嚙かみ付こうとする滸楽に、白雨さんが大声を上げた。

「殺してしまえば、ますます蒸む槻きの、人の怨うらみを……っ」

　滸楽の一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを逃のがさず、司狼に乗った剣士たちが容よう赦しやなく剣けんを振ふるう。

「逃にげて！」

　私はぞっとし、叫さけんだ。この剣士たちはなんだか落ち着きがあって、動きに乱れがない……暗くら闇やみでの戦いに慣れているっていうんだろうか。強くて当然なのかもしれない。いつ、猛もう獣じゆうや結界を割って侵入する穢けがれ主ぬし、妖あやかしが襲おそってくるかわからない森のなかに常じよう駐ちゆうしている剣士たちだもの！

　胡汀が術を放った。炎ほのおをまとった極ごく楽らく鳥ちようを飛ばし、剣士たちを牽けん制せいする。周囲を照らす極楽鳥の赤い炎。

　術の鳥に彼らが気を取られた隙すきをついて、私たちは一目散にその場から逃げ出した。

「向こうからも来るぞ！」

　胡汀は舌打ちまじりにもう一度、術の鳥を飛ばした。追っ手のほうへと突とつ進しんする鳥。

「あ……っ!?」

　私はびっくりした。追っ手の剣士が猛もう進しんの勢いで司狼を走らせながら、すれ違い様に胡汀の鳥を叩たたき切ったんだ。

「破は魔まの剣だ……！」

　背筋が寒くなった。

　回絽廷側の剣士に、破魔の剣を上手に使える人がいるとは思っていなかった。帰き鼓こ廷ていだけの特権じゃなかったんだ。炎の鳥が始末されたと知って、胡汀は次に、以前私を乗せてくれたこともある大だい蛇じやを召しよう喚かんした。

「私の蛇へび……！」

　不気味でかわいい私のマイカーのひとつ。彼らを少しでも足止めしようと、この子を召喚したんだろう。

「さあ、今のうちに！」

　胡こ汀ていは合図し、皆を急せかした。

　私は無理やり振り向き、遠ざかるマイカー大蛇を見つめた。殺されちゃう、私の大蛇！

　手を伸のばそうとする私の身を片かた腕うでで抱え込み、胡汀は鞭むち打うつ勢いで司狼を走らせた。

　夜の大気が、ぶんっと虫の羽音のように耳を突く。それから時々、細い枝が太ふと腿ももや腕うでを打った。司狼の荒い息づかい、地を蹴ける激しい蹄ひづめの音。胡汀の腕の強さ。

　夜に染まった地面に白い穴をあける月光が、やけに印象に残った。

　追われることも恐おそろしかったけど、凄すさまじい速さで後方に流れる夜の景色にも、背筋が凍こおった。この暗さだ。全力疾走している司狼に乗った状態で太い枝や岩にぶつかったりしたら、命に関かかわるほどの傷を負うだろう。

「──待て、止まれ！」

　胡汀がふいに低く怒鳴った。

　耳のいい滸こ楽らくたちは、彼の声を聞いたらしかった。

　焦じれったそうに足をとめ、顔を向ける。獣たちの吐はく白い息が、月の明かりに浮うかんだ。

「追っ手が増えている。逃げ切れまい」

　胡汀は息を整えながら告げた。皆の気配がぐっと重くなったのがわかった。

　私はすばやく皆を見回した。

　誰かが、きっと犠ぎ牲せいになってしまう。そんなこと絶対に嫌いやでこれっぽっちも認めたくなんかないのに、私の願いなんてお構いなしに現実は残ざん酷こくな展開を突きつける。

　滸楽たちが残れば、間ま違ちがいなく殺される。白雨さんだと……ごめん、力量的に時間稼かせぎが難しいだろう。私は密ひそかに深呼吸し、思い切って司狼から飛び降りた。

「──みんな、先に行って」

　精せい一いつ杯ぱい背を伸ばして厳いかめしく言ってみた。ちょっと声が掠かすれてしまったのが情けない。

「緋ひ宮みや、なにをしているんだ、早く司狼に乗れ！」

　白雨さんの叱しつ責せきに、首を横に振る。

「行って。緋宮の命令です」

　最後の、という言葉は心のなかでだけにした。剣けん士したちが狙ねらっているのは、私だ。

　胡汀たちのようには戦えなくとも、私には最大の武器がある。代だい替がわりの儀ぎ式しきが済んでいないので自分の命を盾たてにできるんだ。それでいくらか時間稼ぎができる。ここは蒸む槻きの内だ。帰き鼓こ廷てい側に、戻もどって来たことを知られたんだから、俱く七な帝ていはそう簡単に私を殺せない。

「馬ば鹿か、この……っ、おまえが捕つかまったら意味がないだろうが！　なんのために助けにきたと思ってる！」

「意味、あったよ。私には、とてもあった」

　助けに来てくれたから、もう十分報むくわれた。

　……た、たとえ代替わりの儀式で処しよ刑けいされたとしても！　怖こわくない、きっと佐さ基きさんやときごえ様が待っててくれてる。

　ただでは死にません。こうなったらいっそ死者の女め神がみとかにもなっちゃうか！

「早く、行って」

「──知夏」

　どきっとした瞬しゆん間かん、胡こ汀ていが私の横に降り立ち、突然──俵たわら担かつぎした。

「ちょ！　胡汀!?」

「持ってけ」

　どすんと降ろされた先は、美獣様の背の上だった。

「痛いたたっ、胡汀！」

「俺は一度、女神に追い掛かけられてみたい」

「ま、真顔でなに言ってるの!?」

「おまえも、囚とらわれた俺を攫さらってみたいだろう？」

「囚わっ……!?　胡汀!?」

「楽しみじゃないか、女神が俺のために駆かけつけるなど。ぞくぞくする」

「な……」
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「攫いたくないというのか？　文句があるとでも？」

「な、ないけど、そうじゃなくて！」

「おまえになら、素す直なおに攫われてやるから、あとで救いに来い。──これは、おまえだと思って預かっておく」

　そう言って胡こ汀ていは楽しそうな顔をし、ひらりとなにかを見せた。

　羽は衣ごろもだ。のさらの地で、いやびこ様からもらった花神の羽衣。

　いつの間に私の懐ふところから抜ぬき取った!?

「行け」

　胡汀は一人ですばやく司し狼ろうに跨またがり、返事を聞こうともせず木々の奥へ……追っ手のほうへと駆けて行った。

　こんな……こんなこと!!

「──行く！　馬鹿ぁ、必ず、攫いに行くから！　必ず!!」
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　私たちは都を離はなれ、翌朝、緒お和わ境きようの下にある無人の集落に到とう着ちやくした。

　以前に架か々が裏りさんが冥めい婚こんを行い、空となった小さな集落だ。今も人が戻ってくることなく無人のまま放置されてしまっているらしい。滸こ楽らくたちは迷わずここに来た。ちらっと疑問に思ったけれど、全身ぐったりしていて質問をする気力がない。

「……とりあえず、休もうか」

　白雨さんの疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった言葉に、頷うなずく。ここまでずっと滸楽たちは走り通し。私も気力の限界だった。家屋のひとつに潜もぐり込み、皆みなで寄り添そって泥どろのように眠ねむる。

　起きたのは、お昼頃ごろだ。壊こわれた窓から差し込む光が頰ほおに当たり、その眩まぶしさで意識が浮ふ上じようした。ふかふかした美び獣じゆう様の毛並みから顔を上げ、欠伸あくびをする。

　前後するようにして、別の滸楽に埋うもれていた白雨さんももぞりと身を起こした。少しのあいだ、きょとんと見つめ合い、微笑ほほえむ。

　胡汀を置き去りにし、伊織も居場所がわからない。味方も少数。四し面めん楚そ歌か状態で、喜べる要素なんかなにもないのに、私たちはひっそりと笑い悶もだえた。この空気があまりに穏おだやかで、幸福の象しよう徴ちようっていうみたいに白い光が溢あふれていたからだ。

　心は地じ獄ごくのなかなのに、世界は天国のように美しい。そのギャップが、どうにもたまらなくなった。

「白雨さん、しー！　笑うと、滸楽たちが起きちゃうよ」

「緋宮が笑うから！」

　笑ったら駄だ目めだと思うと、余計に堪こらえきれなくなるものだ。

　私たちが悶えてぷるぷるしたせいで、滸こ楽らくたちが次々と目を覚ました。

　なんで笑ってる？　と尋たずねるように尾おを振ふり、私たちを覗のぞき込む。

「笑ったら喉のどが渇かわいた……この集落のそばに小川が流れている。水を汲くんでくるから、緋宮は動かないように」

　白雨さんは笑いの余よ韻いんを残しながらそう言い、立ち上がって伸のびをした。小屋を出ていく彼女を追って、一頭の滸楽がいそいそとついていく。

「……ここ、なんの部屋だろう」

　小屋内をじっくりと観察する。早朝、到着したときは疲ひ労ろうに負けて、ろくに確かく認にんもできなかった。どうやら納な屋やとして使用されていたみたいだ。束ねた藁わらが隅すみにあり、なにかがみっちりと詰つまっている麻あさ袋ぶくろがいくつも積み上げられている。試ためしに麻袋を少し破いてみる。

「あっ、穀物だ……そういえばお腹なか減った。こんなときでも、空腹を感じるんだなあ……」

　寂さみしさを感じながら手のひらの穀物を凝ぎよう視ししていると、美獣様が私のそばの床ゆかを爪つめで引っ搔かく真似まねをした。

「ここが、どうしたの？……あ、床ゆか下したに収納スペースがあるんだ？」

　くぼみに指を引っかけて扉とびらを開けると、小こ振ぶりの壺つぼや干し肉などが入っていた。

「偉えらい、偉い。美獣様」

　大層嫌いやがる美獣様を思う存分撫なで回し、他ほかの滸楽におろおろされているうちに、白雨さんが戻って来た。同行した滸楽の背には水袋以外にも色々と荷物が乗っている。

　それに……今までどこにいたのか、さらに十頭ほどの滸楽がついてきていた。群れのなかから小型の滸楽が嬉うれしげに駆け寄ってきて、私の前で人の姿に変化する。

　見覚えのある、きりっとした少年滸楽。

「あっ、洲す沙さ!?」

「緋ひ宮みや様、ご無事でよかった……！」

　飛びついてきた洲沙を抱だきしめながら、白雨さんや他の滸楽たちを見回す。

「どうして、洲沙たちがここに？」

「津つ杙ぐいで俱く七な帝ていの襲しゆう撃げきを受け、皆、散り散りになってしまっただろう？　あのあと、私はここにいる遠とお凪なぎや滸楽たちと再会できたんだ。その後、緋宮や……多くの滸楽たちが俱七帝に捕とらえられたと知った」

「それで、助けにきてくれたんだ」

「うん。緋宮だけでも救出できたのは幸いというべきか……。だが、滸楽たちがどこに囚われているか、結局わからずじまい。都の界は弱まっているとはいえ、やはり滸楽たちにとっては脅きよう威いらしい。遠凪と、力の強い者だけしか渡わたることはできなかった」

「じゃあ、洲沙たちは、ここで待っていたの？」

　白雨さんは憂うれいを見せながら頷いた。気分を変えるように、小さく首を振り、微笑む。

「その話はあとでしよう。緋宮、着き替がえを持ってきた。この集落は、都の様子を探さぐる途と中ちゆう、偶ぐう然ぜん見つけた。しばらくいても気づかれないだろうし、食料も当分は持つ」

「……うん。穀物とか、納屋にあった」

　本来の住人たちが、もう戻もどってくることはない。結構な量の穀物類があるのに、荒あらされた気配がまったくないのは、ここが死の集落だと噂うわさが広がっていたからだと思う。盗とう賊ぞくでさえもきっと恐おそれて近づかないんだ。

　納屋を出て、火を熾おこすのによさそうなくぼみに近づく。周囲には、ぽつぽつと簡素な家屋が点在していた。向こう側には段々畑が見え、冬の木々がその背面に密集して山をつくっている。なにも知らなければ、静せい寂じやくに包まれた穏やかな田舎いなかの風景に見えるだろう。

「さあ、緋宮。食するとは、生きること。今日を生き抜くためにも、腹を満たさねば」

「白雨さんが日に日に凜り々りしくなる……」

　男前な白雨さんと私で、手分けして食事の用意をした。熾した火に、水を入れた鍋なべを置き、納屋から持ってきた穀物を入れる。

　少しのあいだ、無言で食事をした。遠凪さんの他、数頭の滸こ楽らくは人の姿になったけれど、大半は獣けもののままだ。たぶん、白雨さんが食事の合間に撫でてくれるからだろう。白雨さんの周囲ってば、滸楽率高い。

　熱い汁しる物ものの椀わんを両手に包み、その湯気を見つめる。それから隣となりの洲す沙さへ視線を流した。

　連想したのは、津つ杙ぐいの住すみ処かでの出来事だ。

　洲沙がこぼした椀の汁しる。それが身体からだにかからないようにと、未み不ふ嶺ねさんが庇かばった。

　優やさしくて生き真ま面じ目めな彼は、最後の最後で俱く七な帝ていのもとへ帰ってしまった。

「……緋宮」

　ふと白雨さんに呼ばれ、顔を上げる。

　斜ななめ向かいに座っている白雨さんは、隣の滸楽の毛を撫でながら躊躇ためらいがちに私を見た。

「回かい絽ろ廷ていに、私の父親がいたな？」

　私は息をつめた。噓うそをついてもつかなくても、白雨さんを傷つける。他にも鷲見さんの姿を目もく撃げきした者が大勢いる。真相は隠かくせない。

「──都の者たちが噂していた。私の父が……緋宮と胡こ汀ていを捕らえ、得意満面に帰き鼓こ廷ていまで……練り歩いたと」

　滸楽たちが食事をやめ、私と白雨さんを怖こわ々ごわと見比べた。

「それは、緋宮……本当の話？」

　白雨さんは、らしくなく、か細い声で尋ね、滸楽から手を離した。

「……うん」

　下手にごまかしたら、あとでもっと白雨さんの傷が深くなる気がした。

「なんてことを……」

　白雨さんは片手で額を押さえた。ここから見てもわかるくらい、彼女の指は震ふるえていた。

「緋宮」

　私は焦あせり、手にしていた椀を放ほうり出す勢いで地面に置いた。急いで白雨さんに飛びつく。泣きそうな顔をしていたんだもの！

「どんな理由があろうとも、美人を泣かせる以上の罪なんてないのです。天野家憲法の第一条です」

「……緋宮」

「くくっ、いつか鷲見さんも攻こう略りやくして、無理やり味方にするんだから！」

　白雨さんは私の身体に両りよう腕うでを巻き付けた。幼い子みたいに、ごめんなさい、と弱り切った声で言う。それがとても悲しい。白雨さん自身がひどい真似をしたわけじゃない。

　でも、どんなに嫌っていても鷲見さんは実の父親で、謝らずにはいられないんだろう。

　──私も、ここで鷲見さんを怨うらんでいないという噓は言えない。

　罪人として都を歩かされたのは、胸を抉えぐるくらい屈くつ辱じよく的な経験だった。

「でも、それとこれとは話が別で……私はいつでも白雨さん大好きだもん。お姉さんみたいで」

「……」

　白雨さんが潤うるんだ目で私を見上げた。私が男なら惚ほれたに違ちがいない！　という美人顔。

「私も、緋宮が……間ま抜ぬけだが、その……つまり……、だから、緋宮を……」

　普ふ段だんクールな女王様が薄うつすら顔を赤くしつつ、頑がん張ばってなにか言おうとしている！

　固かた唾ずをのんで見守ったときだ。背中にとすんとなにかが飛びついてきた。洲す沙さだ。

「私は緋宮様も白雨様も好きです。お二人が仲なか違たがいされては嫌です」

「しないよー！」

　私は笑って振り向いた。ほっとした顔をする洲沙とは裏腹に、白雨さんはしばし啞あ然ぜんとし、それからちょっと剣けん吞のんな目をした。ええっ、私と洲沙、睨にらまれてるんですが！

　腹を立てたらしい白雨さんに押しのけられ、私と洲沙はびくつきながら隣に座った。

「緋宮め、おまえ、そういえば津つ杙ぐいでよくも勝手に胡こ汀ていと崖がけから飛び降りたな？」

「や、あれはかなり不ふ可か抗こう力りよく……」

「うるさい。どれだけ捜さがしたと思っているんだ。大体、胡汀はどちらの味方なんだ！　あいつ、俱く七な帝てい側にいたじゃないか。今もそうなのか？」

　すっかりいつもの調子を取り戻した白雨さんに笑いかける。

「……女というのは、なぜいかなるときでも騒そう々ぞうしいのか」

　黙だまって話を聞いていた遠凪さんが大きな溜ため息いきをついた。他の滸こ楽らくたちは、ここで口を挟はさんじゃいけない！　っていう賢けん明めいな判断をしたらしく、黙もく々もくと勢いよく食事を再開する。

「遠凪、まさか私を非難したのか、今？」

「……」

「遠凪さん、たじたじだ……」

「清きよ姫ひめ、うるさい」

　遠凪さんってなんで私にだけは魔ま王おう様な態度なんですか。

「本当に男どもというのは！　まったく仕方のない！」

　滸こ楽らくたちは一いつ斉せいに、びくっとした。気のせいか、まるで白雨さんこそ滸楽のボスのような。

「緋ひ剣けんとして誓ちかっておきながら、未み不ふ嶺ねまで俱く七な帝ていにくっついたな！　それに伊織はどこをほっつき歩いているんだ」

　白雨さんは八つ当たりのように、私に怒いかりの目を向けた。

　素す直なおに伊織が心配と言えない白雨さんのひねくれぶりが微ほほ笑えましい。

「伊織の行方ゆくえは、私もわからないんだ。胡こ汀ていの話だと、帰き鼓こ廷ていでは見かけなかったみたい」

「帰鼓廷……崩ほう壊かいさせてやりたい！　ろくな抵てい抗こうもせず諾だく々だくと回かい絽ろ廷ていの手先となり、緋ひ宮みやを助けようともせぬとは。九く支しはなにをやっている。日ひ頃ごろ大口を叩たたきながらも、いざとなれば弱よわ腰ごしか。朝火もだ。あいつ、緋剣のまとめ役のくせに緋宮を攻こう撃げきするなんて、なんたる暴挙。祇ぎ官かんともども、いつか切り刻んで魚の餌えさにしてやる」

　どうしよう、白雨さんの殺意がとまらない。

「清姫、妙みような噂を聞いたが。次代が現れたというのはまことなのか？」

　遠凪さんの冷静な質問に、皆みなが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、それから私を凝ぎよう視しした。

「馬ば鹿からしい……ここに緋宮がいるのに、なぜ新たな護ご女じよが出てくるんだ」

　吐はき捨てながらも白雨さんは、不安の残る表情を見せた。

「……本当だよ。次代に、会った」

「──なんだって？」

　白雨さんは目を見開いた。わずかのあいだ絶句する。

「それでね……九支さんは弱腰になったんじゃないよ。朝火さんも。ただ次代を──春日さんっていう女の子を選んだ」

　白雨さんが強い力で私の肩かたを摑つかんだ。

　きっと、なぜ全員血祭りにあげなかったー！　とか叱しかられるんだろうと思った。でも違った。

「その馬鹿どもに、傷つけられたのか？　なにもされなかった？」

「え……」

「そんな見知らぬ小こ娘むすめ、どうでもいい。いや、九支もそんな女も殺してやる。私の緋宮はおまえだけだもの」

「──」

　一気に目の前が涙なみだで濁にごった。泣いたら、つらかったと白状するようなものだ。ごまかすために、髪かみをかきあげるついでといった感じで目元を拭ぬぐった。

「誰だれもかれも、なんて薄はく情じような。散々すり寄っておいて、結局裏切るのか」

　白雨さんは顔を歪ゆがめ、怒りを抑おさえられないといった掠かすれた声で呟つぶやいた。

「本当に──人というものは……っ」

「白雨さん」

　私の肩を摑んだまま白雨さんが俯うつむいた。確かな憎ぞう悪おが、彼女の全身から立ち上っていた。

「……朝火も、未み不ふ嶺ねも、その女を選んだんだな」

　はっきりとは聞いていないから、私は答えられなかった。白雨さんのつむじを、ぼうっと見つめる。

「しかしなぜ、清姫は回かい絽ろ廷ていに囚とらわれていた？　帰き鼓こ廷ていも捕ほ縛ばくに納なつ得とく尽くというのなら、なおさら道理がわからぬが」

「それは……帰鼓廷に監かん禁きんすると、馴な染じみがある分、私にほだされる人が現れるかもしれないって。そうすると、儀ぎ式しきがやりにくくなる」

「儀式？」

　訝いぶかしげな遠とお凪なぎさんに頷うなずき、肩に置かれたままの白雨さんの手をそっとおろす。

　助けにきてくれた彼らに、秘密にすることはなにもなかった。

「代だい替がわりの儀式だよ。私の協力がないと、新しん暦れきを始められないんだって」

「協力？　強要の間ま違ちがいだろうに」

　遠凪さんは嘲あざ笑わらうように吐き捨てた。

「待って緋宮。儀式とは？　まさかあの馬鹿どもは、裏切るだけでは飽あき足らず、緋宮を殺そうとしていたのか？」

　白雨さんは勢いよく顔を上げ、青ざめながら私を見つめた。

「どういう儀式かはわからないよ」

　そう答えたけれど、十中八九、最後には殺されるんだろうな、と思う。

　たぶん、ここにいる皆がそう考えただろう。空気が重くなった。

「人こそ、性しよう根ねがけだものだ」

　人の形をとっている滸こ楽らくの一人が、ぽつっと独白した。

「では清姫は、もはや蒸む槻きに義理などないのでは？」

　遠凪さんがじっと私を見て、そう尋たずねた。

「そう……そうだ、緋宮！　もう蒸槻にいる必要なんてない！　このまま蒸槻を出て、滸楽たちと暮らしたほうがよほどいいじゃないか」

　白雨さんは憎にくしみの気配を打ち消し、どこかほっとしたような表情で言い募つのった。

「でも、帰鼓廷に戻もどらないと」

「なぜ！」

「伊織の行方がわからない。仲間の滸楽たちもどこかに囚われているんだよね。それに……胡こ汀ていを助けたい。私たちを逃にがすために囮おとりになったよ」

　胡こ汀ていが殺される可能性は低い。彼のなかには星ほし神がみがいる。それを次代の春日さんは知っていて、なおかつ胡汀を気に入っているように見えた。

「確かに。我が一族の者を、見殺しにはできぬ」

　遠凪さんは迷わず言い、滸こ楽らくたちも当然のように頷いた。白雨さんはその様子を嬉うれしげに、満足そうに見つめていた。これは、白雨さんじゃなくても惹ひかれるだろう。勝算なんてゼロに近く、全ぜん滅めつする可能性が高いってわかっているだろうに、それでも仲間の救出を諦あきらめない。

　無む謀ぼうと取るか、情が深いと取るか。

　……死を恐おそれず、かつ絆きずなを重視する人なら、情の深さに目を向ける。白雨さんはたぶん、そちら側の人だ。自分だけが生き残るくらいなら一いつ緒しよに死んだほうがいいっていう。

「清姫。もしもおまえの救いたい者、そして我らの救いたい者を取り戻せたなら──ともに生きることができるのでは？」

　遠凪さんの優やさしい言葉が、心に食い込んだ。脳のう裏りに蘇よみがえる、津つ杙ぐいでの慎つつましい日々。緋宮となって以来の安らぎを味わった。

　白雨さんが期待をこめた目で、静かに私の手を握にぎる。

　ともに生きることが──それが、正しい選せん択たくなんだろうか？
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　それから、つかの間の滸こ楽らくたちとの生活が始まった。

「この集落が容易たやすく暴あばかれるとは思わぬが、警けい戒かいするに越したことはないだろう。常に見回りをせねば」

　今後どうすべきか行動を決めなきゃ動けない。そこで、皆と相談する流れになったんだけど。

　最初にそう提案したのは遠凪さんだった。

　場所は、納な屋やの前。ここの付近を食事の場と決めたからだ。

「近きん隣りんの集落とどの程度離はなれているのか、それと危機の際に身を隠かくせる場所を探す」

　戦う手段よりまず味方の安全を守ること──それが遠凪さんの主張だった。思い返せば津つ杙ぐいでもそうだ。滸こ楽らくの王は真っ先に仲間の命を考える。

「人に見つかったときの場合を考えれば、人の形を日頃から取るべきか……では周囲の偵てい察さつにはわたしが」

「いえ、遠凪様！　それは私におまかせを」

　遠凪さんの言葉を力ちから一いつ杯ぱい遮さえぎって、滸楽の男性がすばやく立ち上がった。

　……うん、気持ちはわかる。角、目立つもんね、遠凪さん。

「……魔ま力りよくの最も強いわたしが行くべき」

「遠凪、いいから」

　白雨さんも微び妙みような目で遠凪さんの角を見つめている。

　皆に言い含ふくめられた遠凪さんはご機き嫌げん斜ななめになり、ぷいと顔を背そむけて家屋のひとつにこもってしまった。子どもっぽい。何人かの滸こ楽らくが慰なぐさめに行ったから、まあいいか。

「って、これからどうするか相談……」

「仕方ない。遠凪の機き嫌げんが直るまで、私たちでできることをしておこう」

　白雨さんに賛成し、「じゃあ私たちも偵察の手伝いを……」と思ったんだけど、遠凪さんのとき同様、滸楽たちにとめられてしまった。女性に危険な真似まねはさせられん！　という紳しん士し的主張でだ。そこで、白雨さんと一緒に荷物の整理や片付けをすることにした。

「しばらくはここにいられるだろうけれど。長く留とどまれば、誰かが気づくだろう」

「うん、すぐに避ひ難なんできるよう必要な物を選より分けておいたほうがいいよね」

　私たちって気が利きくよねー、と白雨さんとにっこりしながら納屋に入って、長期保存できる干し肉や薬、衣ころもなどを集める。

「どうやってこれを運ぼうかな……あ、この麻あさ袋ぶくろでいいや」

「緋ひ宮みや、こっちにも」

「うん……って白雨さん。それ、いくらなんでも多過ぎ。少し減らしたほうがいいよ」

「……緋宮の着き替がえなのに」

　恨うらめしげに睨にらまれ、ちょっと笑ってしまった。

「ねえ白雨さん、ここにいる滸楽たちは男性しかいないけれど……女性たちは？」

「ああ、それは心配ない。女や、一部の滸楽は蒸む槻きの外にある隠れ家に既すでに移っている」

　そうだった。蒸槻に来た滸楽はいわば、救出班なわけだ。

「洲す沙さも来ているけど」

「あいつ、隠れ家で待っていろって言われていたのに、密ひそかにあとをつけてきたんだ」

　追い返すわけにもいかず渋しぶ々しぶ同行させる滸楽たちの姿を想像し、少しおかしくなった。

「遠凪に叱しかられても、けろりとしていたぞ」

「……遠凪さんって、子どもには甘いよね」

　同感というように白雨さんが頷き、吹ふき出した。

「あんな冷たい顔をしていながら、仲間思いなことだ」

「……王様なのに、自ら助けに来ちゃうんだよね」

　しんみりした声が出てしまった。

「緋宮。ともに、滸楽のところで暮らそう？」

「──」

　白雨さんは柔やわらかな声で言った。

　作業の手をとめ、白雨さんを見つめる。滸こ楽らくと一緒にいるときの白雨さんは、余分な力が抜ぬけて本来の優しさがはっきりと表れる。

「朝火や未み不ふ嶺ねがいなくても、その分私が、緋宮に尽つくすから。いいだろう？」

「白雨さんは、滸楽のみんなが、好きなんだね」

「うん」

　迷いのない返事。はにかむ表情は、きれいだった。女の人特有の、包み込むようなあたたかい色がある。どうして白雨さんの幸せそうな姿を見ると、胸が締しめ付けられるんだろう。

「緋宮は嫌きらいなのか？」

「嫌いじゃないよ。もしも──」

　もしも、最初に拾ってくれたのが胡こ汀ていじゃなく、滸楽たちだったら。

　全然違ちがう運命を辿たどっていたんじゃないだろうか。そう思えてしまう。

「緋宮？」

「……まずは、伊織や胡汀、それに囚とらわれた滸楽の救出を目指そう」

　ぎこちなく笑って、のろのろと作業を再開する。運びやすいよう小こ振ぶりの荷にし、きつく口を縛しばる。一人、ひとつと考えて、いくつ作ればいいだろう？

　そう考えたとき、誰だれかが恐る恐るといった様子で納屋に入ってきた。

「緋宮様、こちらですか？」

「……洲す沙さ？」

　現れたのは、洲沙だ。どこか躊躇ためらいがちに近づいてきて、私の前にちんまりと座る。

「あの……お聞きしたいことが……いえ、お話ししたいことがあるんですが」

「うん。どうしたの？」

　ずずっと袋ふくろを脇わきによけ、洲沙に微笑ほほえみかける。

「勘かん違ちがいかもしれませんが。何度か、聞いた覚えのある名を白雨様が口にされていた気がして」

　白雨さんも不思議そうな顔をして洲沙を見た。洲沙は、少し自信がなさそうに首を傾かしげた。

「ええと──朝火、という人です」

「朝火さん……？」

「その人は、緋ひ剣けんなんですか？　男の人なんでしょうか？　年とし頃ごろは……？」

　人間を憎にくんでいる洲沙が、なぜ朝火さんについて熱心に聞きたがるんだろう？

「朝火さんと、知り合いなの？」

「いえ、じかには知らないです。でも、私がもっと小さかったときに、母様が」

　洲沙は大人びた目をして、自分の膝ひざを見下ろした。

「母様が懐なつかしそうに私を見て、こんな感じの話をしたんです。『おまえは、私の兄、朝火に少し似ている』って」

「──え？」

　私の兄……？

「朝火は穏おだやかで、優やさしい兄なんだって言ってました。あと、なんだったかな……？　いつか生きて会いたいって。母様がすごく寂さみしそうな顔をしていたから、覚えているんです」

「……まさか」

　私は片手で口元を覆おおった。

　──洲す沙さのお母さんが、朝火さんの妹？

　白雨さんも気づいたみたいで、愕がく然ぜんと洲沙を見つめる。

「ねえ洲沙。お母さんの名前はなんていうの!?」

「あっ、木き瀬せといいます」

　私は白雨さんに視線を投げた。その名前は聞き覚えがない。白雨さんは、朝火さんからなにか聞いていないだろうか。

「……いや、私も朝火の妹の名を聞いたことはない」

　残念そうに白雨さんは首を振ふった。私は落ち着かない気分になり、立ち上がった。

「確かめないと」

「緋宮、朝火に会うつもりか？　だめだ、あいつは春日という女に従うのだろう？」

「でも、もし朝火さんが！」

　洲沙のお母さんの兄なら。

「朝火さんに、家族がいるってことになる！」

　──滸こ楽らくの、家族。

　その事実がもたらすものを想像し、腕うでに鳥とり肌はだが立った。朝火さんはどうとらえるだろうか。憎み抜いている滸楽の子を、妹が産んだ。その妹は、人間に殺されたのだという。

「……緋宮様。朝火、という人は、滸楽が嫌いなんですね？」

　私たちの顔色を読んで、洲沙が微笑んだ。以前も目にした、大人びた表情。

　この子はただ利口なだけじゃなくて、諦あきらめることを既に知っている。

「いいんです、緋宮様。悩なやまないで。私は、人間の男なんか嫌いですから。その男も、私を家族なんて思わずに憎めばいいんです」

　子どもの発言じゃない。だけど、それをはっきりと口にする。厳しい暮らしのなかで、そう口にして、自分の感情を殺すことを覚えたんだ。でも洲沙は一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔をした。朝火さんだけじゃなく、洲沙にとっても大きな衝しよう撃げきとなる事実だ。

　ばっと立ち上がり、私たちに慌あわただしく頭を下げてから納屋を飛び出す。

「洲沙！」

　追おうとして、白雨さんに腕を摑つかまれた。

「まだ、本当に朝火の妹だと決まったわけじゃない」

　そう告げる白雨さんの表情は優すぐれない。私も白雨さんも、ほとんど確信している。

　ただ、それが悲劇の始まりとなるのか、それとも希望に繫つながるのかわからなかった。
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「味方を増やさねば」

　翌日の昼前のこと。寝ね泊とまりに使用している家屋の前で、香こう人じんの男風に変装した白雨さんがそう言った。短い髪かみを黒く染め、後ろにちょっと撫なで付けて、色しき笠がさよりも小振りの男性用のかぶり物をつけている。

　ふと気づいた。再会してから白雨さんは、胡こ汀ていを真似まねた目元の化け粧しようをやめている。

　完全に彼女の心が帰き鼓こ廷てい……蒸む槻きから離はなれてしまった証あかしのように思えて、どきりとした。

「緋ひ宮みや？」

「……ごめん、なんでもない」

　訝いぶかしげに首を傾げる白雨さんの横には、従者に変装した滸こ楽らくの男性がいる。

「二人だけで大だい丈じよう夫ぶ？　私も一いつ緒しよに都まで偵てい察さつに……」

　言葉の途と中ちゆうで、二人に怖こわい顔をされた。彼らはこれから陽よう都とに潜せん入にゆうし、二つの廷がどんな状態なのかを探さぐってくるつもりだ。でも不安でたまらない。

「廷側も私たちが偵察にくるだろうと予想してる……だから絶対に見張りの数を増やしてる……都近辺にも兵を隠かくしてる……」

「緋宮、そんな急にげっそりとやつれた顔をするな」

　本気で心配しているのに、暢のん気きな白雨さんは私の様子を見て、ぷっと吹き出した。

　私の隣となりにいた遠とお凪なぎさんや、白雨さんらを見送りにきた数人の滸楽も苦く笑しようしている。

「だが、清きよ姫ひめの懸け念ねんも道理。都は警けい戒かいをしているはず。わたしも、ともに行けば──」

「緋宮も遠凪も、駄だ目めだといっている。蒸槻が最も捕ほ縛ばくしたい二人だろうに」

　白雨さんが呆あきれ顔で言った。遠凪さんはなぜ、私に八つ当たりの目を向けるんですか。

「危険はわかっている。だが、そうであっても躊躇うわけにはいかない。私たちは数が少なすぎる。囚われた滸楽や伊織たちを救うのはいいが、どこに監かん禁きんされているかすら摑めていない。帰鼓廷、あるいは回かい絽ろ廷てい、どちらかの内情に明るい者の手助けが必要だ。できれば緋宮の屋や敷しきに仕えていた神かみ女めや、私の剣けん部ぶの者に近づきたいんだが……」

　白雨さんは考え深げに言い、かぶり物の位置を直した。

「とにかく、向こうの状況を知らねば、次の策も浮かばない。半月かけずに戻もどってくるから、案ずるな」

　こっそり尾び行こうしようか苦く悩のうする私に笑って、白雨さんは司し狼ろうに跨またがった。滸楽の男性もそれに倣ならう。この司狼は、津つ杙ぐいで俱く七な帝ていたちと対戦したときに、どさくさに紛まぎれて奪うばったんだとか。滸楽の皆みなさん、なかなかのやり手だ。

　二人を見送ったあと、遠凪さんが小さく溜ため息いきを落とした。

「半月か。さて、あの者どもだけではなく、我らも蒸む槻きの人間に見つからぬよう気をつけねば」

「うん……」

　遠凪さんは懸念を含ふくんだ目で、二人が旅立った方向をじっと見つめた。きっと心配しているんだろう。

「無事に帰ってくるよね？」

「……そうだな」

　遠凪さんの表情に、引っかかるものを覚えた。なんだろう、二人の身を案じているっていうだけじゃない気がする。

「遠凪さん？」

「──あの女は、なぜ緋剣の地位にいながら蒸槻をああも憎んでいる？」

「え？　白雨さんのこと？」

　どちらかと言えばずばずばともの申すタイプの遠凪さんが、珍めずらしく言葉に迷う顔をした。

「まるで……我ら滸こ楽らくのように、人を疎うとんじているのではないか？」

「それは」

　なんと答えていいか、悩んでしまう。

「ええと、白雨さんは人嫌ぎらいっていうか、男性が苦手なんだ」

「そうなのか？」

　ちょっと意外そうに聞き返され、むしろ私のほうが驚おどろいた。

「男嫌いには見えぬが。滸楽の男とは普ふ通つうに話をしている」

　言われてみればそうだ。

　ううん、男全ぜん般ぱんが嫌いっていうのとは少し違ちがうか。過去にたくさんつらい経験をしているから、それを思い起こさせるような横暴な振る舞まいをする人が憎いのかもしれない。

「でも、白雨さんがどうかした？」

「いや──随ずい分ぶんと我らに親身になってくれると」

「もしかして、白雨さんが態度を偽いつわっているんじゃないかって疑っている？　違うよ、本心から滸楽のみんなのことが……」

「ああ、違う。白雨が策を弄ろうし、その邪じや念ねんを隠して我らに近づいたなどとは思っておらぬ」

　遠凪さんはすぐに私の言葉を否定した。

「じゃあどうして？」

「どちらが先なのかと考えただけだ。人への怨うらみが我らに肩かた入いれさせているのか、それとも我らに対する親しみが、人への怨みを駆かり立てているのか」

「……それは、大きな違いなの？」

「違わなければいいと思うが。だが、あの者が今後辿たどる道が変わるくらいには、重要ではないか」

　私は啞あ然ぜんとした。遠凪さんは冗じよう談だんを言っているふうには見えない。

　滸こ楽らくへの好意。人への憎にくしみ。どちらが先か後かで、そんなに違う？

　正直、遠凪さんの懸念がぴんとこなかった。どっちにしろ到とう着ちやく点は同じに思える。

「もしも憎ぞう悪おが先ならば、冷静であり続けるのは難しい」

「……どういう意味？」

「いや……いい。わたしは物事をまず疑う癖くせがついている。案じる必要はないのだろう」

　私の視線に気づき、遠凪さんは首を振ふった。なにかをごまかすように、甘く微笑ほほえむ。

「清姫」

「う、うん」

「言うのが遅おそくなった」

「なにを？」

　この楽しげな表情を見れば、不ふ吉きつな話じゃないってわかるけれど……違う意味で警戒が生まれるんですが。

　遠凪さんがわずかに身を屈かがめ、私を覗のぞき込む。

「会いたかったぞ、清姫」

「……もー！　遠凪さん、私が動どう揺ようするのを楽しまないで！」

　横を向き、袖そでで口元を押さえて笑い悶もだえる遠凪さんを、滸楽たちがびっくりしたように見つめた。
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　それから私たちは、白雨さんが戻ってくるまでのあいだ、集落で目立たないよう過ごした。

　雪が舞い散る寒い日の夕方のことだった。

「寒……」

　私は許可された範はん囲いで集落内を散策した。蒸む槻きの雪も、日本と同じように冷たい。

　のんびりしている場合じゃないのに、行動を起こせないこの状じよう況きようがもどかしい。

「碁ご子こちゃんは冬とう眠みん期間に入ったし……」

　呼び出せば来てくれるけれど、無理をさせると碁子ちゃんの寿じゆ命みようを縮めてしまう。

「椰や真まちゃんもまだ来ない」

　木もく柵さくの上に積もった雪を取り、軽く握にぎりつぶす。

「伊織は無事でいるのかな。胡こ汀ていは……大丈夫だよね？」

　深く溜息をついたとき、背後から、ばさっと肩かたに羽織をかけられ、飛び上がりそうになった。

「清姫、薄うす着ぎで歩き回るな。……わたしが皆に叱しかられる」

　振り向くと、しかめっ面つらの遠とお凪なぎさんが立っている。

「毎日、伊織だの胡こ汀ていだの……、清姫は他ほかの名を知らぬのか？」

　指の先で、うりうりと額をつつかれる。

　──胡汀も、遠凪さんの名前を口にしたら、嫌いやそうにしていた。

　それを思い出し、私はしょげた。

「ねえ遠凪さん」

「なんだ」

「囚とらわれた滸こ楽らくたちも、無事でいるといいね」

　大事な人たちが苦しい思いをしていないか、それを考えるだけで息が詰つまる。

「……無事だろう」

　遠凪さんはなんでもないことのように囁ささやいた。虚こ空くうを見み遣やる瞳ひとみには、祈いのる色があった。

　朝、昼、晩の散策に、遠凪さんも付き合ってくれるようになった。

　数日後からは、洲す沙さも。この時間、皆の無事を祈って歩く。

　──勿もち論ろん、陽よう都との偵てい察さつに向かった白雨さんたちの無事も。

　宣言通り、白雨さんは半月も待たずに戻ってきた。想像していたよりもずっと早い。

　疲つかれた顔で旅装しよう束ぞくを解ほどく白雨さんの手伝いをしながら、私は胸むねを撫なで下ろした。

　よかった……怪け我がとかはしていないみたい。

　同行した滸楽の男性も無事だ。彼のほうも今、別室に移っている。

　着き替がえ後、囲い炉ろ裏りのあるあたたかな部屋へと向かう。そこには既すでに他の滸楽たちも集まっていた。薪たきぎが赤く燃える囲炉裏のそばに腰こしを落ち着け、まずは労ねぎらうための濁にごり酒を二人に渡わたす。

　白雨さんが飲み干したのを見てから、私は口を開いた。

「今日は身体からだを休めて、話は明日にしようか？」

「……いや、かまわない。いい報しらせを持ってくることができなかったから」

　滸楽たちの目が白雨さんに集中する。

「でも、無事に戻もどってきたことが、一番のいい報せだよ」

　ほっとしながらそう言うと、白雨さんは一いつ瞬しゆん、顔を強こわ張ばらせた。感情がこぼれそうになるのを我が慢まんしたように見えた。

　空になった椀わんをゆっくりと板いた敷じきに戻し、白雨さんはぎこちなく座り直した。

「──それで、陽都には潜もぐり込めなかったのか？」

　遠凪さんの質問に白雨さんはびくりと肩を揺ゆらした。なにかに怯おびえているみたい？

「……山の各所に剣けん士しが潜せん伏ぷくしていたんだ。それでもやつらの目をかいくぐってなんとか都の手前まで近づいたんだが……変装程度ではとてもごまかせない数の裳も士じがその一帯に置かれていた。あきなしたちの列に紛まぎれようとしても、証あか石いしの改めで引っかかってしまう」

　物々しい警備だったらしい。無理やり潜せん入にゆうせずに戻ってきたのは正しいと思う。

「もう一度、日を置いてから行ってみようと思っている」

　収しゆう穫かくがなかったことに責任を感じているんだろう、沈ちん鬱うつな表情で白雨さんはそう結んだ。潜入に同行した滸こ楽らくの男性も、困った様子で俯うつむいている。

「しばらくは動くな。大気が重くなっている。そろそろ吹雪ふぶく」

　遠凪さんは片かた膝ひざを立てて座り直したのち、低い声で言った。

「冬とう帝ていが力を振るう日が続くだろう。そういうときは、さすがに我らの力も及およばぬ」

　大雪のことを、まるで命ある者のように言う。蒸む槻きの生活に馴な染じんできたのは確かだけど、ふとした瞬しゆん間かんに、感覚の違ちがいを発見し、不思議な気持ちを味わう。

「吹雪が……」

　白雨さんはどこかぼうっとした顔で呟つぶやいた。短くなってしまった髪かみを見て、私はつい手を伸のばした。雪の色だ。清らかで、きれい。

　指先に触ふれた瞬間、白雨さんは我に返ったように私を見た。

「ああ、緋ひ宮みや……ぐっと大気が冷えるに違いない。あたたかくして夜を過ごさねば」

「白雨さんもだよ？」

「私は──いいから」

　儚はかなげに首を振る白雨さんに、なんだか胸が痛くなった。すごく疲れているみたいだ。

「今日はもう休んだほうがいいよ」

「……ん」

　手を引っ張り、立ち上がらせる。今度は素す直なおに従ってくれた。遠凪さんも滸楽たちもとめようとはしなかった。白雨さんには休息がなにより必要だと思ったんだろう。

　この日の夜、私は強ごう引いんに白雨さんと一いつ緒しよに眠ねむった。疲ひ労ろう感かんを漂ただよわせている白雨さんには少し悪いなあと思ったけれど、こうして誰だれかと寄り添そいながら眠ることができて、嬉うれしかった。

　緋宮として帰き鼓こ廷ていで暮らしていたときは、広い居室に一人だったし。

　──胡こ汀ていたちは無事だろうか？

　白雨さんの体温をすぐそばに感じながら、密ひそかに祈る。無事でいますように。

　伊織たちはどこに監かん禁きんされているのか。これから自分はどうなるのか。本当に緋宮の座を春日さんに渡すことになるのか。朝火さんに洲す沙さの話をどう伝えたらいいのか。

　それに、神世の謎なぞ。俱く七な帝ていの秘密。悩なやみは、山のようにあった。

「──緋宮」

　唐とう突とつに、白雨さんに呼びかけられた。掠かすれたその声に、眠りの気配はまったくない。

　夜に怯える子どもみたいな声だ、なんて変な考えが頭に浮かんだ。

「明日……もしも、まだ冬帝が猛もう威いを振るわぬようだったら、ちょっと散策しようか」

「うん」

　私は即そく答とうした。ずっと緊きん張ちようし通しだっただろうから、気分転てん換かんがしたいんだろう。

　散策をしてリフレッシュできるなら、いくらでも付き合う。

「まだ雪が降らないといいね」

「──」

　返事は、なかった。
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　翌日。皆みなと朝食をすませたのち、私は白雨さんとともに家屋を出た。

　すっきり晴れたとはとても言えない白い空。雲の位置は低く、今にも雪の破は片へんを落としそうな気配だ。でも散策するには問題ない。今後の計画についての相談はお昼からにして、雪が降り出す前に集落の近辺を歩くことにする。

　見回りも兼かねてるのでちょうどいいだろう。これまでの毎日の散策で、歩き慣れているし。

　昨夜から物もの憂うげな様子が続いている白雨さんと手を繫つなぐ。

　小川に水を汲くみに行っていた滸こ楽らくの男性が向こうからやってきた。私たちに気づき、少し迷う顔を見せる。念のために護衛についたほうがいいだろうか？　というように。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。そう遠くへは行かない」

　白雨さんも彼の迷いに気づいたようで、軽く答えた。
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　うん、白雨さんが一緒だから安心だ。私も小さく手を振ふった。滸こ楽らくの男性が微笑ほほえみ、頭を下げた。小川側ではなく、幹肌はだが竹に似た高い木々が密生しているほうへと向かう。

　再び無言になってしまった白雨さんを振り向き、私は目を吊つり上げた。

「ダメだよー、薄うす着ぎ！　身体からだ壊こわしちゃうよ」

　白雨さんってば、冬の羽織を一枚肩かたにかけているだけだった。

　もっと早く気づいてあげればよかったと自分の鈍にぶさを恨うらめしく思いつつ首から毛皮を外す。

　あ、なんだかこれ、既き視し感かんがあるなあ。しかめっ面つらの遠とお凪なぎさんの姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

「……緋宮」

「女性は身体を冷やしちゃいけません」

　背せ伸のびをして、白雨さんの首に毛皮を巻き付ける。私のほうは、毛皮の下にさらに領巾ひれもぐるぐると巻いていたので、寒くない。

　遠凪さんの注意を受けて以来、ちゃんと厚着を心がけているもんね。

「うちの緋ひ剣けんは自分のことになると無む頓とん着ちやく……」

　私がきちんと目を光らせねば！　と熱く誓ちかう。

　白雨さんは自分の首に巻かれた毛皮を指先でもふもふと撫なでて、ふいに眉まゆを寄せた。顎あごを埋うずめるようにして俯く。

　私は密かに動どう揺ようした。

　白雨さん、調査に向かったのに成果なしだったことをまだ引きずっているんじゃないか。

「そ、そうだ。ここ数日でぐんと寒くなったでしょう？　で、この前、滸楽の男性に、いい毛皮だねって言ったら部屋の隅すみまで逃にげられたんだけど。私そんな……少ししか毛を刈かるつもりじゃなかったのに……」

　これは実話だ。その日は、遠凪さんからも天敵を見るような厳しい顔をされた。怯える洲す沙さを私に絶対近づけないようにしていたし。

　白雨さんはぎこちなく微笑んだ。真っ白な空と相まって、痛々しいほどに儚く見える。

「緋宮」

「うん！」

「向こうへ行ってみようか。陽よう都とからこちらに戻もどってくる途と中ちゆう、冬の花が咲さいているのを見つけたんだ。……まだ、散っていないと思う」

「本当？　飲み物にできる冬の花ならいいな」

　真っ先に飲食用にすることを考えた私に、白雨さんが微び妙みような顔をした。確かに乙女おとめらしくないと気づき、愛あい想そ笑いを浮かべてごまかしながら白雨さんの手を引っ張る。

「どの辺？」

「ああ、そちらじゃなくて。あの、大岩の向こうに……」

　途中から白雨さんに先導される形で進む。雪のまじった地面を踏ふむたび、さくさくと音がした。静せい寂じやくを深める足音だ。なんとなく振り向くと、いつの間にか結構歩いていたらしく、集落の建物が木々の間に小さく見える程度になっていた。

　この時季ならもう野生の獣けものたちは冬とう眠みんに入っている。滸こ楽らくたちの調査の結果、近きん隣りんには他ほかに集落もないってわかっているし。朝食前に、この一帯に異変がないかも調べてもいるので、そう警けい戒かいする必要はない。のどかなのか緊きん迫ぱくしているのかわからない日々だ。

　──早く滸楽の皆や胡こ汀てい、伊織を取り戻さないと。

　とくに心配なのが囚とらわれた滸楽の身だ。嫌いやな話だけれど、既すでに処しよ刑けいされていてもおかしくない。

　処刑。私はそんな残ざん酷こくな言葉をぱっと思いついた自分に苦しくなった。

　この前も、斬ざん首しゆ、って言葉が違い和わ感かんなく閃ひらめいた。胡汀が以前言っていたように、この世はむごい。どんなに嫌がり、泣き喚わめいても、現実はびくともしない。

　溜ため息いきを落としそうになったときだ。

「ねえ緋ひ宮みや」

　白雨さんが、繫いでいた手に力をこめた。

「緋宮は、滸楽を好き？」

　足をとめかけた私に、歩き続けるよう小さく促うながす。

「人と、どちらが好き？」

　なぜかふと、白雨さんたちが陽都に向かったあとで遠凪さんから言われた言葉を思い出してしまった。

　滸楽への好意。人への憎にくしみ。どちらが先か後かで、今後辿たどる道が大きく変わってしまうんだって。なんて答えるべきか迷った。緋宮としてか、知夏という私個人としてか。結局正直に自分の考えを打ち明けることにした。

「どっちにも『好き』と思うとき、反対に『酷ひどい』って思うときがある。どちらかがより好きなのかは、立場が違いすぎるから比べられないよ」

「……では、どちらを選ぶ？」

　今度こそ足をとめてしまった。

　白雨さんも一いつ旦たんは立ち止まって私を見つめたけれど、すぐに手を引いて歩き出す。私もつられて、足を動かした。なんだか今日は、凍こごえるほど寒く感じる。

「その選ぶっていうのは……緋宮への質問？　私個人？」

「──」

　白雨さんは頑かたくなな横顔を見せ、私の質問を置き去りにするかのように足を速めた。

「白雨さん」

　よろめきそうになって、慌あわてて白雨さんを呼ぶ。

　急に、摑つかまれている手の力が強いように思えて、焦あせりが生まれる。

「白雨さんっ、待って。歩くの、速いよ！」

　どうしてだろう……腹部でぞろりと陽ひ女め神がみの力が蠢うごめいている。

　──私、警戒しているの？　白雨さんに？

「ねえ、白雨さん！　集落からちょっと離はなれすぎだよ、もう戻ろう！」

　振り向いても、竹のような木々に遮さえぎられて既に家屋は影かげさえ見えなくなっている。

「……花は、見ないの？」

　白雨さんはぽつりと尋たずねた。ほとんど引っ張られる形で進んでいたから、今彼女がどんな顔をしているのか、確かめることができない。

「そ、それは少し残念だけど、ほら、雪が落ちてきた。帰らないと遠凪さんたちが心配する」

　空から降る白いかけらは、見る間に重たげな牡ぼ丹たん雪ゆきへと変わった。

「でも、すぐに着くから」

　雪に霞かすむ白雨さんの白い髪かみ。なぜ短く切るはめになったのかを思い出して、突とつ然ぜん泣きたくなった。

「白雨さん──道を、間ま違ちがってるよ。こっちは陽都に向かったときに通ったところじゃない」

　言わなきゃよかったんだろうか。

　白雨さんは、ぴたりと足を止めた。

「緋宮……」

　震ふるえた声だった。

　私って酷い人間だ。白雨さんが薄着をしていることにはすぐに気づかなかったくせに、違和感だけはずっと抱いだいていた。彼女の様子がどこかおかしいって。

　それを、調査が失敗したせいだと無理やりごまかしていた。

「緋宮、どうして？　もっと早く、指し摘てきすればよかったのに」

　握にぎったままの白雨さんの手に、力がこもった。

「散策なんてしたくないって言えばよかったのに」

「白雨さ……」

「花なんて見たくないって言えばよかったのに!!」

　白雨さんが、空いているほうの手でぐしゃりと自分の前まえ髪がみを握り締しめた。

「もっと早く雪が降っていれば！　私なんかを信用しなければ!!」

　──白雨さん。

「馬ば鹿かじゃないの、私は卑いやしい遊女なのに信じるなんて！　噓うそが得意に決まってる、この口で男を騙だましてきたんだから。卑ひ屈くつな性しよう根ねがそうそう容易たやすく変わるはずがない。向こうの水が甘ければ、すぐさま鞍くら替がえするような女なのに！」

「違う、違う、白雨さんはそんな人じゃない」

　白雨さんは勢いよく私を突つき飛ばした。

　雪でぬかるんだ地面に足を取られ、私はべたっとその場に座り込んでしまった。

　茫ぼう然ぜんと固まる私を見て、白雨さんが我に返ったように目を大きくした。

「あ……緋宮……、緋宮」

　途と端たんに狼狽うろたえ、泣きそうな顔になって私に両手を伸のばす。そのときだ。

「──よかった。きちんと知夏様を連れて来てくださったんですね。さすがは白雨様」

　若い女の声がした。木こ陰かげから、誰だれかがゆらりと姿を見せる。

　白雨さんが、弾はじかれたように手を引っ込めて振ふり向いた。私も、ぎくしゃくと視線だけを動かし、その人物を目に映した。

「どうして──咲さく耶やさんがここに」

　白雨さんの部下の、咲耶さんだった。剣けん士しの衣装の上に、たっぷりと毛皮のついた艶あでやかな紫むらさきの羽織をまとっている。

「お久しぶりでございます、知夏様」

　名前で、呼ばれた。

　それはつまり、私を緋宮と見ていないっていう証しよう拠こだった。

　咲耶さんはにっこりと朗ほがらかな笑えみを見せた。

「どういうこと……？　白雨さんは陽都に入れなかったんだよね？　でも咲耶さんとは連れん絡らくを取れたの？」

　咲耶さんは軽い足音を立ててこっちに近づき、私の前に身を屈かがめた。なんだろう……この咲耶さんの強気な表情。春日さんを思い出してしまう。

「はい、そうですよ知夏様。陽よう都との間ま際ぎわまで来られた白雨様を、私が偶ぐう然ぜん発見しました。ちょうど見回りに出向いていたときのことです。他の者でなく、私でよかった」

　私は目をぱちぱちとさせた。まだよく状じよう況きようを把は握あくできない。

　──ええと、幸運だったと思っていいんだよね？　回かい絽ろ廷てい側の人間にもし見つかっていたら、白雨さんたちが無事に戻ってこれるはずがないんだもの。

　でもなぜ咲耶さんがここにいるんだろう。他には誰もいないようだけれど……もしかして、咲耶さんが伊織や胡こ汀ていたちの捜そう索さくに手を貸してくれるの？

　私は戸と惑まどいながら二人を見比べた。咲耶さんがくすりと笑った。

「なんていうのか……多少は心が痛みますね。知夏様は白雨様に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せておられるんですから」

「私の、緋ひ剣けんだもの」

「緋剣。でも、もう違うでしょう？　あなたは緋宮じゃなくなった」

　なんの感かん慨がいもなく当然のように告げた咲耶さんの顔を凝ぎよう視しする。

　見み逃のがしてもおかしくないようなほんの一いつ瞬しゆん、仄ほの暗ぐらい優ゆう越えつ感が咲耶さんの目によぎった。

　心臓が異様な速さでどくどくと動いている。

　違うんだ……咲耶さんは協力者じゃない。さっき、私を名前で呼んだじゃないか！

　私は膝ひざの上で拳こぶしをにぎった。すると咲耶さんがめざとく気づき、さするように私の拳の上に手を置いた。その手は温かく、湿しめっていた。

「帝みかどがね、知夏様にどうしてももう一度、お会いしたいのですって」

「俱く七な帝ていが？」

「あなた様が欲しいのだと、恋れん情じようのかけらもない口調でそうおっしゃった」

　咲耶さんは笑みをたやさず言った。

「まれびとであられるからなんでしょうか、とくに好いてもおらぬのに、やけに執しゆう着ちやくされているご様子。貴き者の考えなど、私にはわかりませんが……」

　ぽんぽん、と友人に対するような気軽な仕草で私の拳を叩たたく。そして、無理やり腕うでを摑み、立ち上がるよう促うながした。

「知夏様が来てくださらねば、捕とらえている滸こ楽らくの者を処しよ刑けいすると言われてるんですよ」

　私は愕がく然ぜんと咲耶さんを見た。視線をすぐに、棒立ちになっている白雨さんへとずらす。

「本当にきわどいところだったのですよ。なぜ帰き鼓こ廷てい仕えの私が陽都の外に出ていたと思います？　滸楽の男を一人、処刑するつもりだったのです。当番だったんですよ」

　白雨さんの身がわずかに震えた。

「あなた方が近くで見ていると想定して、毎日一人ずつ処刑せよ、ってご命令ですもの。私たち帰鼓廷側の人間にわざわざ殺させて、より心に訴うつたえる作戦です」

「そうやって……私をおびき出す気だったの？」

「ええ。俱七帝いわく、知夏様は情に訴えれば必ず姿を見せるだろうって。この場合の情は、無論、『非情』という意味ですよ」

　私は再びへたりこみそうになった。加減のない手で咲耶さんがそれを阻そ止しする。

　──ああ、それで。

　白雨さんは人間のしでかす残ざん酷こくさに怨うらみを募つのらせた。それと比例するように滸楽への好意も増した。どうしても、滸楽たちを助けたくなった。だから。

　私を、裏切るほうを選んだんだ。

「でも、姿を見せたのは白雨様でした。そこで取引をしたんです。滸楽を見逃すかわりに、知夏様を引き渡わたすようにって」

　私はとっさに咲耶さんを睨にらんだ。彼女はまるでこたえた様子もなく、肩かたをすくめた。

「白雨様は随ずい分ぶん、知夏様を引き渡すことに苦く悩のうされてましたのでね、ここまで同行させてもらいました。今まで世話になりましたから、恩返しとして一夜の猶ゆう予よをあげたのです。私だって、そのくらいの寛かん容ようさは持ち合わせていますからね。ああ、寒かった。獣けものの洞ほらがなければ凍こごえてしまうところでしたよ」

　咲耶さんは、ちらりと空を見上げ、苦く笑しようした。

「さあ、行きましょう知夏様。そろそろ集落にいる滸こ楽らくたちが、捜さがしにきてしまうかもしれませんし。白雨様も、彼らのもとへ早く戻もどったほうがいいんじゃないですか」

「──待て」

「あら、駄だ目めですよ白雨様。今いま更さら知夏様を返せと言っても」

　白雨さんがどこか覚おぼ束つかないような足取りで私に近づいた。

「緋ひ宮みや、私は……滸楽を、助けたくて」

「……うん」

「どうしても、助けたくて」

「うん」

「人間どもが、こんなむごい真似まねをするから……っ」

　佐基さんの声が突とつ然ぜん蘇よみがえった。絶えず怨みに満ちた者たち。私を裏切るって。

　彼女の予言に、間ま違ちがいはなかった。

　──私じゃ、どんなにあがいても運命を変えられなかったってこと。

「白雨さん……急いで、皆みなと逃げて。この集落にもいずれ兵が来るよ」

「緋宮」

「心を、強くしてね。遠とお凪なぎさんは、少し怒おこるかもしれない。滸楽を救うためだったとしても、遠凪さんは案外真ま面じ目めなとこあるから」

「緋宮！」

　ぎゅっと白雨さんにかき抱いだかれた。震ふるえる腕が悲しい。彼女を恨うらむ気持ちはわかなかった。

「私は、なんていう真似を……っ、どうしてこんなことに!?　あぁ駄目だ、私は緋宮の剣けん、なのに曇くもってしまった、こんな……」

「──だから、今更後こう悔かいしてもいけませんって、白雨様。失望しちゃいますよ。あなたって、強くて美しい方だと思っていたのに、本当はまったく弱いんですもの」

　咲耶さんの呆あきれ声に、私は内心驚おどろいた。

　彼女は白雨さんのことを心底慕したっていたはずなのに、この冷ややかな言い草はなんだろう。

「おまえも緋宮の剣の一人だろう。なのにわずかも悩なやまず、人を裏切ることができるのか！」

　白雨さんは守るように私を抱だきしめたまま、低く叫さけんだ。

「……馬ば鹿からしい。あなたに私を責めることはできないでしょうに。こんなに信じていらっしゃる知夏様を結局はお捨てになったんですからね」

「おまえ……！」

　咲耶さんに摑つかみかかろうとする白雨さんに、今度は私が抱きついた。

「──咲耶さんは白雨さんの剣でしょう？　なんでそんな言い方をするの？」

　上司にあたる人間への口調じゃないし、あからさまに棘とげがある。

　咲耶さんは腰こしに片手を当て、見下す目をして薄うすく笑った。勝ち誇ほこったその表情の意味がわからない。

「もうね、あなたも知夏様もいらないんですよ。次代様が私を認めてくださいましたから」

「春日さんが……？」

「ええ。私が必要なんですって！　当然ですよね、私の父が、春日様を大事に育てていたそうですもの」

　私の父？

　瞬まばたきひとつののち、ぱっと一人の貴人の姿が脳のう裏りに浮うかんだ。妃きさきの座を望んだ架か々が裏りさんの訴えを遮さえぎるように、扇おうぎで顔を隠かくした人。そして、春日さんのそばにいた人。まさか。

「でも、咲耶さんのお父さんって──」

「母を騙だまし、捨てた男です。ええ、私の母は禁域の森の神しん殿でんで、架々裏様に最後までお仕えした女──知夏様、あなたが神殿を暴あばいたせいで行方ゆくえ知れずとなりましたがね」

　憎ぞう悪おがこもっているような、どこか淀よどんだ暗い目で咲耶さんは、私を見み据すえた。

　でもすぐに、不気味なほどの明るい笑えみを作る。

「春日様は……次代様は、私を姉妹も同然だとおっしゃった！　そうですよね、血のつながりはなくとも、同じ父を持っていることになるんですから。父もね、詫わびてくださった。これからは春日様に尽つくせって。だから、悪いんですけれども、知夏様のような薄うす気き味み悪わるいまれびと女め神がみにいつまでも従う気、ないんですよ。ふらふらとあっちこっちにいい顔をしたがる移り気な遊女にもね。所しよ詮せん、父に遊ばれるのがお似合いの女だったんですから」

　咲耶さんの自信の理由がわかって、私は眉まゆをひそめた。

　散々というほどに蔑さげすまれて十分怒いかりを感じたけれど、それ以上に咲耶さんに対して危あやういものを覚える。私、白雨さん、春日さん。より強い人に惹ひかれているんだろう。でも、誰だれの中身も見ていない？　ただ行動や立場だけで判断してる。

「さ、早く帰き鼓こ廷ていに行きましょう。こんなところで、もたもたするわけにはいかないんですよ。滸こ楽らくに見つかって殺し合いをするのも面めん倒どうだし」

　咲耶さんは吐と息いきを落とすと、自分の懐ふところからなにかをさっと取り出した。

「ほら知夏様。これがなにか、わかります？　帝から預かったんですよね。あなたにお見せすればすぐにわかるって」

　一いつ瞬しゆん、なにを差し出されたのか、わからなかった。

「──噓うそ、それ……」

　腕うで輪わだ。伊織の……宇う迦か迦かの神かみの腕輪!!

　とっさに手を伸のばし、腕輪を咲耶さんの手からもぎ取る。

　間違いない。本物だ。でも、二つに割られている。そのせいだろう、神じん力りよくを感じない。死んでしまっている──穢けがれ主ぬしの気を封ふうじる腕輪が！

「なんてことをしたの……！」

　目眩めまいがした。この腕輪を外されたら、伊織はどうなる？

「へえ、よほど大事な腕輪なんですね？」

　暢のん気きともいえる咲耶さんの問いかけに、答える余よ裕ゆうはなかった。

　伊織が穢けがれ主ぬしの気に負けてしまったら、大きな災わざわいが生まれかねない。

　もしかして、界が弱まったのはこれと関係があるんじゃないの!?

「行かなきゃ」

　伊織に一刻も早く腕輪を戻す。それが今、最も優先すべきことになった。次代の件や自分の立場、二つの廷の対立よりもずっと。

「帰き鼓こ廷ていに……ああ、待って。私の力だけじゃ足りないかもしれない。遠凪さんたちにも協力をお願いしないと」

　都が、伊織が、この先どうなってしまうのか、まったく読めない。

「白雨さん、急いで遠凪さんのところへ戻って説明を──」

「なに言ってるんです、知夏様」

　ぎりっと、異様に強い力で咲耶さんに手首を摑まれた。

「帰鼓廷に行くんですよ。私の話をちゃんと聞いてました？」

「あなたに話しても埒らちが明あかない！　どきなさい！」

　私は勢いよく彼女の手を振ふり払はらった。咲耶さんは一瞬、怯ひるんだ顔を見せたけれど、そんな自分に腹が立ったらしい。それ以上に、私にも。

　さっきよりもさらに強い力で腕うでを摑まれる。

「なに調子に乗ってるんです？　得体のしれないまれびとのくせに」

「まれびとだろうがなんだろうが、あなたと言い合っている場合じゃない。白雨さん、遠凪さんに大変なことが起きるかもしれないって、伝──」

「……私を、軽かろんじるの？」

　低い声とともに、乱暴に腕を引っ張られた。

　地に倒たおれかけた私を見て、白雨さんが手を伸ばそうとする。それより早く咲耶さんが、私を摑んでいる側とは逆の手で剣を抜ぬき、白雨さんにすばやく突つきつけた。

「白雨様は早くお逃にげになったほうがいいんじゃないですか？　私も暇ひまじゃないんですよ。ほら、そろそろ聞こえません？」

　咲耶さんは私たちを交こう互ごに見ると、どこか妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「音。剣けん士したちの、足音」

　彼女の表情に気を取られ、言われた意味がすぐにはわからなかった。

「まさか本当に、私がいつまでも仲間に報しらせを出さずにいると思ってたんですか？」

「剣士の足音……？　おまえ……！」

　白雨さんは顔を強こわ張ばらせ、咲耶さんを鋭するどく睨にらみ上げた。

「逃げる時間くらいは用意してあげたんですから感謝してほしいですよ。これでも、あなたを慕っていたことがあるんですから」

「白雨さん──早く戻もどって！　滸こ楽らくたちが捕つかまってしまう！」

　私は声を張り上げた。咲耶さんは噓を言ってはいないだろう。滸楽たちを一いち網もう打だ尽じんにできるよう、この近くまで密ひそかに仲間を連れて来ている。

「尾び行こうさせたのか？　だが道中、そんな気配はなかった！　同行した滸楽だって、咲耶の気配以外はないと……」

「滸楽は人より匂においに敏びん感かんでしょうが。真後ろに仲間をつけてたら、すぐに気づかれますって。道中にしるしをつけてきたんですよ……もっと早く仲間が駆かけつけてくれる予定だったんですけどね。途と中ちゆうで雪が降ったせいで、しるしがわかりにくくなったのかな」

　それがこうして、剣士たちの半日分のロスに繫つながったんだ。

「なら、おまえは元々滸楽たちを見み逃のがすつもりなど──」

「あるわけないでしょ？」

　白雨さんがきつく目を瞑つむった。

　それから瞼まぶたを開き、激しい怒りが塗ぬり込められた瞳ひとみで咲耶さんを見つめる。手のひらから一息で取り出された特とく殊しゆな隼はや鉄てつの剣けん。咲耶さんを斬きるつもりだと気づいた。

「白雨さん、待って！　滸楽たちに知らせないと！」

「……緋ひ宮みや」

「いいから！　早く！」

　戦いに時間を費ついやす余裕はない。早く滸楽たちを遠ざけないと、全員捕まってしまう。

　咲耶さんがここで白雨さんを足止めすることはないだろう。そのあいだに私を逃がしてしまう危険がある。滸楽討とう伐ばつと、私の確保。どちらかを選ぶとしたら当然、元緋宮の私のはずだ。

　白雨さんが唇を嚙かみ締しめ、私を見つめた。いくつもの感情が揺ゆれる瞳だった。

　滸楽のもとへ急ぐべきか、それとも咲耶さんと対たい峙じすべきなのか、激しく葛かつ藤とうしている。

「早く!!」

　怒ど鳴なりつけると、白雨さんは打たれたように身を揺らし、駆け出した。

　彼女の姿はすぐに木々の向こう、そして雪の幕の向こうに消えた。

「あーあ、残念。滸楽も捕ほ獲かくできたら大おお手て柄がらになったのに」

　咲耶さんは私の腕を強く摑つかみ直すと、大きな溜ため息いきをついた。

「でも知夏様を奪うばえたんだし、よしとしますか」

　そう笑って、私の髪かみに手を伸ばす。雪をさっと頭の上から払ってくれる。少しのあいだ、咲耶さんと見つめ合った。彼女は初めて私を見たとでもいうように、物もの珍めずらしげな目をした。

　耳に、多数の獣けものが駆けつけてくる音が届く。

　司し狼ろうに乗った剣士たちだろうと思った。
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　雪の降る中、私は咲耶さんと剣士の一団に連行される形で陽よう都とへの道を辿たどった。

　逃とう亡ぼうを恐おそれてか、一頭の司狼に咲耶さんと二人乗りの状態だ。

　後ろに座っている咲耶さんを少し振り向く。

「……私の緋ひ剣けんたちは、無事なの？」

「んー、それって私が答えてもいいのかな。言うなとは命じられていないし、いいか。伊織様がどうなっているのかは知りませんが、朝火様は無事ですよ。あの方はだって、知夏様より春日様をお選びになったんだもの。当然ですよね」

　朝火さん。私は溜息を堪こらえた。憎にくしみに彩いろどられた眼まな差ざしが蘇よみがえる。それから、次し第だいに打ち解けて、嬉うれしそうに笑う姿も。見た目とは裏腹に、熱い魂たましいを持つ人だ。

　──洲す沙さの話を、どうにかして朝火さんに教えないと。

　でもこの咲耶さんに伝言を頼たのむ気にはなれない。

「ああ、あと知夏様が大変お気に召めしていた胡こ汀てい様ですけどね」

　知らず知らずのうちに身体からだが緊きん張ちようした。それが咲耶さんにもわかったらしい。

　からかいを含ふくんだ小さな笑い声が耳に届いた。

「あの人って、不思議ですね。知夏様に続いて春日様にもすごく執しゆう着ちやくされているんですよ」

「執着」

「ええ。胡汀様ったら一度、春日様を袖そでにして回かい絽ろ廷ていに乗り込み、知夏様を脱だつ出しゆつさせたんですよね？　普ふ通つうだったらそんな、他ほかの女のもとに駆けつけた男なんて許せないでしょ？　ましてや春日様は帰き鼓こ廷ていの女王となられる方。あれほど愛らしいのだし、男も女もよりどりみどりじゃないですか。なのに捕とらえた胡汀様を罰ばつすることなく、いつもそばに侍はべらしているんですよ」

「胡汀をそばに……？」

「無論、再び抜け出さないようにと、術を使えなくさせてますけどね」

　私は羽織の下で、拳こぶしを握にぎりしめた。多少の不自由はあるみたいだけど、胡汀は無事なんだ。

　──よかった……。

　安あん堵どのあまり、前のめりに突っ伏ぷしそうになった。

　それをせずにすんだのは、咲耶さんが続けた会話の内容が原因だった。

「胡汀様はまだ知夏様に義心を捧ささげていらっしゃるみたいですけどね。春日様のような方に健けな気げに想おもわれているんですもの、そのうち胡汀様も朝火様同様、緋剣の座を継けい続ぞくすることになるでしょうね」

「──え？」

「なにを驚おどろくんです？　胡汀様だって、所しよ詮せん男でしょ。かわいい方に愛され続ければ、なびいて当然ですって」

　脳のう裏りに、二人の寄り添そう姿が浮うかびそうになり、私は慌あわてて首を振った。黒い靄もやのような感情が胸のなかに広がる。

「知夏様、全部失っちゃいましたね？　可哀かわい想そう」

　これっぽちも可哀想だなんて思っていないだろう楽しげな口調だった。

　怒おこる気力はない。というより、怒ったら負けだ。

　頑がん固こに口を閉とざす私の様子がつまらなかったのか、それきり咲耶さんも無言になった。







　三日、雪は降り続けた。

　天も地も白一色。そのなかに、樹木の幹の色だけがぼんやりと人ひと影かげみたいにいくつも浮かぶ。

　雪がどんなに多くても、咲耶さんたちは行軍をとめなかった。

　滸こ楽らくの襲しゆう撃げきを恐れているのか、それとも天候が悪化して吹雪ふぶきに変わるのを懸け念ねんしているのか。

　剣士の数は四十を超こえる。滸楽の皆みなが、私を救出にくることはないはずだ。この人数ではいくらなんでも勝ち目がないってわかるだろうから。

　ほっとすると同時に、胸が締め付けられるものがあった。

　四日目。午後には一いつ旦たん、雪がやんだ。

　五日目、再びの大雪。吹雪く前まえ触ぶれかもしれない。

　まるで門のように半円状の大きな穴があいた断だん崖がいの下で咲耶さんたちは休きゆう憩けいを決めた。ここで一日を過ごすかどうかを相談している。私は両手を縛しばられた状態だった。崖がけ肌はだを背にして地面に直接座り、話し合いをしている咲耶さんたちをぼんやりと見つめる。

　寒くて、頭が鈍にぶっている。ここで凍とう死しすれば、なにもかも終わるだろうか。つらいことも。

　弱気な考えが浮かび、重い溜息が漏もれたときだった。

「……？」

　向こうの、雪にかすむ樹木の奥で、なにかが動いた気がする。

　錯さつ覚かくではなかったようで、咲耶さんたちもぴたりと相談をやめ、警けい戒かいの顔をした。でもすぐに驚きを浮かべ、鞘さやから抜ぬきかけていた剣をもとに戻す。

　数人の剣士が慌てた様子でばたばたとそっちへ駆けていった。

「あれは……？」

　私の呟つぶやきが、咲耶さんの耳に届いたらしい。身体ごとこっちに向き直り、肩かたをすくめる。

「──驚きましたよ、俱く七な帝ていの一団です」

「俱七帝が!?」

「本当に知夏様って、何者？　いくら元緋宮だからって、俱七帝自ら、わざわざ出で迎むかえにくるなんて」

　咲耶さんは眉まゆをひそめ、面おも白しろくなさそうに言った。

「それでなんですかね、春日様がやけに知夏様について、聞きたがるのは」

「春日さんが、私のことを？」

「胡こ汀てい様に固こ執しゆうしているのは、身なりの麗うるわしさに惹ひかれただけじゃなくて、知夏様が誰だれより寵ちよう愛あいされていたからでしょ。それで朝火様のことも気に入っていらっしゃるんだから」

「でも、伊織は、違ちがうんでしょう？」

「そりゃあ！　春日様は元々が高貴な生まれですもの。いくら知夏様が愛めでていらっしゃったとはいえ、あの方ばかりはねえ。犀さい鬼きなんでしょ？」

　冷たく言いのけて咲耶さんは顔を背そむけ、雪降る山の向こうから近づいてきた俱く七な帝ていの一行を出迎えにいった。

　司狼から降りてこっちに歩み寄ってきた先頭の男は、本当に俱七帝だった。耳当て帽ぼうを思わせるような毛皮のかぶり物、あたたかそうな長い羽織。後ろに控ひかえている剣けん士したちも、似た冬装しよう束ぞくをまとっている。

「──知夏。まことにあなたは困った人だ。すぐに鳥籠かごから逃にげ出してしまう」

　俱七帝は私の前までくると、微び妙みような表情を浮かべて吐と息いきを落とした。

　あの、俱七帝の宮がある区画に建てられていた廟びようは、鳥籠なんて可愛かわいいシロモノじゃない。

　思わず不ふ機き嫌げんになった私を見て、俱七帝は柔やわらかに苦く笑しようした。本ほん性しようを知らなければ、うっとりしそうになるくらいの整った表情だ。それがむしろ、腹立たしかった。

「この寒さだ、頰ほおが赤くなっているな。少し震ふるえているのでは？」

　心配そうに言って、地面に片かた膝ひざをつく。偽にせ物ものの慈いつくしみだ。騙だまされるつもりなんてないもの。

　顔を思い切り背けたあとでちょっと考え直し、私はゆるゆると視線を正面に戻もどした。

「──あれって……なに？」

　俱七帝の後ろに控えている剣士たち。さらにその後ろに異様なものが見えた気がした。俱七帝がちらりと振ふり向くと、剣士たちが道をあけるように左右に分かれた。私は目を凝こらした。

「……人？　人なの？」

　司し狼ろうに乗せられている異様な物。すぐに人だと断定できなかったのは、麻あさ袋ぶくろのようなごわごわした布を頭から腰こし辺りまですっぽりと被かぶせられていたためだ。

　でも、はみ出した足と、全体の大きさで、それが人間だってわかる。

「俱七帝……なんなの、あれは」

　全部で六人……七人？

　血の気が引くのがわかった。不ふ吉きつな予感しかない。

　剣士が、その人たちを司狼から無理やり降ろし、私のそばに跪ひざまずかせた。乱暴な手つきで彼らから麻袋をはぎ取る。

「──そんな……」

　見覚えのある人がいた。

　いや、人じゃない。

「──緋ひ宮みや様」

「洲す沙さの、お父さん……っ!?」

　津つ杙ぐいの地で、俱く七な帝ていたちに生け捕どりにされた滸こ楽らくたちだ！

　ぱっと閃ひらめいた。なぜ頭のいい洲沙が、叱しかられるとわかっていても遠とお凪なぎさんたちにくっついてきたのか。父親を捜さがそうと、必死だったんだ。

「俱七帝!!」

　私は声を荒あららげた。捕ほ虜りよだとはいえ、なんてひどい扱あつかいをするんだろう。

　薄うすい衣ころもの上に、裸足はだし。皮ひ膚ふが紫むらさき色いろに変わり、膨ふくれている。

　それに皆、肩のあたりに、釘くぎのようなものを打ち込まれていた。

　私がそれを凝ぎよう視ししているのに気づいてか、俱七帝がやや渋しぶ々しぶといった様子で説明した。

「途と中ちゆうでけだものの姿に変身し、逃げられては困るのでね」

　これって、滸楽の力を封ふうじる神具のようなものってこと。

「こんな……こんなことを、平然と……！」

　憤いきどおるあまりまともに口が回らない私を見て、俱七帝は興味深げな顔をした。

「……あなたは確かに、女め神がみに相応ふさわしい娘むすめだったのかもしれない。自身もこれから処しよ刑けいされるというのに、疑いなく慈じ愛あい深い」

「慈愛!?　俱七帝に、慈愛なんてわかるの!?」

　叫さけんだあとで、目眩めまいがした。もしも今、白雨さんに、滸楽と人のどちらが好きか──どちらを選ぶのかと聞かれたら。

　私は、人だけを選ぶ自信がなかった。

　自分の心を知り、全身から気力がごっそりと抜け落ちた。

　──もう私に、緋宮の資格はないんだ。

　春日さんの存在が問題じゃない。人に憎にくしみを感じた時点で、きっと緋宮に相応しくない。

「吹雪く前に、処刑を済ませたい。さあ──界の川へ向かうぞ」

「処刑──」

　その冷たい響ひびきに、私は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　命いのち乞ごいをしたいわけじゃない。でも代だい替がわりの儀ぎ式しきがすんでいないのに、ここで私を殺そうとするのはなぜだろう。まさか蒸む槻きの神々が、春日さんを認めたのか。

　私のもの言いたげな視線を無視して、俱七帝は颯さつ爽そうと立ち上がり、剣士たちに命じた。

　見守っていた咲耶さんが私の腕うでを摑つかんで乱暴に立たせた。

　そのとき、洲沙の父親と目が合った。どうしよう、なにか言わなきゃ。『すぐに助ける』って？　そんな現実味のない噓うそを言ってなんの慰なぐさめになるだろう。

　早く、早く言わないと！　伝えることがあるはず！

「──洲す沙さ、元気だったよ！」

　私は大声を上げた。

　咲耶さんが何事かと問うような顔を見せ、少し動きを止めた。

「相変わらず利口で、可愛かったよ！　他ほかの皆も、元気だった！」

　洲沙の父親は何度も深く頷うなずき、泣き笑いのような表情を浮うかべた。

　ありがとう、とそのひび割れた唇が動いた。
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　その後、今度は俱く七な帝ていと一頭の司狼に乗る形で雪道を進んだ。

「……さっき、界の川へ行くって言っていたけど、帰き鼓こ廷ていに連れ戻すんじゃないの？」

　私が質問したことに驚おどろいたのか、後ろに座っている俱七帝がわずかに身じろぎし、こっちをうかがう気配を漂ただよわせた。

「あなたには思いがけず信しん奉ぽう者がいるようだから、帰鼓廷に戻れば再びの反乱が起きかねない。人の心とは容易たやすく移り変わるものだ。乱を繰くり返すうちに、義がそちらへ動く恐おそれがある」

　溜ため息いきまじりに言うと、俱七帝は私の腹部の前で手た綱づなを握にぎり直した。

「あなたが私のもとから逃げ出したのはこれで何度目になると思う？」

　やや恨うらめしげな声に、むっとしたのは一いつ瞬しゆんで、思い返してみれば確かに私ってば危き機き一いつ髪ぱつのところでいつも逃のがれてきた気がする。帰鼓廷の宮で襲おそわれたときも、津つ杙ぐいで追われたときでも、廟に監かん禁きんされたときも。

　というより、この人が原因で何度も困難な状じよう況きように陥おちいったんじゃないか。

「大人しくしてくだされば、あなたに対してこのような仕打ちはしなかったものを」

「……帰鼓廷に戻らないんなら、どこへ？　それになんで滸こ楽らくたちまで連れ歩いているの？」

　俱七帝の言葉を無視して、さらに質問を重ねると、今度は彼のほうが少しむっとしたらしかった。取り繕つくろう必要がないからか、彼もだんだんと素すの態度を見せ始めている気がした。

「こうまで一人の娘にないがしろにされるとは。おのれがただの、力を持たぬ愚おろかな男に思えてくる」

　私は睨にらみつけてやりたいのを懸けん命めいに堪こらえた。

　初めから俱七帝をないがしろにしていたわけじゃない。

　むしろ出会った当初は、遠凪さんと顔が似ていながらも性格は正反対に見えて、親しみやすさを覚えたくらいだ。

「どこへ、連れて行くつもりなの？」

　繰り返し尋たずねてみても、答えは返ってこない。

　振り向くのは嫌いやだったので、私は質問を諦あきらめた。正面をひたすら見み据すえる。

　雪景色。どこまでもどこまでも、白い。

　絶え間なく降る細雪ささめゆきは、視野をかき消す霧きりのようだった。なんだか、もくもくとした分厚い雲海の上を進んでいるような錯さつ覚かくに陥る。ここは天上の世界、神々がおわす──そこまで考え、私は緩ゆるく首を振った。寒さで感覚がおかしくなっているらしかった。

　無言のまま半刻ほど進んだだろうか。

　急に、周囲の木々がまばらになった。水音がする。

　──川？　本当に界の川まで来たの？　なぜ？

　雪に意識を攪かく乱らんされ、正直なところ、地理的に今どのあたりを進んでいるのか把は握あくできていない。ただ、界の川が作られている場所は、決まっている。それは帰き鼓こ廷ていの管かん轄かつだ。

　陽よう都とを大きく囲む川が本流であり、勿もち論ろん呪法の要。そこから支流として幾いく本にもわかれていく。地形の問題もあって、本流とは繫つながっていない界の川も存在する。

　私は耳をそばだてた。さやさやとした感じじゃなく、水音が力強い。

　これは本流からきている川かもしれない。

　なぜ川に向かうのか、どうしても気になる。

　腹部に熱がたまっている。陽ひ女め神がみの力がなにかを訴うつたえているんだ。

　俱く七な帝ていを振ふり向こうとしたとき、川が目の端はしに映った。視線を戻もどし、しげしげと観察する。

　真っ白な大地に引かれた黒い線のような、太い川。どうどうと、響く音。

　北ほく斎さい画に描えがかれている波のような異様な荒いうねりを見せている。

　その懐なつかしいような恐ろしいような、一言では表現できない因いん縁ねんの黒川よりも、私は別のものに視線を奪うばわれてしまった。

「──九く支しさん？」

　帰鼓廷の祇ぎ官かん長である九支さん、装しよう束ぞくを揃そろえた十人ほどの祇官、護衛らしき剣けん士し、そして神かみ女めたちが川の手前に待機している。そばには小さな祭さい壇だんまで組まれており、凰おう蓋がいっていう大型の傘かさを立てて雪を遮さえぎっていた。

　彼らの格好を見て、腑ふに落ちた。ここで強ごう引いんになんらかの……私を緋宮の位から降格させるための儀式をやるつもりなんだ。

　帰鼓廷まで戻らないのは、さっき俱七帝が説明したように再び邪じや魔まが入るのを危き惧ぐしてのことかもしれない。

　雪のなかに佇たたずむ黒い装束の彼ら。まるで死神みたいだと考え、ぞっとした。あながち間ま違ちがいとはいえない。だってきっと、私はここで──。

「お待たせしたか」

　彼らの前で、俱七帝は司狼をとめた。先に降り、私に手を差し伸のべる。無視する気はなかったけれど、こっちを見上げる九く支しさんから目を離はなせず、動くことができなかった。

「九支さん」

　自分でも頼たよりない声だと思った。俱く七な帝ていの前では保てていた意地が、ほろほろと崩くずれていく。九支さんが深く溜息をつき、こっちに近づいてきて俱七帝に目をやった。

　苦く笑しようして下がる彼のかわりに、九支さんが手を差し伸べる。

　私はその手につかまって、雪の大地に足をつけた。

「……九支さん」

　もう一回、溜息を落とされてしまう。

「私──悪い緋ひ宮みやだった？」

　九支さんは答えなかった。ゆっくりとした丁てい寧ねいな手つきで、私の羽織の紐ひもを解ほどく。

　なにをされるかわかって、心臓の音が激しくなった。

「どうしても、駄だ目めだった？」

　肩かたから羽織を取り、今度は厚地の外衣の帯を外す。

「私……私、いつも、必死にやったつもりなの。自分ができることのなかで、最大限……、ま、間違うこともたくさんあったけど、それでも」

　腕からそっと滑すべり落とされる外衣。

　その、衣きぬ擦ずれの音に、身がぶるりと震ふるえた。

　私の怯おびえに気づいても、九支さんは手をとめなかった。

　一枚、一枚、衣ころもを奪われていく。

　そのたびに、祇ぎ官かんたちが次々と近づいてきた。

　羽織を受け取る者。

　帯を受け取る者。

　外衣を受け取る者。

　両手で恭うやうやしく受け、私を囲むようにその場に膝ひざをつく。

　──剝はがされる。穀物神の儀ぎのときのように。これも力の移り変わりを示す、儀ぎ式しきなんだ。

　それが、信じていた九支さんの手で行われている。抗あらがう気力も芽生えないほど大きく傷つけられた。

「……胡こ汀ていに、一回だけ、会いたい」

　とうとう薄うすい内衣一枚だけにされた。降る雪が、襟えりの隙すき間まに落ちた。

　雪のせいで、視野がかすむんだと信じたい。涙なみだじゃない。

「伊織に、会いたい。皆みなに、お別れを言いたい」

　こんな寂さみしい場所で、人知れず命を奪われるの？

　私は膨ふくれ上がる感情を堪えるため、胸の前で両手をぎゅっと握った。寒さと、恐ろしさ、それにもっとぐちゃぐちゃとした色々な思いのせいで、身体からだが小刻みに震えていた。

「お願い、九く支しさん」

　ぽたりと、襟をかき合わせるように胸の前に押し付けた拳こぶしの上に、自分の涙が落ちた。

「お願い……」

　神女が近づいてきて、私に花のついた枝を持たせた。

　ふと視線を上げると、その神女も泣いていた。私の宮に仕えていてくれた人だ。図と世よさんっていう、いつもははきはきとした頼りになるお姉さん。

　図世さんと、よく深夜の女子会をこっそりと屋や敷しきで開いた。私のせいで最近太ってきたと、ちょっと怒おこりながらも毎回必ず女子会にお菓か子しを用意してくれて……。

「図……」

　私の声を振り払はらうように、図世さんは顔を背そむけ、下がった。

　九支さんが片手で私の顎あごを取り、視線を自分のほうに向けさせた。

「──こたびの代だい替がわりを済ませるには、どうしてもあなたの犠ぎ牲せいが必要となる」

　涙を拭ぬぐってくれる指は優やさしい。この段階でも、まだ九支さんの裏切りを信じられないでいる。偽にせ者ものなんじゃないか、誰だれかに操あやつられているんじゃないのか。

　冷れい徹てつな表情のなかに、私は希望を探した。

「界に飛び込み、糧かてとなれ。あなたの怨うらみ、神じん力りよくが地に還かえり──新しん暦れきの種が生まれる」

　私の周りに跪ひざまずいていた祇ぎ官かんたちが一いつ斉せいにざっと離れ、整列した。

　かんっと、なにかを打ち付ける音。乾かん木ぼくだ。神女が続いて枝に取り付けた鈴すずを鳴らす。それを一定に、交こう互ごに繰くり返す。

　ふいに、俱く七な帝てい側の剣士が動いた。

　無理やり滸こ楽らくを引っ張ってきて、彼らを次々と川に突つき落とす。殉じゆん葬そうさせるために彼らを連れてきたんだ！

「やめてっ!!　私逆らわない!!　種が生まれるよう、祈いのるから！」

　私は枝を放ほうり出したあと、その場に跪き、両手をついた。乾木と鈴の音がぴたりとやむ。

「滸楽たちを逃にがして！」

　頼たのむ相手は九支さんじゃなく、俱七帝だ。この場において決定権を持っているのは、彼に違ちがいない。

　俱七帝は私の前で膝をつくと、本心から嬉うれしそうに笑った。

「ああ、やっとあなたは私を見てくれたようだ」

「俱七帝……」

「もっと早く私に従っていればこんな目には遭あわずに済んだのに。なんでも叶かなえて差し上げた。私の横で栄えい華がを極きわめ、日々面おも白しろおかしく生きることもできたのだ。あなたは愚おろかだな」

「お願い──言うことを、聞くから。二度と逆らわない、反乱も起こさない、だから」

　私は言葉を絞しぼり出した。雪を握にぎりつぶすように、地面にがりっと爪つめを立てる。今、彼らが殺されずにすむならどんなことでもできる。

「ああ、知夏。そのように悲痛な顔をせずともいい」

　俱く七な帝ていは慈じ愛あい深く微笑ほほえむと、片手で私の顎を上げさせた。優しい声こわ音ねに、少し期待をしたとき──。

「あなたがどれだけ懇こん願がんしようとも、彼らを皆、川に落とすのだから」

「俱七──」

　ばしゃん、と大きな水音が聞こえた。

　呼び止める間もなかった。

　洲す沙さの父親も、他ほかの者も……すべての滸こ楽らくが剣士たちによって川へと蹴けり落とされた。

　黒い川は、影かげも残さずに彼らを飲み込んだ。

　──これは……現実なんだろうか。

　雪が見せた幻まぼろしじゃないかと、私は必死に考えた。

　夢であってほしい、夢でないなら今すぐ奇き跡せきが起きてほしい。

　そうじゃないと、あまりに酷ひどい。

　蒸む槻きは、ここまで残ざん酷こくな世界なの？

　激しく波打つ黒い川から視線を引き剝がせない。無意識にそっちへ腕うでを伸ばしたとき、俱七帝が私の頰ほおに手を這はわせ、自分を見るよう促うながした。

「滸楽の怨みもすべて、この偉い大だいな蒸槻を護まもる界の糧とする。怨みが深ければ深いほど、界の強度も増すだろう」

　──怨み。

　私の抱いだく怒りに、陽ひ女め神がみの力が反応していた。

　この蒸槻の王が、嫌きらいだ……。

　憎にくい、とはっきり思った。そんな重く苦しい感情を自分のなかに植え付けられたことに、さらに憎しみが生まれた。

　俱七帝の手を振ふり払い、立ち上がる。

　私はまだ甘かったみたい。自分も非情にならなきゃ、百も千も死者が増えるっていうくらい、ここはむごたらしい世界なんだ。

「──恐おそろしくはないの？　沸わき立つほどの怨みの念で、護られ続けるなんて」

　俱七帝もゆっくりと立ち上がり、薄うす笑わらいを消して私を見下ろした。

「恐ろしいから嫌いやだ、などという稚いとけなさで、どんな災わざわいを退けられるという？」

　どこかで聞いたような言葉だった。

　少し考えて、私はつい微笑んだ。

　そうだ、この蒸槻に来たばかりの頃ころ。我が儘ままばかり言っていた私に、胡こ汀ていが似たような言葉を聞かせたんだ。ここでその言葉が返ってくるとは、本当に思っていなかった。

「……なにを笑う？」

「恐ろしいから、嫌なんじゃない。犠牲となる運命を他人に力ずくで押し付けているから嫌なんだよ。どうして、まず自分で犠牲にならないの？」

　高位の者だからとか、平民と違って大きな責任を負ってるから死ねないとか、そんなもっともらしい言葉、犠牲とされる者の耳にはただの狡ずるい言い訳にしか聞こえない。

「やはりあなたに、緋ひ宮みやのつとめは無理だったようだな。その頑がん是ぜ無ない様子では」

「緋宮のつとめって、滸こ楽らくを皆みな殺ごろしにして高位の人間だけ豊かに暮らせるよう祈ること？　だったら私、無理でいい」

「この言い草だ。滸楽こそ陽ひ女め神がみを最も苦しめ、犠牲にした災いの元だというのに──狭きよう小しような者には、目の前にある些さ事じしか見えないか」

　俱く七な帝ていは地面に転がっていた枝を拾い、私に無理やり握らせた。それから私の腕を乱暴に摑つかみ、川のほうへと歩く。

「しかし、正気のあるうちに界の一部となるほうが、なにかにつけ脆ぜい弱じやくなあなたにとっては楽だろう。その点は私に感謝をすべきだ」

　川の縁ふちで足をとめ、俱七帝は嘲ちよう笑しようした。

「任期を終えた緋宮の末路についてを、九く支しから聞いてはいまい。大たい抵ていは、神力の衰おとろえのせいで心身を病やむ」

[image: ]

　それは、ひの間の儀ぎ式しきを繰り返し、神々に狂くるわされるからじゃないか。

　私は後方に控ひかえている九く支しさんにさっと視線を投げた。

　目が合った瞬しゆん間かん、九支さんはその場に膝ひざを落とし、平へい伏ふくする。それを合図にして、祇ぎ官かんや神かみ女めらが再び乾木と鈴を鳴らし始めた。

　俱く七な帝ていもそちらへ顔を向けた。

　そのとき、ぽこんと足あし下もとの雪が膨ふくれ上がった。

　ぷみっと顔を出す小さな生き物──碁ご子こちゃんだ。「やあ、うるさいな！　わしらの冬とう眠みんを妨さまたげるのはどいつじゃ！……ぬぅっ知夏か……、わしら冬は苦手じゃ……」と寒そうに二羽わほど這い出てきて、すばやく私の足によじ上り、内衣の帯の隙すき間まに潜もぐり込んだ。

　碁子ちゃん！　こんなタイミングで出てくるなんて、ダメなのに！

　俱七帝がこっちに視線を戻もどした。碁子ちゃんの存在は、どうにかバレずにすんだみたいだった。

「神じん力りよくを保ったまま任期を終える緋宮など、まずいない。緋宮の名めい誉よを保つため、離り宮きゆうで暮らしているなどと外の者には教えるが、真実は違うだろう」

　乾木と鈴の音がうるさくて、この距きよ離りなのに俱七帝の言葉がところどころ聞き取れなかった。

「だから大抵は、緋宮も結局、この川の贄にえとなるさだめ。そうして種が生まれるのだ」

　俱七帝が私の肩かたに両手を置き、川と向き合うように、強ごう引いんに位置を変えた。

「陽ひ女め神がみの血族の犠ぎ牲せいにより、界は歓かん喜きし、力を取り戻す。さあ知夏。蒸む槻きにその命を捧ささげてくれ」

　肩に置かれている俱七帝の手に力がこもった。

　私はとっさに全身を硬かたくした。黒い川。どぷ、どぷ、と不気味なうねりを見せている。揺ゆれる様子は、魔ま物ものの舌なめずりのよう。

「……私が、俱七帝の秘密を暴あばけなくても、いつか誰だれかがきっと暴く。私のような、ものを知らないまれびとでもわかる、俱七帝は必ず報むくいを受ける。あなたは国のためじゃなくて、自分のためにたくさんの命を捨ててきたんだから」

　私は早口でそう言った。

　内心焦あせっていた。帯のなかに潜った碁子ちゃんを逃にがさなきゃ。私と一いつ緒しよに川に落とされてしまう。

　俱七帝に気づかれないよう苦心しながら碁子ちゃんを摑もうとしても、もぞりと移動されてしまう。もう、碁子ちゃんてば！　まさかこの展開で、変な汗あせをかくとは思わなかったよ！

「知夏。怖こわいか？　震ふるえている」

　耳のそばで囁ささやかれた。かん、かん、と乾かん木ぼくの音が高くなる。

　うるさくてたまらない。

　鼓こ膜まくに響ひびくし、碁子ちゃんを捕つかまえられないし──。

「だが案ずるな。すぐに残りの滸こ楽らくどもにも後を追わせよう。川底でお待ちになるがいい。あの気に食わぬ緋ひ剣けんどももな」

　私は愕がく然ぜんと振り向いた。

　呪わしげな言葉とは反対に、俱く七な帝ていは上品に微笑ほほえんでいる。

　くっつきそうなほどの距離で見たその虹こう彩さいは確かに人間のものだったのに、なぜか、獣けものを思わせた。

「あなたの抱いた疑いは、正しかった。私は毎夜、獣の夢を見る。おのれが太古の昔、一頭の醜みにくい獣であったという夢を──」

　かん、かん。

　乾木の音に、雪が躍おどる。

「俱七帝──」

　身体からだがふわっと浮ういた。

　次の瞬間、視界は黒に閉とざされた。
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　光差さない海底のような、真っ暗な川のなか。

　異様なくらいの激しいうねりを見せていたのに、入ってしまうとこんなに静かで空くう虚きよだった。




　贄。

　贄ノ定メノ、哀あわレナ女め神がみ──。




　誰かの声が響く。

　この声を、以前聞いたことがある。

　川に落ちたとき、必ず近づいてくる『なにか』だ。

　気配は感じるのに、どんなに目を凝こらしても闇やみしか存在しない。地面も、天もない。

　どうしていつも、川から上がったときにはこの『なにか』を忘れてしまうんだろう？




　女神。




　──誰なの。

　尋たずねようとしたけれど、声が出ない。

　今の私、もう死んじゃって魂たましいだけが川のなかをさまよっている状態なんだろうか？　だってふわふわと浮いているような妙みように頼たよりない感覚だ。




　怨うらミバカリガ、降リ注グ。




　やめてよ！

　不ふ吉きつなことばかり言う『なにか』の声から逃げたくて、私は闇一色のなかを必死に走った。

　いや、走っているのか、手足を振ふり回してもがいてるだけなのか、自分でもよくわからなかった。ただその『なにか』に捕まりたくないという一心だった。

　そのうち、ふわっと綿のかけらのような白いものが頰ほおに触ふれた。驚おどろきながら上を向く。

　いつの間にか、星空みたいに無数の白い点が闇に散らばり始めていた。それがちらほらと、軽かろやかに舞まいながら降ってくる。

　これは──雪だろうか。

　日本で最後に見た景色が蘇よみがえった。孤こ独どくな冬の夜だった。吐と息いきさえも凍こおるような寒さ。黒と白のカレイドスコープ。

「違ちがう！　雪じゃない、これって……花びらだ」

　腕うでを伸のばし、その小さなひとひらを摑つかんでぎゅっと握にぎり締しめたときだった。

　自分を中心にして竜たつ巻まきのように闇が──黒い水が渦うず巻まき、広がった。

「!?」

　とっさに目を瞑つむり、強風が脇わきを通り抜ぬけたかのような凄すさまじい衝しよう撃げきに耐たえる。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事で、すぐに風圧は消え失うせ、静せい寂じやくが押し寄せた。

「──え？」

　私は恐おそる恐る瞼まぶたを開き、驚いた。景色が一変している。

　目の前に、雪柱が立っている。慌あわててきょろきょろと辺りを見回す。細かな雪が降っていた。誰もいない。勿もち論ろん、雪柱の上にも。真っ暗だ。でも、黒い川のなかとは違う。

「ここって……あの夜？」

　自分の格好を確かく認にんすると、ほんっと懐なつかしい！　もう二度と着る機会はないだろうと諦あきらめていた学校の制服に、コート。新品だったブーツ。

　そして片手には矛ほこ──じゃなくて、花のついた枝。

　私はそれを、まじまじと凝ぎよう視しした。

「ど、どうなってるの？　この花は蒸む槻きで持たされたものだよね？　だったらなんで制服に変わっているの？……川のなかで気絶して、夢でも見てる？」

　まさかこれが死後の世界？　そんなはずない、と必死に否定してもう一度、周囲の様子を真しん剣けんに確認する。よく見ると、日本で過ごした最後の夜とは大きな違いがあった。

　左右に立っている二本の柱は、祭りのときにあったものじゃない。鳥居だ。巨きよ人じん用かというくらいの大きさだった。

　その奥の闇にあるのは……なんだろう、壁かべ？　鳥居の向こうは、行き止まりになってる？

「普ふ通つうは廟びようとかがあるはず……」

　両手で枝を握り締め、そちらへ一歩踏ふみ出そうとしたときだった。

　ずず、ずずっと石を削けずるような音がその行き止まりから響いた。

「なに……？」

　私は数歩、後退した。闇に目が慣れてくる。

「壁じゃないの？」

　目を見張ってしまう。鳥居の奥には巨きよ大だいな球状の岩がある。

　岩にはぐるぐると白い注連しめ縄なわらしき紐ひもが巻き付けられていた。その、さらに向こうには洞ほら穴あながあるようで、岩が入り口を塞ふさいでしまっている。

　洞穴と岩の隙すき間まから、なにか黒いものがぬるりとにじみ出てきた。

　私は一歩後退した。すごく濁にごった気配を感じる。同時に、とても懐かしいような気もした。

「逃にげないと」

　無意識のうちに言葉がこぼれ、はっとした。私は少しずつ足を動かして、そこから離はなれようとした。急がないと。ここにいるのはよくない──。

　踵きびすを返し、駆かけ出そうとした瞬しゆん間かん、岩の隙間から漏もれていた黒い液体が急に勢いよく噴ふん出しゆつし、私の背中にはりついた。

「やっ……！」

『ああ憎にくい。すべてが憎い。おまえも、なにもかもが憎いだろう？』

　背中にはりついたべとべとする液体を必死に振り払はらおうとしたとき、嗄しわがれた声が響いた。

　その黒い液体が、まるで椰や真まちゃんみたいに頭上からぐるんと私の顔を覗のぞき込む。

「あっ！」

『どこへも行くな。おまえは私であり、私はおまえ。さあ、この憎しみを、おまえも覚えているだろう？』

　津つ杙ぐいの地で見た、へどろの女人──身体の半分がぐちゃりと腐ふ敗はいした花神の成れの果てが、背中にしがみつきながら私を見つめていた。左の目玉は潰つぶれ、右は黒々とした眼がん窩か。そこからまるまるとよく肥えた蛆うじが落ち、私の肩かたに乗った。全身に鳥とり肌はだが立つ。

　払い落とすよりも早く、花神が、肉の溶とけた両手で私の目を塞ぎ、囁ささやいた。

『忘れたか、私たちの怨うらみを忘れたのか。では今一度、見るがいい。天の華はなと言われたこの私に、憎き神どもがなにをしたかを』

　花神は呪のろわしい声でそう言い、私の瞼にがりっと爪つめを立てた。

　──神世の記き憶おくが、舞い降りた。
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「──愛いとし乙女おとめ」

　その声に、私は驚きながら振り向いた。

　背後には、甘く香かおる花々を抱かかえた麗うるわしい男性がいる。まっすぐな長い髪、優やさしげな眼まな差ざし。男の人なのにどこかたおやかで、しっとりとした雅みやびな雰ふん囲い気きを持っている。彼が着ている装しよう束ぞくは、天人絵巻から抜け出てきたのかっていうくらい豪ごう華かなものだった。

「え……と、あなたは誰だれ？……待って、雪柱の上にいた……」

　なんだか記憶が混乱している。おかしいな、俱く七な帝ていの手で、蒸む槻きの黒い川に突つき落とされたんだよね？　それで……そう、川のなかに降ってきた花びらを摑んだ瞬間、いきなり景色が変わったんだ。巨大な鳥居のある場所で、腐くさり果てた姿の花神に両目を塞がれ、それから。

　私は手でこめかみを押さえた。そのとき、自分の袖そで──身にまとっている衣ころもが目に入り、ぎょっとする。私自身も、彼と似たり寄ったりの華やかな衣をまとっていたからだ。

　ええっ、ど、どういうこと？　私って制服を着ていたはずだ。懐かしい、あの学校の──。

　でも、『制服』って……なんだっけ？

　固まる私の耳に、衣きぬ擦ずれの音がかすかに届く。怖こわ々ごわと視線を上げると、花々を抱えた彼が悲しげに眉まゆを寄せ、しゅんと俯うつむいていた。

「恋こいしき乙女の仕打ちが胸に痛い……、まるで見知らぬ者のように『誰？』とわたしにお聞きになるとは。まさかわたしを試ためしているのか？　それともなにか怒おこっている？　あぁわたしはどうすれば……これはうつつのことなのか？　幻まぼろしではないのだね？　なんというむごい定め……君に拒こばまれてしまえばわたしはもうここに在ることなどできな……」

　ちょ、すごい勢いで落ち込んでる！　声も掠かすれてる！

　それに、彼の悲ひ哀あいにつられてか、抱えている花々までじりじりと枯かれ始めていた。ひらりと、花びらの一枚が力なく落下する。私は驚き、飛びつくようにして彼の袖を両手で摑んだ。彼がしょげながらも、そっと瞳ひとみをこっちに向ける。な、なんだろう、このいたいけな表情。

　ええと、思い出さなきゃ、覚えているでしょう？

　彼は、私の大事な人だった。誰よりも大事だったじゃないか。

　そうだ……、天の華と言われた私。あらゆる神々に花のごとく愛めでられることを天つ神より命じられた、この私。

　だってそれが──この天つ神がおられし、麗しき天あま原ばら……『榊さかき之の原はら』を狙ねらう神々の反乱をおさえるのだもの。花を散らすな、そっとしておけと。

　天つ神の秘せし呪い。さあ愛でるがいい、これは毒のごとく甘美な大花。覇は気きを奪うばわれ、骨を抜かれても気づかぬほどに愛でるがいい！

　──けれども私は、彼だけに恋をした。

　我が兄君、加か句く比ひ良ら戸と之の月つく食は見み神かみ。

　この広大な榊之原に住まう数多あまたの神々、天人天てん女によもかなわぬ雅やかな美しき方だ。

　あんまり私が慕したうから、とうとう天つ神も折れ──そう、やっと思い出した！

「私の、夫君になる。一いつ緒しよに、新たな地を平らかにしたあとに」

　声に出して、私は羞しゆう恥ちを覚え、ぱっと両の袖で口を覆おおった。女から、ほぎの誓ちかいを口にするなど、はしたない。すべての物事には、正しい道筋があるのだ。それをみだりに変えてしまえば、災わざわいが訪おとずれように。

　私は緊きん張ちようしながら兄君様を見上げた。

　兄君様は驚おどろき、それからふわりと目元を赤らめた。枯れかけていた花々が急に瑞みず々みずしく蘇る。そこに顔を埋うずめるようにして兄君様はさきほどよりも深く俯いた。

「もう、わたしの乙女は、大だい胆たんだから……。だがそんな凜り々りしい君もよいなあ。ねえ君、わたしを娶めとるか？　わたしは愛いとしい君になら娶られてもいい。君の足あし下もとに侍はべり、存分に愛でられる日々か。……これはなかなかどうして……、うん、悪くないなあ……」

　兄君様ってばなんか怪あやしい妄もう想そうをして、ひっそりはしゃいでる。

　どうしよう、私は兄君様の暢のん気きさが心配だ。こんなに美しい方なのに、警けい戒かい心しんが足りない。

　私が守らねば、悪い天人や異国の神とかにいつか攫さらわれて、よからぬ真似まねをされてしまう！

　この私、新たな地では、男たちを制する戦いくさ女め神がみになろうか。どんな勝負も勝ち抜ぬく無敗の女神になるのだ。ぐっと拳こぶしを握にぎって闘とう志しを燃やしたとき、突とつ然ぜん、幻げん聴ちようが聞こえた。

『──この娘むすめを生んだ世とは、どれほど奇き怪かいなのかと。女が男を娶るのか？』

「……誰？」

　私は虚こ空くうに顔を向けた。ここは榊之原の、私が司つかさどる大だい神しん殿でん。

　見み渡わたせば、遥はるか彼方かなたまで、光の色をたたえた群雲の地面に無数の花が咲さいている。

「──乙女？」

　私はふらりと地面に続く石段に足を向けた。

　今の声、聞き覚えがある。どこでだっけ？

　記憶を辿たどりながらあたりをうかがう。

　地面に乱れ咲く花々のあいだに、黒い影かげがさっとよぎったのに気づいた。

「兄君様！　今の見た!?」

「──我が乙女、なにを言ってる……？……だめだ、戻もどりなさい！」

　私は兄君様の声を背に聞きながら、その影に向かって走り出した。だってどうしても見過ごせないんだもの。心のなかで「早く未来に行かないと」って誰かが叫さけんでいる！

　石段を駆け下り、無数の花が咲く群雲に飛び込む。甘い香りが身体からだの奥へと染しみ込んでいく。私は花が散るのもかまわず、影を探して走り回った。足に絡からまる花々や長い衣の裾すそが邪じや魔ま！

　ふと、自分が一いつ匹ぴきの蝶ちようを知らぬうちに踏ふみつぶしていたのに気づく。羽がもがれた、無む惨ざんな蝶。

　眉をひそめた瞬間、ぶわっと正面から強風にふきつけられ、花々が一気に飛び散った。乱れ舞まう雪のよう。慌あわてて袖で顔を庇かばう。

「きゃあ……！」

　足下が崩くずれるような──この平へい穏おんが崩ほう壊かいするような、浮ふ遊ゆう感かん。







　──あれっ!?

　恐おそる恐る腕うでを下ろし、周囲を見回して、驚いた。

　景色は再び様変わりし、榊之原の柱となる、天つ神の住まう一角……榊が生おい茂しげる庭が広がっていた。もう花はな園ぞのの神殿も兄君様の姿もない。

　それに、今の強風で衣まで吹ふき飛ばされたっていうみたいに、また私は制服姿に戻っていた。手には、花のついた枝。

「これ……制服だ」

　声に出し、ぱたぱたとスカートを叩たたく。

　そう、懐なつかしい学校の制服に、ブーツ。いわば女子高生の戦せん闘とう服。

「……私、女子高生だったっけ」

　当たり前の事実に、なぜか首を捻ひねってしまった。

「え……っとそれで。私って、誰だ？」

　さー、と血の気がひいた。あれー!?　待って待って、なんで自分の名前を忘れているの！

「ま、待て私、じっくりと少しずつ思い出すんだ！」

　額をおさえ、考える。なんだか、記憶が二重になっているような違い和わ感かん。別の誰かの思い出が混じっているみたい──ああ、まずい。記憶がどんどん霞かすんでいく。

　思い出せたはずなのに、また制服のことも忘れちゃうよ！

「……制服……？」

　いや、そんなわけのわからない言葉より！

　なんで私、ここにいるの？　確か、兄君様と一緒にいたはずだ。でも。

　大神殿で、怪しい黒い影がよぎったじゃないか。その正体を突き止めようと地面に下りた瞬しゆん間かん、強風が──。

「あっ、か、影は!?　影、どこいったー！」

　私はびくびくしながら榊のあいだを突つき進んだ。

　ふと、前方から誰だれかの声が聞こえ、思わず足をとめてしまう。

「覗のぞき見はいけない、でも気になる……」

　好こう奇き心しんに負け、私は榊の葉の隙すき間まからそっと窺うかがった。

　玉座のように巨きよ大だいな切り株の上に、二人、いた。

「え……？」

　一人は……、えぇ!?　不思議な格好をしているけれど、胡こ汀ていに少し顔が似てる!?　まさか親しん戚せきとか？

　なんていうか、閻えん魔ま様的な格好？　それも日本というよりインドの神様的にきらきらしい。

　実際の胡汀と違ちがって肌はだは浅黒く、髪かみも長い。それに、体つきも雰ふん囲い気きも精せい悍かんだ。片側だけじゃなくて両目のまわりに刺青いれずみをしている。さらには椰や真まちゃんのような羽まで背中に生えている。わかった、あの人ってもしかすると、星ほし神がみ様なんじゃないだろうか？

　私は戸と惑まどいながら、もう一人に目をやった。よく見えない……全身が淡あわい光に包まれているからだ。でも、あの神こう々ごうしさは間ま違ちがいない、天つ神だ！

　星神様と天つ神って知り合いなの？　初耳なんだけど。天つ神は謎なぞが多いんだよね。

　私って一応は天つ神の娘の一人なはずなんだけど、向き合うだけで緊張し、正視できない。

　なんの話をしているのか知りたくて、私は耳をそばだてた。

「──ほぎの儀ぎの前に、お会いすることはできぬのか？」

「香か香が津つ目め羅ら星ぼしよ、誓いの儀の前に乙女おとめを暴あばいては、理ことわりが乱れよう」

「……しかし、美しき花の女神は、まことに私を迎むかえると？」

　──香香津目羅星様は躊躇ためらいながら尋たずねた直後、純情な少年のようにはにかんだ。

　私は首を傾かしげた。花の女神って、私のこと？

　ほぎの儀って結けつ婚こんを示す言葉だ。今の話だと、まるで私と星神様が夫ふう婦ふになるって聞こえる。

　なんで？

　産まれたばかりの荒あれ地を治めたあと、私はそこで兄君様と結婚するのに。

　たぶん聞き間ま違ちがえたんだ。あ、それとも私じゃなくて、花はな守もりの乙女と結婚するのかな。

　頷うなずく天つ神を見て、星神様は喜んだ。これで我が世と、天つ神の世は、永久に結びつくだろう。そう誓い、嬉うれしげに去っていく。

　星神様を見送る天つ神のもとに、黒衣をまとった別の男性が訪れた。

　その人を見て、私は仰ぎよう天てんした。遠とお凪なぎさん!?　いや、俱く七な帝てい!?

「よいか、『ことじろ』よ。地上に降りしあと、かの神を必ず仕留めよ。だがそれは女神との契ちぎりがなされたのちでなくてはならぬ。そうでなくば、かの地を永久に平らげることはできない」

　天つ神は小声で、黒衣の男性……『ことじろ』になにかを囁ささやいている。

　思い出した。ことじろは、天つ神が産んだ二番目の女神たる久く久く理り波は須す比び売め様の子だ。私と兄君様の、姉姫ひめ様にあたる方。

　だけど産まれる際、波須比売様の陰処ほとを焼いてしまったんだって。波須比売様は天つ神がとてもかわいがっていらした姫神だ。その罪で天つ神の怒いかりを買い、地底に埋うめられるはずだったのを兄君様が情けをかけ、救った。だから、ことじろは兄君様の忠実な僕しもべとなったんだ。

　それにしても、ことじろたちはなんの話をしているんだろう。小声すぎて、よくわからない！

　もっと近づいたらバレるだろうか？

　私は榊さかきの枝の隙間を潜くぐり、彼らに接近した。

「不服か？　仕方あるまい、女神は月の御み子こを慕したってしまった。離はなれなければならぬ定めの日月が交われば、それはまったき調和となり、我が天原が脅おびやかされる。子が、親を平らげるなどあってはならぬ」

　も、もうちょっと近づけば、聞こえそう！

「はき違えてはならぬぞ、ことじろ。我が天が滅ほろぶさまを、ぼんやり眺ながめていてどうするのだ。我が天を荒らす神などいらぬ──さあ、おまえは支し度たくをせよ。無論、おまえにも褒ほう美びを出そう。罪を許し、私の七番目の姫神を与あたえてやる」

　黒衣の男性が無言で天つ神のもとを離れた。ああっ、ほとんど聞こえなかった！　でもなにかを命じられていたような。その褒美に、姫神をもらえるって。

　肝かん心じんなところがわからなかったと溜ため息いきを落とし、俯うつむいたとき。

　手前にある榊の枝が揺ゆれ、私ははっとした。

「あっ……」

「ここにいたのか、麗うるわしの乙女よ」

　いつの間に近づいてきたのか、目の前に天つ神が立っている。

　立ち聞きを叱しかられるだろうかと肩かたをすくめ、ぎゅっと瞼まぶたを閉とざしてしまった。

「こら、乙女よ」

「……はい」

　私は恐る恐る目を開けた。そこでふと、自分がまとっている衣ころもに気づく。

　──あれ、私、こんな装しよう束ぞくだったっけ？

　さっきまではもっと違う、身軽な格好だったはず。こんな動きにくい広ひろ袖そでや領巾ひれをまとっていた？　よく思い出せない。この頃ごろ、どうも記き憶おくが混乱してしまう。

　それも仕方のない話だ。私は夢見の力を持っているんだもの。

「支度は終わったのかね？」

「支度……？」

　私は我に返り、天つ神に視線を向けた。でもすぐに逸そらしてしまう。やっぱり正視できない！

「おまえの愛する月御子は、既すでにもう地に降り立っているよ」

「えっ!?」

　月御子……つまり私の兄君様だ。なんで兄君様は一人で先に、新たな地へ降りたの？

　ほんの少し前に会ったときには、なにも言っていなかったのに。

　──なにか、変だ。

　よく見れば、私の装束は、大だい神しん殿でんで兄君様と会ったときとは違うものになっている。

　──ああ、また夢見の力のせいで、幾いく日も記憶が飛んでいるのかも。

　私は内心、項うな垂だれた。よくあるんだ、夢見の力の暴走。

「早くおまえも降りねば。一度きりの、ほぎの儀だというのに、夫を待たせてしまえば、かの地の天が荒れようぞ」

「で、でも、兄君様とは一いつ緒しよに地に降りるはずじゃ……」

「心逸はやるあまり、先に降りてしまったのだよ」

「兄君様ったら！」

　暢のん気きで、理の重要さなんて気にしない方なんだ。そこが好きなんだけれど、危なっかしい。

「さあ、私の天馬に乗ってゆけ。それに──ことじろが、おまえを案内してくれる」

　振ふり向くと、先ほど去ったはずのことじろと、美しい白い羽を持った天馬が背後に控ひかえていた。
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　降り立った荒れ地──そこに造られた婚こん儀ぎのための『伽とぎの宮』で待っていたのは、私の恋こいした方ではなかった。恐おそろしげな姿を持った見知らぬ異国の者たち。そして、香香津目羅星。

　彼らを見た瞬しゆん間かん、天つ神に騙だまされたのだとわかった。かの神はときに非情で、以前にも女め神がみの一人を無理やり他国の神に嫁とつがせたことがある。

　もしかしたら、恋しい人にも私は騙されたんだろうか？

　私は伽の宮から逃にげ出し、天馬に飛び乗った。

「走って！」

　香香津目羅星が追ってくる。彼の国の武神たちも。

　そうだ……香香津目羅星は獰どう猛もうな異国神だというではないか。なんでも、神すら叩たたき切る強きよう靭じんな刃やいばを作り出したのだとか。それに、我らとは比べられぬほどの神じん力りよくを持つ。

　そうして着実に領地を広げ、しまいには我ら榊之原を脅かすほどの巨大な勢力と化した。だから彼の機き嫌げんを損そこねないよう、天つ神は我らの宴うたげに何度も招待している。

　ああ、天つ神、ひどい。私を捧ささげて彼を宥なだめるつもりなのか。

　榊之原の神々のみにとどまらず、異国神まで骨ほね抜ぬきにせよと。嫌いやだ、そんな定め、ひとかけらも望んでいない……。

　嘆なげく私に、兄君様と添そい遂とげよと、そう柔やわらかく笑ってくださったのは、すべて噓うそなのか？

　こんな残ざん忍にんな異国神の妻になれというのか！　香香津目羅星が、いくつの一族を滅ぼした！　宴で皆みなが噂うわさしていた、天つ神の産みし八番目の男神が彼に些さ細さいな無礼を働いたと。

　香香津目羅星は怒りのままに、男神を切り刻んだのだ！

　見よ、あの目め尻じりを彩いろどるおぞましい刺青いれずみを。おのれが倒たおした神の血を塗ぬったものだというではないか。いつか私も殺される、きっと香香津目羅星の機嫌を損ね、身体からだ中を切り刻まれる！

「嫌、嫌っ!!　追いつかれる、お願い、もっと早く走って……!!」

　私を乗せて天馬は力強く地を駆かけた。

「──なぜ逃げる！　私が醜みにくいからか、野や蛮ばんな異国神とまじわるなどおぞましいか!!」

　怒りをたたえて香香津目羅星はどこまでも追ってくる。私に侮ぶ辱じよくされたと思い、殺しにくる。

「ことじろ、ことじろ……っ、どこにいるの、助けて!!」

　一緒に地に降りたはずの、ことじろがいない。

「ああ、向こうの丘おかに逃げて！　榊之原へと続く雲うん梯ていがある！」

　天原へと上がるための榊の枝で造られた雲梯。この荒れ地を過ぎれば、丘に届く。

「──え、耶や麻ま？」

　私を乗せていた天馬……耶麻が突とつ然ぜん、とまった。

「耶──きゃあ！」

　耶麻が高く嘶いななき、私を振り落とす。

　地面に転がった私を、耶麻が悲しげに見下ろした。

「や、耶麻、どうして……？　噓でしょう──耶麻!!　待って、お願い、置いて行かないで！　待って、待って……!!」

　腕うでを伸のばす私を見捨てて、耶麻が去って行く。

「──女神」

　ざんっと、背後になにかが降り立った。

　戦せん慄りつとともに振り向けば、怒りと戸と惑まどいを顔に浮うかべた香香津目羅星。

　彼が無言で私に手を伸ばす。素す手でで私の身をひきちぎる気なのか。私は恐きよう怖ふに身を震ふるわせた。

　そのとき──。

　彼の背後できらめく刃。次の瞬間、香香津目羅星の首が飛んだ。

「……ことじろ？」

　刃を握にぎっていたのは、ことじろだった。

「ことじろ……っ、ことじろ！」

　私の悲鳴を聞き、ことじろが助けてくれたのだ。私はことじろにしがみつき、泣きじゃくった。

「──おのれ陽ひ女め神がみめ!!　ほぎなど偽いつわりであったのだな、ただ我が地を略りやく奪だつするために、私を騙したか!!　許さぬぞ、この怨うらみは決して忘れはせぬぞ!!　天つ神よ、見ているがいい。私の身は滅ほろびようともこの霊たまはおまえの地を巡めぐり続ける。遠き世で、私の憎ぞう悪おの輝かがやきが、必ずおまえの空を圧するだろう！　そのときこそ陽女神も奪うばってやろう、ああ、見ているがいい、卑ひ劣れつな天の神々よ……!!」

　香香津目羅星の首が呪しゆを迸ほとばしらせた。次の瞬間、彼の身は弾はじけ飛び、無数のかけらとなって、まっさらだった我らが天に、針のごとく小さな穴をあけた。それが今の呪のろいを囁ささやくように、ちかちかと瞬またたいている。

「こ、ことじろ……」

　大変な事態を迎むかえているのではないか。

　私たちは、香香津目羅星を騙して殺してしまったことになる。

「お願い、ことじろ。兄君様をお呼びして。香香津目羅星の御み霊たまを鎮しずめなくては……」

　ことじろが、私の涙なみだをそっと指で拭ぬぐった。

「……ことじろ？」

　彼は、とさりと私を地面に押し付けた。

　頰ほおを撫なでる指はどこまでも優やさしい。だけど私はまたも恐怖の虜とりことなった。いつもは大人しいことじろの瞳ひとみに、確かな、妖あやしい熱がある。それに──憎悪？

　誰だれに対する憎悪なのか。本来約束されていた栄えい華がを奪い、地に埋うめようとした天つ神へ？

「ことじろ」

　彼は微笑ほほえみ、言葉のすべてを封ふうじるように──私の唇くちびるに嚙かみ付いた。

　脳のう裏りによぎったのは、自分が踏ふんだ、潰つぶれた蝶ちようだ。引き裂さかれる衣ころもは羽のよう。

　まさぐる指、獣けもののような息づかい。ぬめぬめとした舌が肌はだを這はう。

　──兄君様、天つ神。私はどんな罪を犯おかしたの？

　天に向かって指を伸ばす。だけど、身体を揺ゆさぶられ、天が滲にじんで見えなくなった。

　本当の地じ獄ごくは、ことじろがもたらした。







　私は悲鳴をあげ続けた。兄君様が来てくれることを願い。

　だけど恋した方は最後まで、来なかった。

「──痛かった、とても痛かったよ、心も身体も、涙がとまらないほど痛かった」

　私は自分の頰に爪つめを立てながら叫さけんだ。

　気がつけば、私は乾かわいた地面の上で一人、うずくまっていた。

「この痛みを知るまで、なにも気づいていなかった。ただ浮かれていたの。兄君様だけしか見ていなかった。それが、私の罪だったんだ」

　自分の愚おろかさを嘆き、ことじろのもたらす苦痛が一秒でも早く過ぎ去ることを望んだ。

　いや、私は確かにその最中、おのれの死を願ってしまったのだ。

「……そのせいで、大地は」

　永久を約束されていたはずの大地だった。でも、そこで私が死を望んだため、この地に生きる者たちは、不死の資格を失ってしまった。それに。

「私があのとき上げた悲鳴が、この国にもっと過か酷こくな運命を与あたえたんだ」

　地の隅すみ々ずみまで、鋭するどく駆け巡った悲鳴。木々を揺るがし、空を揺るがし、ゆるゆると──移ろいゆく季節を作ってしまった。

　これは天つ神さえ予期せぬ事態だった。

　だから、ことじろは大きな罰ばつを受けた。『けだものの行い通り、その身もけだものと化せ』って。天つ神の怒いかりにより、ことじろは黒い獣の姿に変えられてしまう。

　そして、ことじろに穢けがされた私の身からは、たくさんの血が流れた。

　結果的にその血は、荒あれ地に実りをもたらすことに。まず血は大河と変化した。

　駆け巡る悲鳴同様、地を走り、いくつもの水脈を生む。豊富な水が木々を増やし、緑を溢あふれさせた。実りは、生き物たちの糧かてとなる。

　私の血から作られた河は、この地に新たな神をも誕生させた。雄お々おしき龍りゆう神じん──私とことじろの子だった。

　私はよろめきながら立ち上がった。

　──いつの間にか大地には、私を中心にして細い亀き裂れつが木の根のように広がっていた。そこに水が通り、幅はばも広がり、流れも勢いを増して、見る間に河と変わる。

　それは、この地が豊かになる瞬しゆん間かんを再現したような光景だった。

「伊織──」

　河のなかから、水を撥はね上げて、一頭の龍が飛び立つ。あれは私の……花神の子。そしていずれ、私の緋ひ剣けんとなる定めの者だ。

「伊織、だめ。天つ神のもとへは行かないで」

　私は踵かかとを上げ、空に手を伸ばした。

　その瞬間、肩かたになにかが乗った。振ふり向くと同時に、また景色が様変わりする。

　いや、最初の地点に戻もどったというべきか。深い闇やみ。巨きよ大だいな鳥居の奥に、岩屋があった。







『──思い出したか、私の、おまえの受けた苦痛』

　私の背にはりついている花神の成れの果てが、囁いた。

『そののち、天つ神は私に責任のすべてを押し付けた。私がことじろと姦かん通つうしたせいで星ほし神がみが死んだと責め立てたのだ！　平らかにするはずだったこの地は取り上げられ、私自身も降格の憂うき目に遭あった。それだけではない！　天つ神は、私の復ふく讐しゆうを恐おそれたのだ。ひたすら愛めでられるだけの私が地に季節を作るほどの力をつけていたのだから。そう、私は閉じ込められた。黄泉よみに！　地獄は終わらない！　今度は黄泉の者どもの慰なぐさみ者だ！　あぁ、私の力は奪われた、私の恋こいは砕くだけ散った。兄君様は私を助けには来てくださらなかった!!』

　花神の怒ど声せいに目を瞑つむったとき、ふいに手を引っ張られた。誰かがそばにいる。私はぞっとしながら瞼まぶたを開いた。

「あなたは──」

　いつの間にか、私の左ひだり隣どなりに、腐ふ敗はいした花神とそっくりなへどろ塗まみれの女が立っていた。

　岩戸の隙すき間まから黒い液体が漏もれ出ており、それがじゅるりと起き上がって、女の形を取る。

　黒いへどろの女たちは次々と私を取り囲んだ。

『亡もう者じやどもは花神の力を奪い、地の神となった』

『憎にくいことよ』

『何度も何度も、花神を蹂じゆう躙りんし』

『その花神の末まつ裔えいたる我らも』

『あのおぞましき、ひの間にて──』

『花神と同じ定めを負うはめに』

　ひの間。力なくば、神々に翻ほん弄ろうされる秘ひめ事の女たち。

「あなたたちは、歴代の緋ひ宮みや……？」

　尋たずねた瞬間、彼女たちの身体がばしゃっと溶とけ、地面に黒い水たまりを作った。

　私の背中に乗っている花神が、割れた歯で、かぷりと肩に嚙み付いた。

『花のごとくと言われた私。それが怨みと憎しみで穢けがれ主ぬしになるとは、なんたる定め。逃にげた先の津つ杙ぐいで龍の子が私を憐あわれみ、首を落として転生の道を示してくれた。なのにあの、天つ神は──』

「津杙までも、奪った……」

　遠とお凪なぎさんの言葉が脳裏に蘇よみがえる。大神は土地を奪われるのを不服とし、自らを呪のろって荒あら神がみへと蘇りを果たしたんだって。

『龍の子を、誰が殺したと思う？』

「え……」

『あの、ことじろだ！　馬ば鹿かなけだもの！　天つ神に虚きよ言げんを吹ふき込まれ、それを信じた。河の龍神が憐れな陽ひ女め神がみを殺あやめたぞ、許してはならぬと。殺せばおまえの罪を許そうと、またも天つ神の甘言につられたのだ。──龍神が我が子であったと気づいたのは殺めたあと。けだものは神々を呪い、龍神を産んだ河に投身した。だが皮肉なこと、けだものの怨みで黒く染まった河は、なにより強力な界となって地を護まもったのだから』

　それがまさか界の川……河かわ方かたの儀ぎの始まりとなる？

『しかし、私の怨うらみ、けだものの怨みは、あまりに強すぎた。天つ神の描えがいたこの地の「歴」が崩くずれてしまうやもしれぬ。だからな、娘むすめ。天つ神は、こうしたのだ。まずはけだものの凄すさまじい怒りを宥なだめるため、ことじろの一族にこの蒸む槻きでの『人の王』の座と栄華を誓ちかった！　そして私の一族には……ふふっ、今度こそは私だけを愛し、守り抜ぬく、剣けんのように強い者を「人」のなかから選んで贄にえとすると』

　あぁ、わかった。ようやくわかった。

　俱く七な帝ていが、陽ひ女め神がみを穢したことじろの──滸こ楽らくの祖とされるけだものの末裔なんだ。月神の末裔じゃない！

　この事実を、俱七帝は知っていたんだ。だから必死に隠かくそうとした。

　本物のけだものは、自分たちの一族だから。陽女神を求め続けたのも、このせいだ。許しを乞こおうと──いや、歴史をなかったことにしようと。

　緋剣が選ばれたきっかけもわかった。道理で、選ばれた剣たちは、緋宮だけを一心に愛するはずだ。陽女神の怨みか、それとも天つ神の意思なのか、蒸槻は今もひたすら歴史を繰くり返している。緋宮と呼ばれる女たちを犠ぎ牲せいにして。陽女神の力を、徹てつ底てい的に封じようとしている。

　私は、花のついた枝をぎゅっと握にぎり締しめた。

　花神が後ろから壊え死しした醜みにくい手を伸のばし、枝を撫でた。

『ああ、私に仕えたかわいい乙女おとめたち。あの娘らだけが、私の死を心から嘆なげいてくれた。おのれの命をもって花神の悲ひ嘆たん巡めぐるこの地に安らぎを与えん……そう誓い、あの子らは荒れ地に身を投げた。そうだ、地に咲さき乱れた白い花のおかげで私は一時正気を取り戻し、黄泉を出て津つ杙ぐいへ逃げることができたのだから。あれは、私を護る、唯ゆい一いつの清き乙女の花だった』

　ふっと目の前に、幻まぼろしの光景がよぎった。白い衣ころもをまとった涙なみだする乙女たち……楽土の花はな守もりたちだ。彼女らは私のために、自分の命までも神花に変えた。

　楽らく奪ばい月つきに咲く花は蒸槻を守るものではなく、陽女神へ捧ささげられたものだった。

　榊之原の涯はてから次々と花守たちが地へ飛び降りる。

　最後の一人が、振り向いた。いくつもの涙を落とすその乙女の顔は、誰だれかに似ていた。

「白雨さん──」

　私は幻の光景に向かって手を伸ばした。でも彼女は衣の裾すそを翻ひるがえし、地上へと飛び降りる……。

「ああっ、あ……」

　その場にへたり込む私を、花神が後ろから強く抱だきしめる。ぐじゅりと、花神の身から溶け落ちた黒い腐ふ肉にくの破は片へんが首の隙間に入った。

『私の血を継つぐ娘。幾いく人が、この場に立って涙しただろう？　おまえは、その娘らよりも懐なつかしい……さあ、参ろう。多くの娘たちが待っている。我ら、憎ぞう悪おを深めねば。天に届くほどに深めねば。おまえもその、憎悪のひとひらになっておくれ。いつか必ず、我らの憎悪は鋭い矛ほこと変わり、天を突つく。憎し天つ神、憎し我が君。さあ呪おうぞ』

「あ、あ、やめ……」

　花神にずるりと腕うでを引っ張られた。あの、岩戸のなかへ連れ込もうとしている。

　力ちから一いつ杯ぱい抵てい抗こうすることができない。

　だってこの、醜く変わり果てた荒神は、『私』なんだから。

　ほら。

　瞬まばたきひとつののちに、荒神の姿は、緋宮の衣をまとったもう一人の私になっている。

『ねえ、早く行こう？　あなたももう蒸む槻きなんか嫌きらいでしょう？　今までどんな目に遭った？　信じても裏切られるだけだし、信じなくても裏切られる。九く支しさんや帰き鼓こ廷ていは、簡単に春日さんに乗り換かえた。胡こ汀ていだって「知夏」を見てるわけじゃない。未み不ふ嶺ねさんは結局俱く七な帝ていのもとに戻ったじゃない。朝火さんはろくに話を聞こうともしない。白雨さんなんて、最後の最後であなたを見捨てたじゃないか。ここに来てから、なにかひとつでも楽しいこと、あった？　泣いてばかりだよ、もう嫌いやだよ』

「私は……っ」

『未来を信じているの？　変わらないよ、いつまでも。この私を見て？　光り輝かがやくこの私。だけど今は、どんな姿？』

　もう一人の『私』の姿がみるみるうちにひしゃげ、へどろ塗れの腐くさった花神に戻る。

『行こう、行こう』

「──うん」

　最後の気力が、砕けた。私はよろりと立ち上がり、花神と一いつ緒しよに岩戸へ近づいた。

　頭のなかには、嫌な光景ばかりがぐるぐると巡めぐっている。陽よう都とを罪人のように歩かされたこと。雪の降るなか、九支さんに衣を剝はがされたこと……。

　どうして私、蒸槻に連れてこられたんだろう？

　なにかができると思ったのに。でも実際は、ただ贄にされるためだった。

　殺されるためにつれてこられたなんて。

「胡汀……」

　好きな人の顔が、よく思い出せない。

　ずる……っと音を立てて、花神が岩戸の向こうへと入る。私も、その冷たい岩の表面に片手を置き、ぎりぎり通過できるといった隙間の奥を覗のぞき込んだ。

　真っ暗だった。でも怖こわくないはずだ。

　この奥には、私と同じ苦しみを抱かかえる女たちが待っている。

　だから、ここに入るのは正しいことなんだろう。

　私は息を吐はき、闇やみのなかへ片手を入れた。墨すみのように濃こい闇だ。肘ひじの先から完全に見えない。

　一歩を踏ふみ出そうとしたときだ。

「──この馬ば鹿か娘むすめが。黄泉よみで待つとは言うたが、来るのが早すぎる」

　え？

　闇のなかに入れた手を、誰かが押し戻もどすように握った。

「まだ、こちらへ来るな。知夏」

　その凜りんとした女性の声に、私はびっくりした。

　思わず手を握り返す。

「……架か々が裏りさん？」

　くすりと笑う声がした。

　肯こう定ていするように、闇の奥にいるその人も私の指を握り返した。

「おまえが諦あきらめてしまえばこの先もむごい歴史が繰り返される。何人の女が涙するだろう？」

「架々裏さ……」

「我にあれほど見み得えを切ったではないか。その気き概がいはどうした」

　優やさしい声。そういえば架々裏さんは、最初の印象とは違ちがって明るく笑う人だった。

「諦めるな、あと一歩、今一歩だけ、踏みとどまれ。まだおまえを慕したう者はいる」

　きゅむっとなにかが襟えり元もとから飛び出した。ちびっこくて丸い生き物。

「ご、碁ご子こちゃん!?」

「陽ひ女め神がみの力はまだおまえのなかにある。そうだろう？──『緋宮』」

　抱えていた枝の花が、ふわりと揺ゆれた。







　あとがき







　初めまして、あるいはお久しぶりです。糸森環です。

　花神遊戯伝、七巻めに突とつ入にゆうしました。ここまで書かせていただけて本当に嬉うれしいです。ビーンズ文庫様、読者様方に厚くお礼申し上げます。




　この巻は、主人公にとって苦難の山場となります。

　瀕ひん死しの状態から這はい上あがって、前に進む乙女おとめが好きです。

　ここで、各キャラクターの名前について触ふれてみようと思います。

　既き刊かんの後書きにても、少し書きましたが。

　まず主人公の、天あま野の知ち夏か。祖の花神の役割から、最初は天あま見みという名字にしようかと考えていました。下の漢字は、千花という書き方と迷って、現在の名前に決定です。

　胡こ汀ていの場合は星神憑つきという点を踏ふまえて、日本神話系の世界観から見たとき、ちょっと異国風に映るような漢字を当てました。元々はこの名前、どこかで使おうと思っていたものです。

　椰や真まは音の響ひびき、当て字ともに、すぐに決まりました。

　白しら雨さめはそのまま容姿からです。伊い織おりと朝あさ火ひと未み不ふ嶺ねはイメージで。

　九く支し、穂ほ野のあたりも役割とイメージからつけています。

　元緋宮の架か々が裏りは役割と音の響きを意識して。佐さ基きだけは直感です。

　機会がありましたら、次は神々の名前や各キャラ・舞ぶ台たいの設定等について触れてみたいと思います。




　最後に謝辞を。担当者様にはいつもお世話になっております。本書進行にあたり貴重なご助言等いただきまして、とても感謝しております。

　鳴海ゆき様、今回も素敵なイラストをありがとうございました。知夏たち、かわいいです。

　ビーンズ文庫編集部の皆みな様さま、格好よく作ってくださるデザイナーさんにも心よりお礼申し上げます。

　そして、本を並べてくださる書店さん、サポートしてくれる家族、刊行にあたりご協力くださった関係者の皆様にもお礼を言わせていただければと思います。多くの方々のお力ちから添ぞえで、この本を完成させることができました。

　本書をお手に取ってくださった読者様、少しでも楽しんでいただけましたら、こんなに嬉しいことはありません。

　またどこかでお会いできますように。
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